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巻 頭 言

金 沢大 学留学生セ ンタ ー は， １９９５ 年 （平成 ７ 年） ４月 に学 内共 同教育 研 究施設と して設

置さ れた。 当 初は， 前 身の 「留 学生 教育セ ンタ ー↓ の事 業 を引 き継 い で， 全学 の留学生向

け目 本 語教育 と修 学・ 生活 上 の相 談 指導 を主要 業務 と し， そ の 後， 北 陸地 区大 学の国費外

国人 留学 生に対する 大 学院 予備 教育 （集中
，
目本語 研修コ ース）， 目 本語 ・目 本文化研 修プロ

グラ ム， 金沢 大学 短期留 学 プロ グラム （ＫＵＳＥＰ）， 目 韓共 同 理エ 系学 部留 学 生に対す る予

備 教育 等， 順次 事 業 を拡 大 してき た。 ま た， 金沢 とい う地 域性 を 渚か したカ リ キュラム 開

発 や地域 交流， 最近 のＩＴ 技術 を駆 使 した海外と の遠 隔相互 教育 シス テム な ど質 の改善・充

実 を図 ってき てい る。 留 学 牟セ ンタ ー は， 現在， ５つ の部 門 で構 成さ れ， 外国 人留 学生に

対 する 目本 語教育 皮 び各 教 育 プロ グラ ムの 開発， コー ディ ネ ー ト， 教育の 実施， 及 び， 修

学 ・生活 上の相 談指 導を担 当 して いる。

１９８０ 年代後 半から 現在 まで， 金 沢大 学 にお ける外 国人留 学生 の数 は飛躍 的に増 大 してお

り， ま た， 日本 人学 生の 国 際化 を 図る 必要 性が唱 え られる な か で， 金沢大 学に お ける国 際

化 推進 の一翼 を担う留 学 生セ ンタ ーの 果たす役割 はま すま す重 要と なって いる。 設 置以来，

固 有 の専用 施設 を持 たな い ハ ンディ を背 負いな がら， 外 国人 留 学生 や海外 留学 を目 指す目

本 人 学生 のた めに取 り組 ん でき た 活動 内容 を自 ら総 括 し， 今 後 の金 沢大 学の国 際化 のあり

方 を 探るため に， 平 成 １４ 年 度に 自 己点検 評価を実施 し， 公表 した。

こ の自己点検 評価 を踏ま え， 平成 １５ 年度に外 部評価 を実 施す るに 至った。 留 学生セ ンタ

ーの 役割及 び活 動内 容 を多角 的に 評 価す るため に， 各分 野 で指 導的 な役 割を 果た している

先生 方に外部 評価委 員を お願 い した。 平成 １４年度 に実施 した 自 己点検評 価に新 しいデータ

を加 え， また， 留 学生セ ンタ ー の活 動 に関する 多く の資 料， さ ら に， 施 設見 学や ヒアリ ン

グを 踏ま えて 厳正 な評 価 をお顧 い した。 評価委 員 の方々 に は大 変 お忙 しいな か， 本セ ンタ

ーの た めに献 身的 な ご努力 を 賜り， 本 報告書が ま とめ られ た。 そ の内 容は， 各評 価委員 か

一ら文 章 で提出 された 様 式Ａ， Ｂ の報 告 書， 及 ぴ， 学内 教職員， 非 常勤 講師 を対象 に行っ た

外部 評価報 告会の発 言内 容 をま とめ たも のである。

本外部 評価 報告 書は， 今 後 の 留 学生セ．ンタ ーの あり 方， ひ いて は金 沢大 学に おけ る国際

交 流， 留学 生交 流， 国 際 教 育な ど国際 化の あり方 を考 える た めの 重 要な指 針を 与え ている

と 考 える。 今 後， この 内 容 を分 析 し， それ に対応 した改 革を 確 実に 実行す るこ とが 当セ ン

タ ーに課 せられた 使命 で ある と思 う。

最後 に， この事 業 を担 当 して 頂 いた 外部 評価 委員 の先 生方 は もち ろん， 当セ ンタ ーの自

己点検評 価委員会， 及 び， 学 生部 留 学生課の 職員の 方々 の 労 に心 から謝意 を表 します。

平成 １６年 ３月

金 沢 大 学 留 学 生セ ンタ ー’長

中 山 謙 二
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Ｉ 外部評価実施までの経過

平成１５年７月 ８目 留学生セ ンター教合会議
．

留学生センター長より， 留学生センター外音障平価の必要性について説明があり・ 平成１５年度

に実施することとなった。 同時に， 外部評価実施ワ」キンググループのメンバーを選考しね

平成１５年８月１９目 外部評価実施ワーキンググループ会議

外部評伍実施のための年度内スケジュール，外部評価委員の選任，外部評価摩項について検討１

平成１５年９月 ３０目 外部言判西実施ワーキンググループ会議

外部評価委員への送付資料， 外部言判面報告書の項目事項についての検討・

平成１５年１０月 ２目

外部言刊面委員の委 嘱 （石原委員， 越前谷委員， 尾崎委員， 古城委員， 細川委員）・

平成１５年１０月 ２ 目
■

外部言平価委員への資料及ぴ外部言刊面報告書様式ん Ｂ送付。

外部謂面委員に送付資料による外部評価を依楓

（外音障平価報告書様式 Ａ，Ｂ の提出締め切り １１月 下旬。）

平成１５年１０月 ９ 目

外部評価委員の委嘱 （井上委員）。

、
平 成 １５ 年 １０ 月 １０ 日

外部評価委員への追加資料送付。

平成１５年１１月 １８ 目

外音隔刊面委員に外部評面委員会及び外音隔判面報告会への出席を依観

平成１５年１１月 １８ 目

外部言刊面報告会の開催を学内に通知 （Ｅメール）。

平成１５年１１月 １９目

チャール ズ・井上委員による講演会開催を学内に通知 （Ｅ メール）・

平成１５年１２月 ２ 目

外音隔平価報告会の開催を学内に再通知 （Ｅメール）。
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平成１５年１２月 ６目

外部評価委員会及ぴ外部言判面報告会を閉催。

平成１５ 年１２月９ 目 ’

チャー ルズ・井上委員による講演会開催 を学内に再通知 （Ｅ メー ル）・

平成１５年１２月 １２目

チャールズ・井上委員による講演会を開倦

平成１６年３月

外部評価報告書の完成予定

一 ３ 一



皿 金 沢大 学外部 評価 委 員名 簿

名 古 屋 大学 留学 生セ ンタ ー 教授 尾 暗 明 人

金沢市教育委員会 教育長 石原 多賀子

タ フ ツ 大 学 １ 教 授 チ ヤ ー ル ズ ’ 井 上

東京 農 工大 学留 学 生セ ンタ ー 教授 越 前 谷 明 子

大阪 大学 留 学 生セ ンタ ー 教授 古 城 紀雄

早稲 田大 学 大 学院 目 本 語 教育研 究科 教授 細ノ１一 英 雄
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皿 外部評価のために参考と した資料

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

１０．

『金大キャンパスの国 際化 を考 える一金沢大学留学生セ ンター自己点検評価』

金沢大学概要 （平成 １５年度）

数字で見る留学生交流２００２

留 学 生セ ンタ ー Ｗｅｂ サイ ト

金 沢 大 学 留 学生 セ ンタ ー ニ ュ ー ス （バ ツク ナ ンバ ー）

金 沢 大 学 留 学 生セ ンタ ー 紀 要 （バ ツク ナ ン バー）

金 沢 大 学 短 期 留 学 プ ロ グ ラ ム ２００３．１０－２００４．９

ＫＵＳＥＰ ＳＹＬＬＡＢＵＳ（０ｃｔｏｂｅｒ２００３’Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ２００４）

目 本 語・目本 文 化 研 修 コ ー ス プ ロ グラ ム 概 要

目 本 語・目 本 文化 研 修 留 学 生 研 究 レポ ー ト集 （２００１・２００２ 年 度）

１１． 金 沢 大 学 留学 生 セ ンタ ー 目 本 語研 修 コ ース 文 集 （第 ９ 期，
第 １４期）

１２．

１３
．

１４
．

１５．

１ ６
．

金沢大学２００２ 年留学生生活実態調査報告書

平成１４年度金沢 大学地域貢献推進事業 『金沢学への招 待』 報告書

ｒ金 沢 大 学 留 学生 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム ２００１」報告 書

留 学生必携 金沢生活ガイ ドブツク

『研究者総覧』 留学生セ ンター分

１７． 『金 大 キャ ンパ ス の 国 際 化 を考 える 一 金 沢 大 学留 学 生セ ンタ ー 自 己点 検 評 価』

追 加 資 料 ２００２
．
１０ ’ ２００３

．
９

５ 一
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平成 工６ 年１月 １３ 目

金沢大学留 学生セ ンターの諸活動 に関する外部評価の結果を以下の通り報告する。

金沢大学留学生セ ンター外部評価委員会

一
；

“

一

．
三
１

一．．
１

委員長

委員

委員

委員

委員

委員

尾崎 明人 （名 古屋大学留 学生セ ンター教授）

石原 多賀子 （金沢市教育委員会教育長）

チ ャ ー ル ズ・ 井 上 （タ フ ツ 大 学教 授）

越前谷 明子 （東京農 工大学留学生セ ンター教授）

古城 紀雄 （大 阪大学留学生セ ンター教授）

細川 英雄（早稲田大学大学院目本語教育研究科教授）

１ は じ め に

本 委 員 会 は， 金 沢 大 学 留 学 生 セ ンタ ー 中 山 謙 ニセ ンタ ー 長 の 委 嘱 を受 け
，

平 成 １５ 年 ９月

に 発 足 した。 以 来， ３ か月 余 り の 外 部 評 価 活動 に 関 して， そ の過 程 お よび 結 果 を以 下 の通

り 報 告 す る。

２ 外部評価の過程

１） 書面審査

平 成 １５ 年 １０ 月 に外 部 評 価 の 基 礎と な る 資 料 １６ 点 を送 付 い た だい た
。 こ の 中 に は

留 学 生セ ンタ ー が 平 成 １５ 年 ３月 に刊 行 した 『金 大 キャ ンパ ス の 国際 化 を 考 える』 （金

沢 大 学 留 学生セ ンタ ー 自 己 点 検 評 価 １９９５．４－２００２．９） を は じめ
，

「金 沢 大 学概 要」 「数

字 で 見 る 留 学 生 交 流 ２００２」 「金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー ニ ュ ー ス」 「紀 要」 「金 沢 大 学

２００２ 年 留学 生 生 活 実 態 調 査 報 告」 な ど が含 ま れ て い る。 さ ら に， 追加 資 料 と して ２００２

年 １０月 か ら２００３ 年 ９月 ま での 自 己 評価 報 告 も お 送 り い た だ いた。
２） 中間報告

委員 は上 記 の 資 料 を 精 査 し， 各 自 が書 面 に よ り 申 間 報 告 を留 学 生セ ンタ ー に 提 出 し

た
。

３） ヒ アリ ン グと 施 設 見 学

平 成 １５ 年 １２月 ６ 日 に 井 上 委 員 を 除く ５名 が 留 学 生セ ンタ ー にお いて 外 部評 価 委 員

会 を 開 催 し
，

ヒ ア リ ン グ を 実施 す る と と も に施 設 。 設 備 の 見 学 を行 った。 井上 委 員 は

翌 週 １２ 月 １２ 目 に ヒ ア リ ン グ を 行 っ た。

ヒ アリ ン グ で は 各 委 員 の 中 間 報 告 に 対 して 留 学 生 セ ンタ ー 長 な ら び にセ ンタ ー 教

官 か ら追 加。 補 足 説 明 が あり，
ｒ金 沢 大 学 の基 本 理 念 ・ 目 標」 ｒ留 学生セ ンタ ー施 設 の

確保に係る本 学の取り 組み状況について」 な どの追加資 料も提出された。



３ 評価結果のとりまとめ

本委員会では， 上記の資料な らびにヒァリング， 施設見 学を踏まえて外部評価結 果の 取

り ま と め を 行 つ た が， 各 委 員 の 専 門 領 域
，

知 識 ・ 経験， 評 価 の 観 点， 評 価 基 準 な どが 異 な

ることから委員会と しての統一的な評価結果を出すこと はせ ず， 各委員の評価及 び意見 を

並 記 す る こ と と した。

評価報告は， （Ａ） 留学生セ ンター全体に関する評価及 び意見， （Ｂ） 委員の専門 に関 す
・

・

る 詳 細 な 評 価及 び意 見， の 二 つ に 分 け る こと と し， （Ａ） に つ い て は 留 学生 セ ンタ ー の 自 己

点 検 評 価 報 告 書 の 構 成 を 考 慮 して 以 下 め ７ つ の 項目 を 立 て る こ と に した。
１． セ ンタ ー の あ り 方 と 目 標

２． 教育 活 動 ・ 教 育 シス デ ム

３． 相 談 指 導 活 動

４． 研 究 活 動

５． 地域 。 杜 会 貢 献 （講 演 。 討 論 会 。 そ の他 の 活 動 を 含 む）

６． 組 織 ・ 管 理 運 営 （施 設 ・ 環 境 ・ 財 政 を含 む）

７． そ の 他 （点 検 評 価 シス テ ム ・ 将 来 ビジョ ン等）

次 の 第４、節 に 評 価 ・意 見 を 並記 す る。

一 ８ 一
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留学生セ ンタ ー全体に関連する評価及び意見



様式 Ａ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

外 部 評 価 報 告 書

委員 尾崎 明人

セ ンター 全体に 関連す る評 価及 び意 見

（ぺ 一 ジ 表記 は， 『金 大 キ ャ ン パス の 国 際 化 を 考 え る一 金 沢大 学 留 学 生 セ ン タ ー 自 己 点 検 評 価 一１９９５．４～２００２．９』 に よ る）

１．
セ ン タ ー の あ り 方 と 目 標 ’

・留 学生セ ンター の理 念と 目的 が自 己点検 評価 報告 書 （１－ ２ 頁） で は現行 の規程 に依拠す る形 で

書か れている とい う印 象 を受 ける。 規 程に縛 られ ずセ ンタ ー教 官が 一致 して め ざす 将来の 方向 を

示 す こ と が 望 ま れ る
。

・金 沢大学 が策 定 した ｒ金沢 大学 の基 本理 念・目 標」 ある い は ｒ金沢大 学が 国際 交流を推 進 する

に際 し実施 を図る べき 基本 的事 項 （第 ３次 まと め）」 （国際 交流 委員 会， 平成 １４年 ９月 ２０ 目） な

どを踏ま えて， 留 学生セ ンタ ー が どのよう な役割 を担 うの か を明示 する ことが望ま しい。

２．
教 育 活 動 ・ 教 育 シ ス テ ム

＜評 価でき る点 ＞

・ 専任 教官数が 限 られて いる 中で ５ 種類 の異 なる 学習 対 象者 のた めに 多様なコース を 運営 し， 毎

年 改善の 試み を積み 重ね てい る。
・ ハ イ ブ リ ッ ド ・ ド ラ マ プ ロ ジ ェ ク ト な ど 新 し い 試 み を 行 っ て い る。

・ 限 られたリ ソース を活用 す べく 総合 目本 語コース を開 設， 拡 充を図 って いる。
・学 生の成 績評 価の 基準が 明 記さ れて おり， 成績 管理 の体 制が 整備 さ れている。 学 生の成 績 も概

ね良 好と判 断され る。
・各 日本 語コース で 学生 の授 業評 価 を実施 して おり， 全般 的 に目 本語 コース に対す る満 足度 は高

い。

・留 学生と目 本人 学生 との 交流， 共 同学習 を促 す活 動を 展開 して いる。

・ 全学， と り わけ教 育学部 への 貢 献が徐々 に大きく なっ てい る。

＜今 後の自 己評 価に期 待す る 点＞

・ 自己 点検評 価報 告書 では 授業 科目 の内 容が 詳細 に説 明さ れて いる が， 授業及び コース に 対す る

学生の評 価に 関す る記 述が 乏 しい。 実 際に は授業 評価 な どを実 施 してい るので， それ らも 報告 書

に盛り 込む方 がよ かっ たと 思 われ る。 また， 学 生の成 績や 学 生か らの授 業評価 を どの よう に 教育

に反映 させて いる かにつ いて も より明 確な 形で報 告す るこ とが 望ま れる。

３． 相 談 指 導 活 動

＜ 評価 でき る点＞

・ 専任教 官１名 で幅 広い 活動 を 実施 してい る。
・ チュータ ー制度 の充 実や 学内 協力 体制 の構 築に努 力 してい る。

・ 指導相 談に必 要な 基礎 データ の 収集 を継 続的に行 って いる。

＜ 今後の 自己点 検評価 に期 待 する 点＞

・ 指導相 談の 活動 を具 体的 に示 す 数字， 派 遣留 学の 実績 を示 す数 字な どが提示 されて いる が， そ

の 数 字を留 学生セ ンタ ーが どう評 価す る かが必 ず しも明 らか では ない。 実績 を示 す と同 時に 自己

評 価 を 明 示 す る こ と が 望 ま れ・る
。

４． 研 究 活 動

・ 教育活 動， 指 導相 談活 動 を踏ま え た論 文や 口頭発 表が 多く， 目常 的な活 動と研 究を結 びつ ける

努力 が なされて いる。 セ ンタ ー 教官 共著 の論 文が 多いと 感 じら れる が， これも 教官の 協力体 制が

作 られ ている こと を示す も ので ある。 教育の 実践 と研 究を 結 びつ ける試 みを今 後も 続けて いた だ

き たい。 同時に， 各教 官の 専門 領域 にお いて 全国 レベ ルの 学会 誌 な どに掲載 され る論文 を増 やす

こ とも課 題であろ う。

９ 一



５． 地 域 ・ 杜 会 貢 献 （講 演 ・ 討 論 会 ・ そ の 他 の 活 動 を 含 む）

・ｒ金 沢大学 地域 貢献推 進事 業」 と して 平成 １４ 年度 に 実施 した公 開 講座 『金沢学へ の招待』 はセ

ンター が主 体的 に取り組 ん だ事業 と して高く 評価 できる。

しか しなが ら， 自 己点検 評価 報 告書 に記 載されて い る諸 活動 の 記録 を見 ると， セ ンター の 主体

的 な 敢り組 みが 十分 だとは言 えな い。
・ 目 本語 研修コ ース の同 窓会， 目 本語 ・日 本文化 研修 コース の 合 宿， ホー ム ビジツ ト， 里 親制 度

な ど有 意義 な活 動を企 画， 実施 してお り， 高く評価 でき る。
しか し， これ らの 有意義 な活動 が自 己点 検評価 報告 書の 中で は ｒ講 演・討論会・その他の 活 動」

と して 一括 され てお り， 活動 の意 義づ けや 評価が 十分 に述 べ られ てい ない。 杜会貢 献や目 本 語 教

育 な どの観 点か らより 明確 に自 己評価 する ことが 望まれ る。
・ セ ンター 創設 以来 行わ れてき た 地域 連携， 地 域貢献 のさ ま ざま な活 動が 報告され ており， セ ン

タ ー の努力 がう かがわ れる。 報 告 書第ＩＩ編 ｒ留学隼セ ンタ ー の将 来構 想」 の中 でも杜会貢 献 に関

す る目 標が 掲 げられて いる。 より 積極 的な 地域貢 献を 期待 した い。

６． 組織 ・管理 運営 （施設 ・ 環境 ・財 政を含 む）

・現 状で はセンタ ー 独自 のス ペー スが 十分 確保 されて い ない と思 わ れる。 この ような状 況で は 十

分 な教育・ 研究 活動 は望 めな い であ ろう。 す でにこ の問 題を 解消 す べく 全学 的な対応策 がと ら れ

て いると のこと なの で， 遠 からず キャ ンパ ス の国際 化を 推進 する 拠 点と してセ ンターの施 設 が整

備 されるも のと期 待す る。
・ 組織改革 の一 連の 動き の中 でセ ンタ ー の各 教官が それ ぞれ の研 究テ ーマ に 関わり の深 い教 育 ・

研 究組織と の関係 を 強める とい う構 想が述 べ られて いる （報 告 書 １６４ 頁）。 この方向 は人的リ ソ ー

ス を活用する とい う観 点 から評 価 でき る。
・ 教官昇任 の基 準が 明文 化 されて い るか どう かが不 明 である。 明 文 化さ れて いな げれば， 昇 任 基

準を 策定する べき で あろ う。

７． そ の 他 （点 検 評 価 シ ス テ ム ・ 将 来 ビ ジ ョ ン 等）

・ 具体的 な目標 を設 定 し， そ の 目標 が どこま で達成 さ れた か， 達成 され な かったの はなぜ かを、宗

検 し， 次 のステ ップ を考 える こと が自 己 点検評 価の 目的 であ る。 今 回の自 己 点検評価報 告は 第 １

回目 とい うこと で， こ れま での 活動 を総 括す ると いう 点に 重点 が置 かれ て いたよう に思わ れる。

次 回の自 己点検 評価 で は， 評価 の観 点と 方 法を一層 明 確に し， 到 達目棲 に照 ら した 自己評価 を行

う ことが望ま れる。
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様 式 Ａ

金 沢 大

外 部

学 留 学 生 セ ン

評 価 報 告

ター

書

委員 石原 多賀子

セ ンタ ー 全体に 関連す る評 価及 び意 見

１． セ ンター のあり 方と目標

金沢 大学の め ざす 方向 性の 中で留 学生セ ンタ ーの 存在と 役割 は 重要で ある。

留学 生セ ンタ ーの 目標 と して ｒ外国人 留学生及 び海 外 留学 を希 望する 金沢大 学の 学生に、４
必 要な 教育及 び指導助 言 等を 行う」 と あるが、 留学 生の 専攻 とそ の基礎 教育と しての 目本語

教 育の あり方 につい て、 具体 的な 教育・ 指導体制 が わか りにく い。

２
．

教 育 活 動 ・ 教 育 シ ス テ ム

目本 語研修 プロ グラム はよく 工 夫さ れており、 多 様な 教育 活動 が展開 されてい る。

目本 の伝統 文化 や目本 事情 等の 科目 はユニ ーク であり、 高く 評 価 した い。

反面、 海外 留学 を希望 する 学生 は、 どのよ うな レベル の 教育を 受けて いるの か不明 である。

３．
相 談 指 導 活 動一

留学 生の相 談の 拠点と して、 ケアやカ ウ ンセ リ ン グな ど多様 な取組 みが積極的 にさ れてい る

点 が評 価され る。

４．
研 究 活 動

活発 な研究 活動 が行 われて い るこ とは高く 評価 した い。
た だ、 研究 テー マの設 定、 研 究活動 が、 留学 生セ ンター が め ざす 目標との 関係 において

や や難 しい と感 じられ るも のも ある。

５． 地 域 ・ 杜 会 貢 献 （講 演 ・ 討 論 会 ・ そ の 他 の 活 動 を 含 む）

留 学生セ ンター と して留 学生 と の地域 交流 に章欲 的に 取り 組ん でいる。 留学生 にとっ ても

地域 杜会 にとつて も大 事な 領域 で あるの で、 カ リキ ュラ ムの 中で 体系的・ 系統的 に取り 組める

よ う 今 後 も 充 実 し て ほ し い。
’

６． 紐 織 ・ 管 理 運 営 （施 設 ・ 環 境 ・ 財 政 を 含 む）

魯 学生セ ン、タ ーと して独 立 した 施設 の検討 が必要 で ある。
留 享生セ ンタ ーの管 理運 営 の システ ムと 全学的 な意 思決 定と の関係 がわかり にくい。

一

７． そ の 他 （点 検 評 価 シ ス テ ム ・ 将 来 ビ ジ ョ ン 等）

留学 生セ ンタ ーがそ の目 的 を果 た し、 機 能 して いく ため には、 教員 とパー トナ ーシッ プを

組 める 事務職員 の企 画運営 能カ や専門 性が今 後必 要に なっ てく ると 思う。
’

１
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様式 Ａ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン ター

外 部 評 価 報 告 書議
センター全体に関連する評価及ぴ意見

（ぺ 一 ジ 表 記 は， 『金 大 キヤ ンパ ス の 国 際 化 を 考 え る一 金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー 自 己点 検 評 価 一１９９５．４～２００２．９』 に よ る）

１。 セ ン タ ー の あ り 方 と 目 標
‘

金沢大学の国際化の推進という理念を実現するための組織として留学生センターが位置づ

け られ， 留学 生 教古と 国際 交流 の推進 を目標 に 掲げ る本 畠学 生セ ンター のあり方 は， 順当 で

ある と 思わ れる。 今後，
ｒ金 沢大 学が 国際 交 流を 推進 す るに 際 し実施 を図 るべ き 基本 的 事 項

（第 ３次ま と め）」 に言睡われ てい る全学 で目 指すべ き目標 と， Ｐ．１６３以 降にある 留学 生 セ ンタ
ー の課 題 を実 現 して いく た め には， 教 育系 と事 務系職 員が 強力 な協 力体制 を作り， 実 現 に向

けて歩 を進 めて い かなく ては ならな い。

２． 教 育 活 動 ・ 教 育 シ ス テ ム

全般 的 に 教育 活動 は活発 であ り， よく 考 え られた 教育 システ ム を構築， 運営 して い る。 詳

細 は特 記事 項 （様 式 Ｂ）： 教育活 動に関 する 評価 を ご覧いた だきた い。

３． 相 談指 導 活動

学 内 外の ネ ッ トワーク がう まく 作用 して相 談 指導活 動が 進 められ ている。 非常 勤の カ ウ ン

セラ ー を配 置 する な ど， 留 学生 数の増加 に 対応 した 改善も 行 われつ つある。 Ｐ．１０５ 以 降に 活

動状 況が 述 べ られ， 追加 資料 に平 成９ 年か ら １５ 年ま での相 談件 数が 示されて いる。 留 学 生か

ら だけ では なく， 日本人 学生 や 教官’・ 事務 官な どか らの相 談 も相当 数あり， セ ンター の 相 談

業務 が大 学 で認 識 され， 機能 して いる こと がわ かる。 今後 これ ま での相談内 容と 件数 の 推 移

を分 析 し， 起こ り うる問 題 を予測 し， そ れ を指 導教官 懇談 会・ オリ エ ンテー ショ ン ・地 域 活

動に 還元 してよ り充 実 した相 談 指導業 務が 行われ るこ とを期 待 する。なお ｐ．１０７ に，
「部 局 を

超 えた全 学 的な 対応 が必 要と され る場 合に はセ ンター 内に 設置 されて いる留 学生相 談 ・ 指 導

専門 委員 会 が設 置 されて いる」 と ある が， 実態 に関す る記 述が な．く 活動が見 えな い。 全 学相

談指 導と の 連携 を しめす図 が あれば， その位 置づ けが はっき り すると 思われる。
金 沢大 学 で 目指 す ｒ目 本人 学 生の国 際化」 に 関 して 一番 仕 事が できる， ま たす る こ とを 求

め られて い る部 局 は， 留 学生 セ ンタ ー であ る。 そ のた めの 人員 がセ ンターに既 に 配 置 され て

幾瓢篇鴛竃猟款綻麦鰐貨蟷桑掌鶯㌶麦
施と 考 え られ るが， 現 時点 で は実際 に留 学する 目本 人 学生の 数 は少なく （Ｐ．１１１）， ま た 実 数

も掴 み切 れ て いな いよう で， 今後， 各 部局 と協働 して 組織 やカ リキュ ラム作り に向 け て 精 カ

的に諸 活 動が 展 開さ れていく こ とが期 待 される。
現 在， 留 学 生セ ンター は， 海外 の大学１に 関する 情報 提供 のた めの ｒ海外留 学フェ ア ー」 を

主催 し， そ こ では金 沢大 で 学ん でいる 外国 人学 生が自 分の 大学 を紹介 し留 学を呼 び か け， 外

国語 教育 研 究セ ンタ ーは ブース を設置 して いる。 他 方， 生協 は渡 航準備支援 を提 供す る な ど，
海外 に行 き やす い 環境作 り を学内 組織 を巻 き込 んで広 範囲 に行 って いる。 フ ェア ー の ビデ オ

資 料か ら， こ のフ ェアー が 単なる情 報提 供に と どま らず，
ｒ留 学生が 留学生 を生む」 と いう 創

造 的な戦 略 と して成 功 して いる よう に感 じられ た。

４． 研 究 活 動

留学 生セ ンタ ー 共通 の悩 み は， コー スが 開 かれて いる 間は 運営 業務 に追われ とに かく 忙 し

過 ぎる とい う こと である。 必然 的に研 究活 動 は， コ ースが 開 かれて いない， 短い 期 間 で集 中

的 に行 わ ざる を得 ない。 ９ 人 の専任 教官 がそ れぞれ の分 野 で着 実に研 究活動 を行っ て いく こ

と は大 学の 教 官と して当 然 で あるが， セ ンター の実 態を知 る 者 から見 ると大変 な努 力 を必 要

と する とい うこ とが わか る。

一 １２ 一



一方， 未だ に ｒ留学 生セ ンター は教 える 仕事さ え してい れ ばよ い」 と いう意見 も根強 い。

こ れはセ ンター が 大学の 中 に置 かれて いる 意味を 考え てい ない 偏見 であるが， そ うした誤 解

をなく す ため にも， セ ンタ ー全員 が活 発に， それ も かなり の水 準 で研究を 行う必 要がある。

そ のため には， セ ンタ ーの 専任 教官が， 今 の仕事 分担 やそ れ ぞれの 領域の 枠を越 えて， 日 頃

の教育活 動の 中 からお 互い の共 通の研 究 シーズ を見つ け， 共 同研 究 し， それ を教 育に還 元す

る活動を もっ と積極 的に 進め る必 要が ある。 ま た， 非常 勤講 師と の共同研究 はこれま でも ｒ傘

沢大学留 学生 セ ンター 紀撃」 に発表 され ている が， 非常 勤講 師に 研究の機会 を与 え， ボ トム

アッ プを進 めるこ と もセ ンター の杜 会的 役割と して 重要 であ る。 そ して， 現在の ｒ紀要」 よ

りも，
Ｉさら に査読 体制 な ど論 文評価 が 客観的に 確立 され る、 例．

えば， 北 陸地域の 関係 教育機

関を巻き 込 んだ高 水 準の論 文集 な どを発 刊 し， 研窄 成果 を発 表す ること で， 研 究 レベル の向

上を目指 すこ とも 考 えて みて は どうだ ろう か。

５． 地 域 ・ 杜 会 貢 献 （講 演 ・ 討 論 会 ・ そ の 他 の 活 動 を 含 む）

本セ ンタ ーで 行っ てい る地 域と の交 流活動 は， 金 沢と い う地 域の特 徴を生 か したセ ンタ ー

活動と して， 全 国的 にみ て トッ プクラ ス であること は間 違 いな い。 多く の市 民が授業， 課 外

活動， ホー ムス テイ な どで， セ ンター に協力 を惜 しま ず， セ ンター からも 地域の行事， 講 座

な どへ積極 的に 参加 して いる。 ま た， 国 際シンポ ジ ウムや 各コ ース の課題の検 討会 な どを 主

催 し， 留 学生 教育 に関 する発 信 も活発 で ある。 目 本語 能力 追跡 調 査・同窓会 はユ ニーク な試

み であり， こ こか らの情 報 が目 本語 研修 コース にフィ ー ドバ ック され， 教 育改善 の役に 立つ

て い る。 こ れ だ け の こ と を
，

ス ム ー ズ に 進 め る た め に は
，

具 体 的 な 記 述 は な い が
， 教 官 を 支

える 事務サイ ドのマネ ジメ ン トカ も大き いと推測 され る。

６．
組 織 ・ 管 理 運 営 （施 設 ・ 環 境 ・ 財 政 を 含 む）

セ ンタ ーの組 織を みる と，２００３ 年 ４月 に専任 教官が １名 増 員 され， 国際教育研 究部門 が 新

設 されて いる。 こ れ はこれ か らのセ ンタ ーの大
一
きな 役割 の一 つ である， 目本 人 学生の留 学支

援 を組織と して 具体 化 した もの であり， 他のセ ンター がそ の対 応 に苦慮 している のに比 して，
妥当で素 早い 措置 で ある。 こ れま での 金沢大学 留学 生セ ンタ ー は， 留 学生に軸 をおいた 教 育

で成果 を上 げて き たが， これ か らは全 学の学生 が 教育 対象 であ るとい う認 識を 持ちつつ， さ

らに様々 な学 内 から のセ ンタ ーに 対す る二一 ズに応 え て行 かなく て はならない という 意識 を

持って いるこ とが 窺 われ る。 セ ンタ ー の他の部 門の 教 官や 専門 教官と の教育研 究のコ ラボ レ
ーショ ンを心が け なが ら， 新た な道 を切り開 いて ほ しい。

施設 である が， セ ンタ ー独 自 の建物 が ないこと は， セ ンタ ー の 実力 が発揮 でき ず， 教 育研

究に支 障を及 ぼ して いる こと は明 白 である。 共同 作業 の多 い 教育活動， 研究活 動の推 進 にセ

ンター独 自の 教育 研究 空間 を確 保す るこ とは必須 のこ とで ある。同 じ状況†に １０年間 置 かれ

てきた 評価 者と して は， 現 在の 金沢 大学留 学生セ ンタ ーの ご苦労 を十分理解 できる し， ま た

同情 の念 を禁 じ得な い。 今 回外 部評 価全 体報告会 と施 設 見学 と追加 資料を通 じて わかっ たこ

とは， 金沢 大学 が総 合移 転計 画事 業の 最中 でもあり， セ ンタ ー の順位 はあま り高く ない こと，
その ため に経過 措置 と して 学内 の各 委員 会で施設 の使 用 見直 しが 図られ， セ ンター 施設 整備

が 具体的 に検討 され て いる と いうこ と であった。 Ｐ．１６３ 以 下のセ ンター の中期的 目標 に掲 げ

ら れた将来 構想 を実 現す るた めに， 建 物を含め た環 境整備 の一 層の 充実が望ま れる。

施設に 関 して 特 記す べき こ とは， 図 書館の充 実ぶ り がある。 目本人学 生と全く 区別なく す

べ てのサー ビス が 留学 生も 受 けら れる ように配 慮さ れて いる 上 に， 海外 放送や 多言語 ソフ ト

が 使える パソコ ンの導 入 な ど外国 人に 対するき め細 か な待遇 が 諸処に 実現され ている。 最 も

特筆 すべき こと は， 留 学生 のた めの図 書コー ナーが開 架 され てお り， 実に ２５００ 冊 の図書 が

置かれて いるこ と であ る。 目 本語 ・目 本事情 ・異 文化 接触 ・目 本の国 際交流な どに 関する 有

用 な図 書が丁寧 に 選択 さ れて おり， 毎年増や して いく こと に なって いる。 留 学生課 からの 財

政支援が あっ てと い うこ と だが， こ れほ ど留 学生用 の 図書 を一 堂 に開架 して いる図 書館 はあ

まりな いと思 われ る。
また 国際交 流会 館 の部 屋 ごと にイ ンターネ ッ トに接 続 でき る設備 を配 し，

パ ソコンも貸 し

出すな ど， 情報 化 に対 応 して 次々 と 整備 が進め られて いる。
財政 に関 して， 独 立行 政 法人 化に 伴い 経費節 滅は 必須 であ る。 これま でのき めの細 かさ を

追 求したセ ンタ ーの 教育 内 容 につ いて， 財政面 か らの圧 迫を 回避 できそ うに もない。 専任 教
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官 の負 担増 が心 配さ れる。 さ らに， 他部局 でも 予算 の切 り つ めは同 じである こと か三・ セ ン

タ ー への期 待も 一層 大きく な り， そのこ とがセ ンタ ー 教官 の負 担増 となる 可能性 も局 い。 こ

のよう な厳 しい状 況の中， セ ンタ ーの 専任教 官が チー ム を組 むこ とで負担 増の軽 減を お 互い

に図る な ど創 意 工夫 を しなが ら， 教 育・研 究機関 と して発 展 を志 向 してほ しい。

７． そ の 他 （点 検 評 価 シ ス テ ム ・ 将 来 ビ ジ ョ ン 等）

『金 大 キ ヤ ンパ ス の 国 際 化 を 考 え る 一金 沢 大 学 留 学 生 セ ンタ ー 自 己 点 検 評価 ‘１９９５・４～

２００２．９』 は， 大 変な 労作 であ る。 これに 見ら れる よう に， 金沢 大学 留学生セ ン
ー
タニ はこ れま

で の間 断なき 努 力と 意欲 的な 活動 を行っ一てき てお り， 上記 の 大変詳 細な自 己点検 評価 を 公 表

され た。 そこ に述 べられ て いる 将来 ビジョ ンも適 切 であり， その ことを 具現 して 金 沢大 学 留

学生セ ンタ ーが さ らに発展 す るこ一と を強く 願う もの であ る。
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様式 Ａ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン ター

外 部 評 価 報 告 書

委員 古城 紀雄

センター全体に関連する評価及び意見

１．
セ ン タ ー の あ り 方 と 目 標

先 見性 をもって 設置 されて いた ｒ留 学生 教育セ ンタ』」 を 基盤 に， 平成 ７ 年に学 内共同教 育研

究施 設と して省 令化 され た ｒ金沢 大 学留学 生セ ンター」 は， こ の大 学が標 榜す る ｒ世界に開 かれ

た 研 究・ 教育」 を目指 して， 現在 は ５つ の部 門が有 効に機 能 して今 目に至 って いる。

留 学生 交流 にか かる教 育・ 指導 とと もに， 一方 で， この 教育 。指 導に かかる 質的 向上を目 的と

した ｒ研 究及 び調査 に関 する 活動 は必 須で ある」 との認 識 のもと に， その 充実 を希 求 してい るこ

と は 評価 される。

２． 教 育 活 動 ・ 教 育 シ ス テ ム

日 本語 研修 プロ グラム で は， 多様 な留 学生へ の適切 な教 育体制 を 構築 し対処 して いる。 日 韓共

同理 工系 学部 留学 生対象 の予 備 教育 では， 工学部 ・理 学部 との 協調 のも とで積極 的 な教育・ 指導

が達 成さ れて いる。 系 統 的 にデ ザイ ンさ れた目 本語・ 目本 文化 研修 生 プログラム， 英 語での 講義

を主 旨と した ＫＵＳＥＰ プロ グラ ム では， と もに高 い教 育効果 をも た らしている。 ま た， 従 来の ｒ目

本語 補講」 は 「総 合目本 語 コース」 と して 改編 されて より 機能 的に 実施 され， これ らの教 育活動

及 びプロ グラ ムは， それ ぞれ 懸命 な 改善 努力の 結果と して 高い 評価 を受 けるべき 内容 となっ てい

る
。

３． 相 談指 導活動

ｒ外 国人留 学生 の修学 上 。生 活上 の指 導・助 言」 を中 心に しつつ も， 学内外 での コミュニ テイ

にお いて 当該 留学 生が自 然 に生 活 し得る 環境 がより 整備 されて ゆく こと を念頭 にお いた活動 にも

精力 的 に参画 して いる。 こ の種 の活 動 は特筆 される べき 内容 をもつ てお り， 殊 に， 地域杜会 での

果文 化理 解の進 展及 び目本 人 学生 の海外 留学 推進の 流れ も積極 的に 意図さ れている。

４． 研 究 活 動

多様 なプロ グラ ムの活 発 な展 開 は同 時に 教官の 教育活 動の 時間 的負 担の大き さ懸 念さ れるが，
大 学 教官 と して の積 極 的 で 間 断な き 研 究活 動 もま た 前向 き に展 開 さ れて い るこ どは評価 に 値す

る。 研 究分野 に加 えおも に 活動 して い る学会 も多様 で， 客観 的な 評価 が困難 では あるが， 査読 論

文 の数的 な改 善は志 向サ ベき 方向 かも 知れ ない。

５． 地域・ 杜会貢 献 （講演 ・討 論会 ・そ の他の活 動 を含む）

地域 杜会と の連 携活動 に つ いて は目 を見 張る実 績が示 さ れて いる。 それが 教育 指導 ・目本語 教

育 指導 の両部 門の 教官 に対 して， 極め て多 数回の 導携 。講 演な どの依 頼が な・され， そ れに対 して

実 に前 向き に対応 して いる。 ま た， 国 際理 解教育 支援 及び 里親制 度 の実施 な どを 通 じて， 地 域杜

」
会 の国 際化に 大きく 貢献 して いる こ とは明 白であ る。

６． 組 織 ・ 管 理 運 営 （施 設 ・ 環 境 ・ 財 政 を 含 む）

全学 規模 の ｒ留 学生 委員 会」 と すみ 分 けつつ， 教授 会機 能を 果た す ｒ留学生セ ンタ ー委員会」

を中 心に， 良く 整 備さ れた 組 織が 構築 さ れてい る。 今 後 は教官 研究 費の 大幅 な増額 が期待さ れる

とこ ろで あり課題 で あろう。 ま た， セ ンタ ー長 室は設 置 されて お らず， 教室， 研究 室な どにつ い

て もひとつ にま とまっ た建 物 への 配 置がま だな されて い ない状 況 であり， 抜本 的な 改善が期待 さ

れ る。
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７．
そ の 他 （点 検 評 価 シ ス テ ム ・ 将 来 ビ ジ ョ ン 等）

十 分な 準備の もと に 作成 され た自 己評価 書が 作成 され てい るこ と から， 自 己点 検・評 価 か ら外

部評 価の 流れ に対 して， セ ンタ ー全 体で の積極 的な 取り 組み を伺 い知 る ことが でき る。 この こ と

の 具体化 のた めに計 画 的か つ継 続的 にデ ータ を蓄積 し， 整理 ・ 解析 されてき た姿 勢もま た高 い 評

価 を受け ること であ ろう。
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様式 Ａ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

外
．

部 評 価 報 告
．

書

委員 細川 英雄

センター全体に関連する評価及び意見

（ぺ 一 ジ 表 記 は， 『金 大 キ ャ ン パ スの 国 際 化 を 考 える 一 金 沢 大学 留 学 生 セ ンタ ー 自 己 点 検 評 価 一１９９５．４～２００２．９』 によ る）

１．
セ ン タ ー の あ り 方 と 目 標 ＾

学内 共同 教育研 究施 設の留 学 生セ ンタ ーと して ｒ外国 人留 学生及 び海 外留 学を希 望する金 沢大

学 の学 生に， 必要 な教 育およ び指 導助 言等 を行 う」（Ｐ．１）とある が， 留 学生の受 け入 れと有 本 人の

送 り出 し双方 の連 携 はどの よう に行 われ てい るかが， 文 面か らは明 ら かで はない。 この点 を， よ

り明 確 に して， 双方 的な 交流や 連携 につ いて 積極的 に取り 組ん でほ しい。
ｒ全学の留 学 生向 け日本語 教育」（Ｐ．１）とあ るが， 部局 ごと の留学 生と その 内訳，また問題 とその 解決

は どのよ う に行 われてい るかが 資料 か らは不 明 （ヒ アリ ングの 結果， か なり明確に なった）。 学部

と 大学 院で は， 留学 生の日本 語 への モチ ベー ショ ンも異 なる ため， こ の点 に配慮 した対応 が必 要

だ ろ う。

２． 教 育 活 動 ・ 教 育 シ ス テ ム

総合的 なカ リ キュラ ムに よっ て多 彩な 教 育活動 が行 われて いる 点が 評価 でき る。 とく に プロ ジ

ェク ト活 動 や地 域との 交流 に力 点が お かれ， 独自 の教 育システ ム ヘの 配慮が 見られる。 た だ， 地

域 見学と して， 伝統文 化や 現代 目本 杜会 の 見学に よって，
ｒ目 本事 情」科目と しての意 義も認 め ら

れ るが， その こ とが目 本語 教育 との リ ンク を どの よう に位置 づけ る かが 教育 活動 と して不鮮 明 で

あ る。 ヒ アリ ン グの結 果， こ の 点に つい て は， かなり意 識的 かつ 積極 的な試 みがな されてい るこ

と が明 らか になっ た。 後 に述 べ る目 本語 教 育への 取り組 みと 合わせ， より意欲 的な活 動の展 開 す

る ことを期 待 する。

３． 相 談 指 導 活 動

さま ざまな 対応 によっ て留 学 生の ため の ケアが 考慮 されて いる 点が評 価 できる。 目本人と の 交

流 に関 して， 積極的 な参加 が少 な いとの 指 摘もある が， そ のた めの 方策 と して， 具 体的な試 みを，
よ り示 して ほ しい。 ヒ アリ ン グの結 果， セ ンター発 の催 しも 企画 され ている ことが わかり， 意欲

的 な取り 組み のな されてい るこ とが 評価 でき る。 今 後と も， 留 学生 と目 本人という ２ 項対 立で は

なく， と もに 学ぶ 場を提供 する た めの， 大 学と しての具 体的 な施策 を展 開されたい。

４． 研 究 活 動

専任教 員の 専門 がや や語 学的 な分 野 に偏り が 見られ， 教育 活動 との 関係 で見てみ ると， 言語分

析や 調査 報告 等 に集中 し， 教育 実践 に 関す る理念 や方 法論 を追求 する もの が少ない のは残念 で あ

る。 地 域と の連携 等を踏ま え た教 育活 動が 盛 んに見 られる 中で， 杜会・文 化のための 目本語 教育 に

資 す’る 新 しい考 え方等 を視 野に 入れ た研 究 が望ま れよ う。 ま た， 目本 語 教育に関す る科学 研究 費

申 請・受託 やそ の他の 外部 資金 の導 入 に関 して記 述が見 られな い。

５．
地 域 ・ 杜 会 貢 献 （講 演 ・ 討 論 会 ・ そ の 他 の 活 動 を 含 む）

留学 生の 地域交 流は， 留 学生 教育 にと っ て重要 な視 点で あり， その 活性 化への 方策が望 まれる

が， や やイ ベ ン ト的な もの が目 立つ。 でき るだ け継続 的で あるこ とが 望ま れよう。 また， そう し

た 地域 活動そ れ自 体へ の評価 を 明確 に し， 単な るイ ベ ン トで終 わらせ な い努力が 必要 だろう。 地

域と の交流 は， さま ざま な側 面 が考 え
一
られ， 一概 にこ うす れば いいと い う解決策 がある わけでは

ない だろう。 その ため には， で きる だ け多く の 情報 を共有 し， かつ内 容 を公開す ることが不 可欠

で あ ろ う。
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６． 組 織 ・ 管 理 運 営 （施 設 ・ 環 境 ・ 財 政 を 含 む）

施設 に関 しては， 固有 の 占有施 設 を持つ べき である。 留 学生 教 育は， 多人数 の一斉 授業 に な じ

ま な い性 格を 有 してお り， そ のた め には 固有の 教室や 共同 作業等 の 空問が 不可欠 である。
組 織の 問 題と して， ｒ教官 会」とｒ委 員会」の関係 が明確 でな い。 留 学生セ ンタ ーと しての最 終 意思

決 定機 関 が どちらで あるか を明確 に すべき か。 将来 的に は， セ ンター を自 立的に運 営する た めの，
ｒ教授 会」 組 織に なるこ とが 望ま しい か。 財政 に関 して は， 収 支 決算 が明示 されて いな いた め，

言及 でき ない。 た だ， こ の間題 は， ひとり 金沢大 学 だけの 事柄 で はなく， 独 立行政 法人と して の

現 国立 大 学全体 の財政 システ ムに 関 わるこ とで あるの で， ここ での言 及は 差 し控 える。

７． そ の 他 （点 検 評 価 シ ス テ ムー・ 将 来 ビ ジ ョ ン 等） ．

留学 生 教育の 問題は， 留学 生セ ンタ ー の組織・管 理運 営に と どま らず， 大学全体 の問題 であ る。
各 部局 と の相互。卓検 システ ム によっ て， そ れぞれ の部局 め 問題 点 も浮 上する し， 大 学全体 と して

の 留学 生教 育への 取り 組みの力 点 や特 色 も明 らかにな 勾。 そ の 意味 で， ｒ国際部」（仮称）の設 置 は，
重 要 であろ う。 留学 生セ ンター に と どま らない， 大 学にお ける 留 学生 の受 け入れ及 びその 教 育の

全 体像 を， 横断 的に 見渡 すこ とが でき る だろう。 留 学生セ ンタ ー が， 学内 共同機関 と して の機 能

を 果た すと とも に， 自立 的な 活動 がで きる よう， 事務 組織 の 改変 が必 要で あろう し， ま た， 教育

活 動を 通 して， 全学 の国際 化を 推進 する 部局 と して の発 言権を 高 めて ほ しい。 そ のことに よっ て，
金 沢大 学の留 学生 教育 がます ます 発展 す ること を期待 する もの であ る。

、
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様式 Ｂ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

外 部 評 価 報 告 書

委員 尾崎 明人

特記 事項 ：評 価委員 の専門 分野 に関 する 詳細 な評 価及 び意 見

婁…

呂

教 育部門 につ いて見 解を述 べる。
１． 目 本 語 研 修 コ ー ス

．
・緻密 なカ リキュ ラムが 編成 さ れて いる。 Ａ・Ｋ ま で多様 な授 業 が提 供されて おり， 充実 した プ

ロ グ ラ ム で あ る。

・研修 生の 最終成 績を ＡＢＣ の ３ 段 階で示 し， 各 学期 の学 生の 成績 を明示 している点 は優れ て

いる。 学生の 成績 は良好 であ り， 本コー スは十 分な 教育 成果 をあ げている と判 断され る。
・後期 に は研 究留 学生と 教員 研修 生 が一 緒に受講 して おり， コー ス運営 上難 しい面があ るが，

ハイ ブリ ッ ド・ ドラマ プロ ジ ェク トな どの試み を通 して 間 題の 解消 に努めて いる 点も 優 れて

い る
。

・ 主教材 で ある 『みん なの 目本 語』 の使用 を継 続する か どう も 検討中 とのこ とで あり， 常 に コ

ー スの 改 善に取り 組ん でいる こ とがよく 分 かった。

２． 目 韓 プ ロ グ ラ ム

・受 け入 れ学 生数が 少な いに も かかわ らず， 韓国留 学生 のた め に総合目本 語 ５ コ マ， 専門 目 本

語５ コマ （平成１３ 年度） を 開講 して おり， 受 け入 れの 努力 は高く 評価 できる。
・ 学部 入学前 の留 学生 に対 して 充 実 した サ ポー ト体制 を組 んで おり， 金沢 大学の 熱意が感 じら

れ る。

３． 目 本 語 ・ 日 本 文 化 研 修 コ ー ス

・目 本語 ５コマ （選択必 修）， 目 本文 化関 係４ コマと い う履修 体制 は適切 なもので ある。 日本 文

化 演習 で は学内， 学外 か ら様々 な 知識， 経 験を持つ 講 師が 授業 を 担当 しており， 充 実 した教 育

内 容 に な っ て い る
。

・ 里親 制度， 目 本人学 生チ ュ ータ ーサ ーク ルな ど留学 生が 人的 ネ ッ トワ ーク を広 げられ るよ う

な工夫 がな されて おつ， 高く 評価 で きる。
・ 自 己点検 評価 報告 書に は成 績評 価 基準が 明記さ れて おり， 追加 資料 では修了学 生の成 績 も提

示 され てい る。 成 績は 痘めて 良 好で あり， 教育効 果が あが って いる と判断され る。
４． 短 期 留 学 生 プ ロ グ ラ ム

・短期 交換 学生 の月 本 語の 成績 につ いて は若干の 懸念 を感 じる。 追加資 料によ れぱ， 第 １ 期 か

ら第 ５期ま での 間に ２４８ 名 が受 講 し， そ のうち ３８ 名 が不 合 格ま たは受講中止 となっ てい る。
不合格 者 は減る 傾向に ある が， こ の点 について の点検 評価 が 求 められる。 ま た， 合格 者 ２０８名

中 ｒ優」 は９３名 であ る。 成績 判 定の 基準を含 めて， こ の成 果に 関する自 己評価が求 めら れる。
５． 総 合 目 本 語 コ ー ス

・ 対 象 学 生 が 多 様 な こ と を 考 え る と，
カ リ キ ュ ラ ム の 編 成

，
教 材 の 選 定 ・ 作 成 は 難 し い が

，
レ

ベ ル設 定は適切 であり， 教材 の選 定も おお むね適切 で あると 思 われる。
・ 初中級 （Ｃ１） の教材 開発 が 進め られ ている。 市販 教材 で は満 たせな い部分が必ず あるの で，

こ のよう な 琴材開発 を計 画的， 継 続的 に進 めてい るこ とは評 価 できる。
０ コ ー ス の 管 理 が き わ め て 大 変 だ と 思 わ れ る が

，
プ レ ー ス メ ン ト ・ テ ス ト、 レ ベ ル の 確 定 な ど

きめ細 かな 配慮がな され てお り， 全 体と して管理 の行き 届 いた 優れ たコース である。
・受講 者数 が２０名 を越 えるク ラ ス はなく， 目本 語学習 に適 したク ラスサイ ズになっ ている。
・各ク ラス の合格者 数 はかな り 高く， 教 育の成果 があ がつ てい る。
・総 合目 本語 コース を履 修中 の 学生 は， 目本語 必修 の学 生 （目本 語・ 目本文化 研修生， 短期 交

換学 生， 目韓プロ グラム の 学生 な ど） を除くと， 全 学留 学生 の ２ 割 強で ある。 この受 講者比 率

が適 正 か どう かの判 断が でき な い。 総合 目本語 コー スが 全 学留 学生の 二一 ズに どこま で対応 し

て いる かを点検， 評価 する こと が 望ま れる。
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金沢 大 学留 学生セ ンター の 目本 語教 育は， しっ かり した管 理 体制 のもと．緻密なカ リ キュ ラム

が組 ま れて いる素 晴ら しい もの である。 担当 教官の 献身 的な 努力 に敬意 を表 する。
自 己 点検 評価 報告書 に は各コ ース ごとに間題 点の 指摘 が ある が， 他 大 学でも同様 の間 題 を抱

えて いる の で， 金 沢大学 の取 り組 みとそ の成果 を今後 広く 紹介 してい ただきた い。

嚢
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様式 Ｂ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

外 部 評 価 報 告 書

委員 石原 多賀子

帯 記 事項：評 価委員 の 専門分 野に 関する 詳細 な評価 及 び意見

地 域・杜 会貢献 につ いて

○ 地域 杜会との 交 流・連 携事 業 は， 金 沢という 地 域特 性を生 か した 質の高 い プロ グラム が

多様に 展開 した点 は， 高く 評 価さ れる。 市民 参画 型の 講演・ 授業， 国際理 解教 育への支援，
里親制 度な ど， 地 域杜会 との 双方 向型 の交流 ・貢 献事 業は 全国的 にも高い 評価 を得てい る。

○ ・金 沢大 学留学 生 シンポ ジ ウム の報 告書

・ 金沢大 学日本 語研 修コ ース の文集

・ 金沢学 への招 待報 告書

い ずれも留 学生セ ンター の 主催事 業と して良 い成 果を修 めて いる。 こ れらを 企画 し， 市

民に発 信 して いく こと は， 地域 貢献 の質の 高さ を示 して いる。

○ 留 学 生 が
， 市 内 の 小 ・ 中 ・ 高 校 生 と 交 流 す る こ と は， 子 ど も た ち に と っ て も

，
ま た

，
留

学生 にとつ ても 貴重 な教 育的 体験 であり， 評判 も良 い。 目本語 ・目本 文化研修 留学 生プロ

グラ ムで は， カリ キ ュラ ム の中に留 学生 の学校 訪問 が位 置づ けられて いる点 は， ユ ニーク

で あ り
，

と て も 良 い と 思 う。１・
’

○ 留 学生セ ンタ』 に おい て， 留学 生が金 沢大 学の 日本 人の学 生と交 流 し， 共 に シンポジ ウム

や 地域貢 献でき る体 制づく り が構 築でき るこ とを期 待 する。目 本の 学生にイ ンパク トを 与え，
共 に学 び， 共に 遊 び， 共に活 動 できる ことこ そ， 最も 基本か っ大切 である。
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様 式 Ｂ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

外 部 評 価 報 告 書

特 記事項 ：評価 委員 の 専門分 野に 関する 詳紬 な評 価及 び意見

（チャー ルズ井 上先 生に は，
ｒ協 定校 から 見た留 学生 教育・交 流のあ り方」 につ いての評 価 をお 願」

い し た
。） ．

協定校から見た留学生教育・交流のあり方

タ フツ大学 は， 国 際的 な大 学で ある。 ５，０００ 人 の 学部生 の ３ 割 ぐらい は， 英語 以外の言 語 を母

国語 にしている。 三 年生 にな ると， 学生 の約 ４０％ が留 学す る。 外国 語をま じめ に勉 強．しな け れ ば

卒 業 で き な い よ う に な っ て い る し
，

日 本 語
，

中 国 語
，

ロ シ ア 語
，

ドイ ツ 語
，

ヘ ブ ラ イ 語， ア ラ ビ

ア 語， ス ワ ヒ リ 語， フ ラ ン ス 語， ス ペ イ ン 語， イ タ リ ア 語， ヒ ン ズ ー 語 等 の 習 得 を 基 盤 に し て い

る国際 関係 学の 専門 は有名 で， アメリ カ で一番優 れて いる と認 め られ てい る。

留 学 プ ロ グ ラ ム は 七 つ あ る。 丁 雌 ｓｉｎ Ｊａｐａｎ は そ の 一 つ で あ る。 目 本 語 の プ ロ グ ラ ム は， １９８０

年 ご ろ に 設 立 さ れ
，

丁 雌 ｓｉｎＪａｐａｎ は １０ 年 前 か ら 始 ま っ た。 毎 年 約 １０ 人 ほ ど が 日 本 に 来 て 勉 強

す るが， そ の 半分 ぐらい は金 沢に 来る。 タ フツ の目 本での 留 学プロ グラ ムを翠 立 しよう と して い

た 頃， 金沢 大学以 外 の所 も検 討 したが， 結 局金 大に した。 その 理由 は， いく つか ある、

まず， 留 学プ ロ グラ ムが す でに 多く 存在 して いる 場所 を避 けた。 そ して， 勉 強にい い環境 を 求

め た
。 面 白 い，

住 み や す い
，

文 化 的 基 準 の 高 い と こ ろ が い い
。

古 い も の も
，

新 し い も の も あ る 町

が 好 ま し い。 言 っ て み れ ぱ
，

ボ ス ト ン の よ う な 所 を 探 し た
。

泉 鏡花の研 究 家 でも ある 私 にとっ て， 金 沢は ゆかり のあ る
．
町だ。 佃 度 も訪問 したこと が あり，

家族 で滞在 した こと も ある。 そ れ で， 目、本 の留 学プロ グラ ムを 作る 時に， 是非金 沢に した かつ た

の だが， 町はよく ても， そ の 町に ある大 学が プロ グラム の必 要条件 に合 うか どうか は， 別 問 題 だ。

何 年間も検 討 した 結果， タ フツ大 学と 金 沢大学が 協 定を 結ぶ ように なっ たの は， ご存知 の 通 り

である。 金沢 大 学の 留 学生セ ンター を評 価 するに 当たつ て， 私 たちの 感謝 の気持 ちをまず 述 べ た

いと 思う。 パ ー トナ ーと して， 私た ちが お 互いに頑 張り あっ てき たの だが， よく やったと 思 わ な

い ではいられな い。

国 際的な交流 は 決 して簡 単 なも ので はな い。 特 に， 教 育の面 にお いて は， 文 化的な逢い が 多く，

それ をなんと か乗 り 越 える に は， 非 常な 努力 と忍 耐が 必要 だと 思う。 これ から も努力 しよ う と い

う意図 から， 今 ま での 問題 点 を挙 げつつ 考 えてみ よう。

幸 ず
， ｒｅＳｉｄｅｎｔ ｄｉｒｅＣｔＯｒ の 間 題 で あ る

。
う ち の 大 学 の 留 学 プ ロ グ ラ ム は い ず れ も 質 の 高 い も の

で， ア メ リ カ で は よ く 知 ら れ て い る。 そ の 原 因 は
，

な ん と 言 っ て も，
外 国 の 勉 強 先 に

，
タ フ ツ が

雇 った 学生の 世話 を する 人が い ると いう こと だ。 金沢 では， この ディ レク ターは 松田その 子 で，
何年間 も世話に なっ て いる。 学生 たち は皆， 松田 さん は “ｆｔｓｉｎＪａｐａｎ の宝物 だと言う。

タ フツの学 費 はと ても 高い。 その ため， 留 学する 際， タフ ツの 留学 プロ グラム より安 い プロ グ

ラ ム を学生 が選択 す る可 能性 が ある ので， 原則 と して， ほ かの プロ グラ ム より， 自 分のも の を優

れ た ものに しな けれ ぱな らな い。 国 によ って， 協 定校が 設 けてあ る留 学生セ ンター の質が かな り

違 う。 ほと ん ど何も ない とい う 所も あれ ば， 金沢 のよ うな立 派なセ ンタ ー もある。 外国 人を よく

世 話 する目本 人の 意識 が 表れ て いる わけ だ。 し かし， タ フツ 専任 のディ レク ター を雇わ なけ れ ば

な らないこと は， セ ンタ ーの 方々 に とっ て は， 理解 しにく い こと かも しれ ない。 そのた め， 松 田

さん の仕事とセ ンター の 仕事 を でき るだ け はっ きり 分 けた ほうが いい とい うこと で， 彼女 は， 目

常的 な助け はする が， 学 問的 な勧 告 は しない とい うこと に なって いる。 こ の妥協 点を納 得 した う

え で， タフ ツと金 沢大 学 が協 定 を結 んだ わ けだ。 そ れ ゆえ， 松田 さん とセ ンター の方々 が協 力 し
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合っ て いた だき， 生活の面と 勉強 の面 の総 合的 な関係 を相 談す る機 会が あればい いと 思う。

第二 点と しては， 金 沢大学の目 本 語教授 法 とタフ ツのそ れと は， かなり 違って いるよ うに思う。
どち らがい いと いうわ けでは なく， ま ず使 う教科 書が 違う。 文 法の説 明の仕 方も違 う。 試 験の 回

数 とフォ ーカ スも かなり違う。 そ の ため， 学 生が困る 場合 もある。 優秀な学 生は， どの 方法でも，
目本 語 を問 題なく 学ぶが， そう で ない 学牟 は， 憤れて いな いもの に は耐え られ な い。 漢字 に馴 染

ん でい る留 学生
．
と そう でない者 も いる。 韓 国語 を知っ ている か ら， 目本語の 文法を 分 かり やす い

と 思う 学生 もいる。 こう いう 学生 を同 じク ラス に入れ て， 同・じ教授 法を利用 すると， い い結果 が

出る か どう かは疑 わ しい。 と は言 え， それ ぞれの 文化 に合つ たク ラス を作る のも大 変なこ と だ。
この 点 にお いても， これ から解 決 でき る可 能性が ある が， そのた め には， 先 生方の 交流の 道を 開

か な け れ ば い け な い。 ．

第 三 点は・ こち らの要 求が 多い よう に思 われ るかも しれ ない が， 国際交 流牽す るに は， どう し

ても， 従来 のやり 方で は対応 しき れな い傾 向が ある。 必要 に応 じて， 私の 教育の 原理や 方法 も変

化 して いく。 例 えばアメリ カ では， 高 校で 目本 語を勉 強す る学 生が だんだ ん増 えている にも かか

わ らず， 目本 語で講 義を聴 ける留 学生 は少 ない。 その ため ＫＵＳＥＰ が生ま れたの だが， この点 も

あり がたく 思ってい る。 しか し， 学生 に訊く と， 先生 によっ て英 語の力が 一貫 してい ないそう だ。
これ は 仕方 がな い間題 だ。 昔 から， 目 本人 の外 国語 の受容 は， 音よ り形と意 味を 重ん じた結果，

話すカ が読 み書き の力 に比べ て劣 るわ け だ。 しか し， これ も， 人材 の交流 によっ て改 善できる 点

であ る。 将 来， 協 定学校同 士の先 生 方を 交流さ せる道 も考 えて は どう であろうか。

第 四 点 は， 組織 の違い が問題 に なる ケー スが 多い。 例え ば， 目本 では学校 は四月 か ら始まる。
ア メ リカ で は九月 からで ある。 夏 の間 休む 国も あれ ば， 休ま な い国 もある。 金沢大 学の 暦が 多少

こ の ズ レに合 わせる ように なった こ とも ありが たい。

お そ らく， 中でも 一番 大き な問 題 は， 受 入れ のタイ ミ ン グだろ う’。 金沢 に行き たい 学生 は １２

月 に 申請 書 を出す。 しかし， 自 分 が受 け入 れ られる か どう か分 か らない。 ほかの留 学 プロ グラ ム

の 方が 早 めに 分かる ので， 金 沢 からの 返 事を待 たず に違う所 に行 つて しまう。 ある 年 は ９ 人 も金

沢に 行く こと を希望 していた が， 結局 ２人 しか行か なかった。 しかも， その ２人 は最も優 秀 な学

生で はな かっ 仁。
こ れに つ いて， セ ンター の 皆様 に相 談 したと ころ， 金沢 大学 は国 立大学 だから， か…なり 官 僚主

義 的 なと こ ろがある と言 われ た。 だ から新 しい こと をやる のが 難 しく， 間題 が出て きた 時の 対応

が 鈍 い。 そ の反面， 安定 性が あっ て， 何 かを やる時 に中途 半端 なこ とをや らない。 何回 か金 沢に

足 を 運 んで， この問 題を解 決 する こと が できた。 受 け入れ るタイ ミ ン グと 人数と奨 学金 のこ とも

かな り いい条 件に してい ただ いた。 や はり， 目 本の 国際化 が進 む につれて， 柔軟性 を 持つ大切 さ

がよく 分 かる。

こ のよ う に間題点 ばかり 出 して は， い い評価 にな らない であ ろう か ら， 留学生セ ンタ ーの 長所

もいく つ か 挙げてみ よう。 概 して 言 えば， 短期 間で， セ ンター が かなり有 効な組 織に なって いる

と思 う。 多 面的で， 需要 に応 じて 発展 して い る。 有 能なス タッ フが 揃っ ており， 一生 懸命 に仕事

を し て い る
。

私 の一 番感 心 して いる とこ ろは， セ ンタ ー のスタ ッフが 留 学生 を実際 に教えて いる こと だ。 や

はり 大 学 にお いて は， 事務 員 と教 員 を別々 に 考えて はい けない。 いい会 杜にも， 同 じことが 言 え

る。 アメ リカ の欠点 は， 大学 であ ろ うと 会杜 であ ろうと， 管理 職が 仕事 の現場 から離 れて しま う

場合 が多 す ぎること だ。

金 沢大 学 留学生セ ンタ ーの サー ビス 精神 は， す ばら しいも のだ。 個人 的な レベ ル はとも かく，
組織 的 な レベルで は， 金 沢大 学 はタ フツ 大学 より 充実 したも のだ と言 わなけれ 耳な らない。 情報

機関 が 豊富 で， 学生 の満 足感 が高 い。 こ れ からも， いろ いろ な問題 が出 てくる であ ろうが， この

歴 史の ある， 豊永 な金沢 を世 界 中の留 学 生が 集ま るメ ッカ に する こと を望ん でいる。 そこま で発

展 する 可能 性がある と， 私 は信 じて いる。
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様式Ｂ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ

外 部 評 価 報 告 書

委員 越 前谷 明子 ．

特記事項：評価委員の専門分野に関する詳細な評価及び意見

教育活動に関する評価

『金 大 キヤ ンパス の 国際化 を考 える 一金沢 大学留 学生セ ンタ ー自 己点 検評価 一１９９５．４～２００２．９』

に よ ると， 平成 ７年奏 足か らの ７ 年 間で 揮めて高 い水 準の 教育 を維持， 実 践 してき たこと がう か

が え る。 さま ざま な困難 をか かえ なが ら， 留学生 の諸 能力 向上 のた めの 教育 活動を展 開 して いる

こ とに 心 からの 敬意を表 する も ので ある。 以下， 金沢大 学留 学生セ ンタ ー の ６ つの プロ グラム に

つ いて， 特に 大学院入 学 前予備 コ ース， 目 本語・ 目本 文化研 修コ ース， 総合 目本語 コース を中 心

に 同 じ国 立大 学留学生 セ ンター の 教官 と していく つか意 見 を述 べる が， 全般 的に判 断 して金 沢 大

学 留 学生セ ンター の教 育活 動 は， 全国 の留 学生セ ンター と 比較 して極 め て高 い レベ ルにある と言

え る だ ろ う。 （以 下 の ぺ 一 ジ 表 記 は， ｒ金 大 キ ャ ン パ ス の 国 際化 を考 え る 一 金 沢 大 学 留 学 生セ ン タ ー自 己点 検 評価 一１９９５．４～

２００２．９』 に よ る）

１． 大 学院入学 前予備 コ ース （目 本語 研修 コース） につ いて

留 学生セ ンタ ー の目本 語 教育 の中 心的 存在 である 目本 語研 修コ ース で は， 留学 生の様々 な

学習 背景 と能力 に いか にき め細 かく 対応 できる かと いう こと でコ ース の成 否が決ま ると言 つ

ても過 言 ではな い。 しか し， 人 的 （投入 できる 専任 教官 数と 非常 勤講 師数 は限 られている）

時間 的 （大学院 生と して 専門 の研 究 に入る 前の ６ か月 １７ 週 しかな い） 空間 的 （固有の施 設が

ない） 制限の な かで はなか な か充 実 した プロ グラム を運営 する のは 難 しいと推測 できる。 Ｐ．９

に， 「毎期 教育内 容に 改良 を加 えて きた」 と簡単 に書 かれて いるが， 実際 ヒは運 営にあた る専

任教 官の不 断の 努力 があ つた に 違い ない。 その 一方， 新 しい こと を果 敢に導 入 して いか なけ

れ ば 発 展 は 望 め な い
。

そ の 点
，

本 コ ー ス の 「プ ロ ジ ェ ク ト 専 門 へ の 橋 渡 し」 は
， ｐ．１０ に 「敢

えて 初級 の段階 か らプロ ジェ ク トを 行い， 学 生の レベル に合 わせ て丁 寧に指 導 して いる」 と

ある よう に， 専 門で の口 頭発 表 指導 の 実態調 査を踏 ま えて， 担当 教官 が教材 を作成 し， 改善

を重 ね， 現在の 形で 行わ れて い るも の で， きめ の細 かい 指導 の結 果， 大変 レベル の高い発 表

が行 われて いる。 後 期の ｒハイ ブリ ッ ド・ ドラ マ プロ ジェク ト」 では， 学習 目的 の異な る学

生 を一 つ の枠 の 中 でそ れ ぞ れ に 目本 語 の 成果 を あ げる こと が で き るよ う に考 え られ たも の

で， 『金沢大 学留 学生セ ンタ ー 紀要 第 ２ 号』 にプロ ジェク ト実 現への 詳綱 と，
ｒ金沢大学留 学

生セ ンター 目本 語研 修ヨ ース ドラマ プロ ジェク ト報 告」 に参加 学 生の 感想 な どが述 べられ て

いて， 参加 した 学生 の満 足度 も 大変 高 い。 高 い教育 的効 果を 発揮 する ため に， 指 導に当た っ

た教 官は 多大な 時間 を投 じた で あ ろう し， 忍 耐と努 力 は並々 な らぬも ので あった と推察 でき・

る。 今後， セ ンター を取 り巻 く 状況 が 大きく 変化 して いく 中 で， こう した 教育 を続けて いけ

る か どう か， セ ンタ ーの 教 育活 動 全体 からみ たバラ ンス を再 考 し， コ ース 内容の開 発な ど新

たな 挑戦 を して いか なけれ ば な らない だろう。

２． 目本 語・目 本文化 研修 コー ス につ いて

金沢 大学留 学生セ ンタ ー で行 わ れて いる目 本語 ・目 本文化 研 修コ ース は， 目 本文化科 目と

し て 理 想 的 に 運 営 さ れ て い る と 言 え る だ ろ う。 二 一 ズ の 多 様 化 に 応 え る た め の 試 行

錯 誤 を ７ 年 間 続 け
，

さ ら に こ れ か ら も 続 く と ｐ．５７ に あ る が
，

「目 本 文 化 演 習 Ｉ
，

■」 ｒ目 本 文

化 体験 案習」 ｒ調 査実習」 の 詳細 を 見ると， そ こで は非 常に綿密 に 組み 上 げられた目 本文化に
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関する 教育が シス テム と して 行 われて いる ことが わかる。

こ れ は
，

プ ロ グ ラ ム を コ ー デ ィ ネ ー ト し て い る 専 任 教 官 の．能 力 の 高 さ と
，

プ ロ グ ラ ム ヘ の

セ ンター の外か らの支援 が あつ ての ことと 思われ る。 支 援の 一つ は， 学内教 官の本コース （の

みな らず留学 生セ ンター） へ の協 力 である。 セ ンター 以外の 専門 教官の 協力 を必要と する と

き， 多く のセ ンター では ｒ言 う は易く， 行 うは難 し」 の壁 につき 当たっ て いる はず である。

金沢 大学がそ のハー ドル を越 えて い ると いうこと は， 金沢大 学自 体が 留学 生セ ンタ ーの活動

を評価 し， 金 沢大 学の国 際化 を 担う に値す るセ。ンター である と いう認 識が ある からこそで あ

ろう。 二つ目 は， 地域と の密 接 な関係 で ある。 金沢が 文化 を慈 しむ風 土で あると世 上で言 わ

れて いること であ るが
？ これ ほ どの 内容 の， こ れほ どの人 たちが 目研 コース に集ま り交流 を

展開 している のに は驚 かさ れる。 授 業 担当のみ ならず， 里親 制度 や合 宿見 学， 目 本人学 生と

の共同 作業な ど多彩 な地 域 活動 が用 意さ れている が， ここ での 人々の 金沢大 学留学 生セ ンタ

ーに対 する， 信 頼感， 協調感 は 高く，
ｒ国 際化」 の第一ス テッ プが 地域との 連携 にあると した

ら， こ のセンタ ーの 取り組 み はま さにそ れを具 現化 して いる と言っ てよい。

た だ一つ気に なる こと は， 本 コー スの 目本語 教育であ る。 ｒ受講 者はそれ ぞれ の目本語 能力

に 応 じ
，

総 合 目 本 語 コ ー ス に 合 流 し
，

中 ・ 上 級 の 目 本 語 コ ー ズ を 履 修 す る」 （Ｐ．３２
） ｒ総 合 目 本

語コー スの最上 級の レベル の用 意 が必 要」 （Ｐ．５８）（評価者要約）と あるが， 特に目 研生が受 けて

いる 上級の日本 語教 育の実 態 がよく 見 えてこ ない。 各 種講義 や活 動につ いては記 述がな いが，

おそ らく 目本 語で 行わ れ， 実体 験 から かなり日 本語力 は酒養 で きる とは思 われる が， 目 本文

化教 育の充実ぶ りに 比 して， 目本 語教 育への 比重がや や軽 いの ではな いかと懸念 される。

／

３． 総 合 目 本 語 コ ー ス

留 学生セ ンター が提 供す る 教育 プロ グラム の増加 に応 じて 目本 語コース 数を増 やせれ ば，

より 学生の 二一 ズに合っ た 目本 語 教育 が提供 できる。 しか し， 先 にも述 べたよう に教 育活動．

に は様々 な制 限が あり， 苦 しい対応 を 迫 られ ること が多い。 金 沢 大学留 学生セ ンタ ー は， そ

の悩 みにある解 決法 を見 い だ して い る。 それ が， 総 合目本 語コ ース である。 Ｒ７３に ｒ本コー

ス設 置のきっ かけ は短期 留 学 プロ グラ ムの 立ち上 げにあり， 短 プロ用 の 目本語 コース を新設

する 余裕が なかっ たた め， 全 学補 講 を見直 し， 初級 の目本 語 研修 コース以 外の 金沢大 学に在
Ｉ籍 するすべ ての目 本語 学習 者 を 対象 と した ｒ総合 目本 語コー ス」 が創 られた」 （評価者要約）と

あ る。
短 プ ロ 生

， 目 韓 生
， 目 研 生

， 目 本 語 研 修 コ ー ス の 初 級 修 了 者 に 加 え て，
学 部 生

， 院 生，

研 究員な ど， 学習 目的 の異 な る全 学 の目本 語学習者 を一 つの コー スに吸 収 し， 目本語 の レベ

ル別 に 教育を しよ うと す るも の であ る。 教育上の 課題 は多い だ ろうと 推測する が， こ の試 み

は， 現在 の二一 ズベー ス で行 わ れて いる目 本語 教育の 可能性 を 広げる のではと いう期 待 を抱

か せ る・。
ま た

，
コ ー ス を 増 や す よ り は レ ベ ル を 増 や す ほ う が

， 確 か に 運 営 面 か ら 見 て， 人 的

に も財 政的にも対 処 しや すい。 しか し， 総合目本 語コ ース は， もと もと経常 的な予 算が確 保

さ れて いない ｒ補 講」 を 教育 的 に見 直 したもの であり， 財 政的 な不安 は変 わらない。 今後 こ

の コース を強化 しようと す ると， 専 任 教官の負担 増に頼 ら ざるを 得ないと いう問題 が生 じる。

追 加資 料の ｐ．２ に ある よう に ｒ総 合目 本語コース の中 の技能 別ク ラスの いく つ かは， 教養 的

科 目の言 語科目（目本 語 Ｂ）と して も開 講され ている」 こと を突破 口に， 各 部局と 交渉を して単

位 化を 実現 し， 全学 に対 して 単なる 留 学生への サー ビスと いう 任務 に終 わること なく， 大学

の実質 的な教育 機関 と しての 負 託 に応 えるよう 教育活 動が 活発 に行 われる こと を期 待 してい

る
。

こ の他の教育 活動 と して， 目 韓 共同 理工系 学部留 学生 コー ス， 短期 留学 ブロ グラム， 教養

科目と しての目本 事情 な どが ある が， それ ぞれの プロ グラ ムも 上に述 べた ３ つのプロ グラ ム

と同 様， 所期の目 的 を達 成す るよ う着 実に 運営され ている と 思料さ れる。
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様式 Ｂ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

外 部 評 価 報 告 書

委員 古城 紀雄

特記 事項： 評価 委員の 専門 分野 に関 する詳 細な評 価及 び意見

○ 相談指導部門の活動

本 部門に 課され てい る業務 は，（１） 留 学生交 流の円 滑化・推進 の ため の環境整備，（２） 留学 生 へ

の指 導助言，（３） 目 本人 学生 の海 外派 遣留 学の推進，（４） 前項ま で の諸 活動を 基礎的 理論的に 支 え

る 研 究 ・ 調 査
，

の ４ 項 目 で あ る と さ れ て い る。

（１） につ いて は， 各 留学 生の 指 導教 官や 共 に生活 する 地域 住 民と の間 のコ ミュ ニケー ショ ン の

活 性化 およ び相 互 理解 の進 展 に特 に配 慮 している 活動 実績が 示 されて い る。 ま た， 手続き上 の 問

題 やク ライ シス （健康 を 損ね た場合 も 含む） に適 切に 対応す る ため のオリ ェ ンテ ー ションな どが

具 体化 され， それ も， 部局 の指 導 教官， 留 学生専 門教 育教 官や保 健 管理セ ンタ ーのス タッフ と の

協 調 体制 にも格 段の 配 慮が な され て実 施 されて いる。 （２） に つい て は全 学的 な対 応の必要 な 場合

を中 心と して 正にセ ンタ ーと して の対 応を 行って おり， 一 方で， 各 部局 での 対応の相 談内容 にも

目 を 配りつつ， チ ュー ター 制度 の 活用 や目 本人を 中心 と した共 生 グルー プの活 動支援 を通 じた方

向 付 け をも 行って い る。 （３） に 関 する 活動 で は 『金 沢大 学留 学ハ ン ドブック』 の 作成に加 え， 各

種 媒 体を用い た情報 提 供を 行っ てき て いる。 こと さら金 沢 大学生 の みな らず， 目本人 学生の海 外

留 学へ の意識 の低 さが 根底 にあ ると は いう ものの， 抜本 的 にこ の状 況を 改善 する方策 の検 討 ・具

体 化が 待望さ れて い る。 （４） で 対象 と なる 調査 ・研 究活動 に つい て は， 査読 論文 から杜会 貢 献的

要 素の 強い 「地域国 際 化に係 る 啓発 ・ 啓蒙 活動」 ま で， 幅廣く 精力的 に取 り組 んできて おり， 全

国 的にも 抜き ん出 た成 果 の蓄積 を感 ずる こ とができ る。
金沢大 学に学 ぶ留 学 生が 学内 外で のコ ミュ ニティ にお いて 自然 な形 で 生活 し得 る環境 がより 整

備 されて ゆく こ とを しっ かり 念 頭に お いた 活動が 精力的 に展 開さ れて いる 実績 は高い評価 を 得る

に 十分で ある。
一方 で， ス タ ッフ の 数的 には 決 して恵 ま れてい ると はい えない 状況 で， 今後 はさ らに， 指 導受

入れ 教官， 部局の スタ ッ フ （留学 生専 門教 育教官 を含 む）， 留学 生課ス タ ッフ， そ して 地方公共 団

体， 地域ボラ ンティ ア， 留 学生と の 共生 活動 サーク ルな どの活 動と 連携 しつつ， 部門 としては 「ど

の活 動・ 方向を 重点 的 に創成 ・ 実施 して ゆく の か」 につ いて 整理 し， 従前 の活動 内容 につ いて の

支援 も しく は主 体移 行 な どを協議 しつつ， 限られ た人的 資源 の中 で決 して サー ビス低 下とな らな

い流 れの 体制 作り も期 待さ れて いよ う。

○ 時代 の中のセ ンタ ーの あり 方・ ビジョ ン

法人化 を控えた こ の時 期 に留 学生 セ ンタ ーのあり 方・ ビジョ ンを論 ず．る 機会 を持つこと は意 義

深 い。 すでに自 己評 価書 には 中期 目 標・ 計 画をも とに した構 想が 記述 され て いて， そ の具体的 方

向付 けの迅 速さに 敬服 する とこ ろ である。

提 供 戴いた資 料の 内容 の 限り 必ず しも明 確で はなかっ たが， 中 期目 標・ 計画 の内容 がどの よう

な検 討過 程を経た の か， さ らに は新設 さ れる ｒ国 際室 （仮 称）」 と ｒ国 際 教育交流 部門」 の構 造上

の 関係，
ｒ教育・研究 ・指導 に関 する 構想」 での広 範囲な 内容 の どの程度 が， セ ンター内で の， そ

して， 学内全 体での コ ンセ ンサス を 得て い るめ か， 等 につい ても 関心 の 寄せ られる点 であ る。 更

に， そ もそも， ｒ国 際室」・ｒ国際 部」 が どのよう な理念 で創意 され たの か， につい ては， それ に基

づ いて各 構想 でいう 具体 的計 画 が発 意 され る根拠 を与 えるこ と になる の でこの 点も 興味深い。 も

と よ り， この議 論・ 検討 の プロセ ス は ひと り ｒ留 学生セ ンタ ーの 評価 に伴 う議論」 にと どま ら な

い こと になろ うが， この 時期 に その プロ セス を検 証 して 示す こと は 法人化 を控 えた 各大学の 参考

と なる ことは間 違いな いと 考え ら れる。

○ 留 学生セ ンター施 設の 改善 ・ 将来 構想 の具 体化への期 待

今 回の外部 評価 に係る 資料 の 内容， ヒ ア リ ング及ぴ 現況施 設等 の 説明 ・視 察を 終えた段 階で，
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セ ンタ ＿ 施設。設備 状 況に関 する 評価 は 決 して 高く はな らな いと の判 断が 妥当 で あろ 九 断片 的

には評価報告会の記録を参照して戴くと して， 雛 のみならず・ そう近く はない建物に分散し芒

状況， セ ンタ ー長の 机と いう象 徴的 な 措置 は， も しこの 状 態が およそ ・年 間負継 続 されてき た一

と で あれ ば理解を超 えて いる と言 わ ざるを 得な い。 幸 い各 種 教育・ 研究活 動がこ の状 況に もか か

わ ら ず多 大な成果 を蓄積 して いる こ とでま こと に救 われる こ とで あるが１ そのた め のセ ンター 教

官， 非 常勤講師 の方・ のコミ ュ ニケ ー ショ ンの確保 や連 携 のた めに・ 物理的 に余分 なエ ネル ギー

を費 や している ことで あろう と推 察す る・

ま だ学内 コンセ ンサス を得 てい ない なが ら， 留 学 生セ ンター 部 分を総合 教育棟 に集 約’機 能化

す る方 向 で， 大 学執行部 が抜 本的 に こめ 状況 を改 善する 流れ を構 築され てい るごと もよく 認識 で

き た が， そ れが予 定通り 具体化 す るこ とを 強く 期待 ざせ てい ただく 以外 にない・
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様式Ｂ

金 沢 大 学 留 学 生 セ ン ター

外 部 評 価 報 告 書

委員 細川 英雄

特記事項：評価委員の専門分野に関する詳細な評価及び意見

（ぺ 一 ジ表 記 は・ 『金 大 キ ャ ンパ ス の 国 際 化 を 考 え 亭 一 金 沢 夫 学留 学 生 セ ン タ ー 自 己 点 検 評 価 一１９９５．４～２００２．９』 に よ る）

委 員の 専門分 野は， 目本 語 教育 であ るが， グロー バル な視 点か らの 留学 生教育 への評価 と いう

ご依 頼も あり， こ の点も 踏ま えて 意見 を述 べること とする。

留 学生 教育の問題 は， 留学 生セ ンタ ーの 組織・管 理運営 にと どま らず， 大 学全体の 間題で ある。
各 部 局との相 互点検 システ ム によっ て， そ れぞれの 部局 の問 題点 も浮 上す る し， 大学 全体と して

の 留 学生教 育へ の取 り組 みの 力点 や特 色も 明らか になる。 、

留 学生セ ンタ ー の目 的が「全 学の留 学生 向け月 本語 教育」（Ｐ．１）と ある よう に， 部局 ごとの 留学 生

とそ の内訳，また 問題 とそ の解 決が どの よう に行われ ている かを 明示 する こと が必要 だろう。

そ の意味 で，
「国 際部」（仮 称）の設 置の 将来 構想は， 重 要で あろ う。 留学 生セ ンター にと どま らな

い， 大学 にお ける 留学 生の 受 け入れ及 びそ の教育の 全体 像を 横断 的に 見渡 すこ とによって， 諸 問

題 の解 決に資す る制 度や 方策 の実 施が 望ま れる。

教育 活動 に関 して は， 総合 的 なカリ キュラ ムによっ て 多彩 な教 育活動 が 行わ れている点 が評 価

で きる。 とく にプロ ジェ ク ト活 動や 地域 と の交流にカ 点 がお かれ， 独 自の 教育 システムヘ の配 慮

が 見 られる。 た だ， 伝統 文化 や 現代 目本 杜会 の見学 によつ て，
ｒ目 本 事情」科目と しての意 義も 認

め られ るが， そ のこ とが 目本 語 教育 との リ ンク を どのよ うに位 置 づけ るか が教育 活動と しての 課

題 だ ろ う。

とく に， 留学 生の 地域 交流 は， 留 学生 教育 にとっ て重 要な視 点 であり， そ の活 性化への 方策 が

望ま れ るが， や やイ ベ ン ト的 な もの が目 立つ ようで ある。 でき る だけ継 続 的であ ることが 望ま れ

よ う。 また， そ う した地 域活 動そ れ自 体 への評 価を明 確 に し， 単 なるイ ベ ン トで 終わ らせ ない 努

力 が必 要だろう。 そ のた めに は， でき る だけ 多く の 情報 の共 有化 のた めの内 容公 開が不可欠 で あ

ろ う。

金沢 には， かつてｒ金 沢を 世界 に開．く 市民の 会」が 存在 し， 地域 の目本 語 教育の ために先進 的 な

役割 を果 た してき た歴 史が ある。 １９９０ 年ま でのｒ留 学生 教育セ ンタ ー」では， こ う した地域 のボラ

ンテ イ アの方々 との 連携 を重 視 し， 留 学 生セ ンター の非 常勤 講師 と して 迎 える ほか， 定期的 な 研

究 会 活動 によって そ の質 の維 持 に配慮 してい た。 こ う した財 産を受 け継 ぎ つっ， 地域との交 流及

び連 携に努 めてほ しい。

教 育活動 との 関係 では， 教 育 実践 に関 する 理念や 方法 論を追 求す る分 野へ の研 究が求め られよ

う し， 地域との 連携 等を 踏ま えた 教育 活動 が盛 んに克 られる 中で， 杜 会・文化の ための目本語 教 育

に資 する 新 しい 考え 方等 を視 野 に入 れた 研究 が望ま れよ う。
ま た， そ のた めに は， 目本語 教育 に

関 する科学 研究費 申請・受託 やそ の他 の外 部資 金の 導入が 不可欠 で あろう。
とく に目本人 との 交流 に関 して， 積 極 的 な参加を 促す 方策 のた めの 具体的 な試 みを示 して ほ し

い。 学 内共同 教育研 究施設 の 留 学生セ ンター と して ｒ外 国人 留学 生及 び海外留 学 を希望する 金沢

大 学の 学生 に， 必要 な教育 お よ び指導 助言 等を 行う」 （Ｐ．１）と ある が， 留学 生の受 け入れと目 本人

の 送り 出 し双方 の連携 を どのよ う に進 める かが問題 だろ う。 留 学生 と目 本人と いう ２ 項対 立で は

なく， とも に学ぶ 場を提 供す る 必要 が ある と考え られる が， その ため の大 学と しての具体 的な 方

法 を提示 されたい。
総合 大学 における 目本 語教 育 は， 単に 専門 教育 への橋 渡 しとい った発 想 では もはや 立ち行 かな

い こと が自明 であ る。 ま た， そ れぞ れの プ ログラム が独 立的 に運 営さ れる こと はある程度 はや む

を えな いこと であるが， 言 語 教育 の立 場 から考 えれ ば， 本 来， 一 元的 に管 理・運 営され， そ の教 育

理 念が カリ キュラ ムに繁 栄さ れ るよ うな 学習 システ ム を構築 する こと が 望ま しいと 考えられる。
役 割分 担 による仕 事の棲 み分 け もさ るこ と なが ら， セ ンター のス タ ッフが 協働 して つく りあ げる
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目 本語 教育の 姿が望ま しい だろ う。 す で に実施 されて いる 学部・大学 院生 対象の 目本 語教育カリ キ

ュ ラム は， ま さにそ う した一元 的 システ ム の端緒 とい えるも ので あろ う。

今後， セ ンター スタ ッフ の合意 を形成 し， 目本 語教 育につ いて の 何 らかの 理念 を掲げ１ その も

と．で， どのよう な教室活 動が 可能 なの か とい う方法の 模索 が必 要で あるよ うに 思われ る。

も ちろん， こう した 教育・研 究環境 の ため には， 固有の 占有 施設 が不可 欠で あろ う・ 留 学生教育

は， 多人 数の一斉 授業 にな じま ない 性 格 を有 して おり， そ のた めに は固 有の 教室 や共同 作業等の

空間 が 必要で ある。 留学 生セ ンター と して の意 思決 定を明 確 に し・ その 理念 の下 三他 部局へ の働

き かけ を行い つつ， 全学 での発 言力 を増 すこ とに よって， 金 沢大 学の留 学 生教 育がま すます 発展

す るこ とを期 待する もので ある。
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５ おわ り１こ

金沢大学および留学生セ ンターが キヤ ンパスの国際化に向けた取り組みを精力的 に進め
て い る こ と が今 回 の 外 部 評 価 を 通 して よく 分 かっ た。 留 学 生 セ ン タ ー は多 様 な 活 動 を 展 開
して お り・ そ の 活蟄 の 中 に は他 大 学 の 参 考 にな る こ と も 少 なく な い。 こ の よ うな 情 報 が 得
ら れ た こ と は外 部 評 価 者 と して あ り が た いこ と で あつ た

。
各委員の報告の中には・ 施設拡充サ画の推進， 研 究活動 や杜会連嘉の強化な どに期待 す

至 コメ ン トが 含 ま れ て いる。 こ の よ う な 課題 に取 り 組 む こ と で 金 沢 大学 留 学．生セ ンタ ＿ の
評 価 は な お 一層 高 ま る で あ・ろ う。

本年４月 から独立行政法人に移行するが， キャンパス の国際化は全国の大学の課題 であ
り・ 留学生 ㌣ ター の果 たす役割はますます重 要になる ものと考えられる。 金沢大学留 学
生 セ ンタ ーが 全 学 的 な 支 援 の もと， こ れま での 実 績 を 踏 ま えて 全 国屈 指 の セ ンタ ＿ と して
発 展 さ れる こ と を願 っ て， 本 報 告 の 結 びと す る。
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６ 外部許価報告会記録

金沢大学留学生センター外部評価全体報告会

（平 成 １ ５ 年 １ ２ 月 ６ 日 開 催）



金沢大学留学生センター外部評価全体報告会

日時 平 成１５ 年１２ 月６ 日 （土） １５１００～１７：４０

場所 事務局大会議室 （６階）

（三 浦） 皆様， 本 目は １２月 の 土 曜’目， 貴重 なお 休み の目 に， こ のよ う にお集ま りいた だ

きま して ありが と う ご ざいま す。 そ れで は， ただ いま より金 沢 大 学留 学生セ ンタ ー外部評

価全 体報 告会 を開 催 しま す。

外 部評価 委員 の 先生 が たを ご紹 介 しま す。 手前 から， 早稲 田 大 学の 細川 英雄先 生， 大 阪

大学 の古 城紀 雄先 生， 名 古屋 大 学の 尾 崎明人 先生， 東 京農 工大 学 の越 前谷 明子 先生です。

そ して， こ ちら は留 学生セ ンタ ー長 の中 山先 生で す。

そ れで は， 副学 長 の畑 先生 よ ワ ご挨拶 をお 願い しま す。

（畑） 畑で ご ざいま す。 本 目 は土曜 目， しか も１２月 に 入り ま して， 先 生が たもお忙 しい

とこ ろ ご足 労いた だき， 留 学生 セ ンタ ーの 外部評 価 に当っ て い た だきま して厚く お礼 を申

し上げま す。 本学 は 平成 ７ 年に セ ンタ ーが設 置 されま して 今 日 に至 って いるわ けです が，

自 己点検 評価 を １４ 牛度 に行 いま して， 初 めて 今年， 外 部評 価 を して いた だく 運 びになっ た

わ け で す。

本学 の留 学セ ンタ ーは， 一つ のセ ンター と して ｒ独 立」 して いる わ けではなく， も ちろ

ん 独立 は して いま す が， 全 学共 同利 用 施設 とい うこ と で， 各 部 局 からセ ンター の活動 が 注

目 されて い ると ころ であ り ます。

我が 国に おけ る留 学生 の 受 け入 れ が１０ 万人 構想 を達 成 したと い うこ とで， 今後 は， こ れ
．

ま での 量的 な拡 大 から質 的 な 充 実へ と， それ が今の 課題 に なっ て いる というこ とも伺 っ て

い ます。 本 学に おい ても 約 ３６０名 程 度の 留学 生， 毎年 その 程度 を 受 け入れて いる わけで す

が， い かん せん 目本 人 学生 が 海外 に 留 学する こと につ いて は非 常 に弱 いとい・うこと で， 評

価 の中 でも そう いう ご指 摘 を 頂 いて いま す。 そう いう 点を 今後 本 学 に課せ られた 課題と し

て， 早期に この 課題 を 達成 して いか な けれ ばいけ ない と考 えて い ます。

また， 留 学生 と目 本人 と い う 対立 で はなく， 共 に学 ぶ場 を 提供 す る方向 を考 えなけれ ば

いけま せ ん。 伺 いま す と， 全 国 の各 大 学で も共通 の課 題 になっ て いる や に聞きま すが， 留

学生 は留 学生， 目 本人 学生 は目 本人 学 生と いう形 で， せっ かく 留 学 生を受 け入 れたにも か

かわ らず， 日本 人 学生 との 交 流 が非 常 に少 ない ので はな いか と いう ご指 摘です。 これ につ
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いて は 私も 常々 考え てい ま す。 こ の４月 に設 立され ま した 大 学 教育 開発 ・支援セ ンタ ー が

ありま す が， 今度， ここ の 学生 支援 部門 の仕 事を桓 う こと に なっ た 先生 が， 留 学生と 日本

人学 生と の交 流の 場 を総 合 教育 棟に 設け て， 恒 常的 に 両者 が交 流 でき る企 画を今， 考 えて

く れて いま す ので， 先 生 がた の ご指 摘を 受けて， そ うい う 方向 で 取り 組 んでいき たい と考

え て い ま す。

いず れに して も， 先 生が た， 本 目 は本当 にたく さ んの評 価 を 頂き ま した。 この評価 を 基

に して，今 後，本 学 の留 学セ ンタ ーの 充実 を図っ ていき た い と 思い ま す。 特に細川 先生 は，

このセ ンター の立 ち 上 げを 準備 して い ただ いた先 生で すの で， 改め てこ の場 をお借り しま

してお 礼 を申 し上 げま す。 あり が とう ご ざいま した。

（三浦） 畑 副学長， あり が と う ござい ま した。 そ れ では， この 外部 評価 に至っ た経緯 を

中山 セ ンタ ー長 か ら説 明 いた しま す。

（中山） 先 ほ ど畑 先 生か ら もあ りま した が， 昨年度， 自 己 点 検評 価 を実 施 して， そ れ を

受 けて 外部評 価 を 今 年度 行 うと い うこ とで す。 皆 さ んのお 手 元 に ｒ金 大キャ ンパスの 国 際

化 を考 える」 と い うセ ンター の 自 己点検 評価 が配 付 して あり ま す。 それ か ら， これ は平 成

１４年 ９月 ま で の もの で す から， さ らにそ の後 追加 にな った デ ータ も 追加 資料と して配 付 し

て ありま す。 こ れ以 外 に も， 留 学生 セ ンター に関 する 冊子 ・ハ ン ドブック 等 いろいろ な資

料 をお送り しま して， まず 書 類 によ る評 価の 報告 を受 けて いま す。 そ れ に基づ いて， 今 目

の朝 ９時 から １１ 時 ごろ ま で施 設 等の 説明 を行 い， 視察 を して い た だき ま した。 その後，１１

時 から２ 時半ま で， お 昼を 挟 ん で疑 問点 等につ いて のヒ アリ ン グを 実施 しま した。 これ ら

を踏ま えて， 今 か ら 皆 さん に 報告 会 を行 いたい と思 いま す。 本 来， 私 は評 価を受 ける立 場

の人間 なの で， 司 会 は別 の 人 の ほうが い いの ですが， 進 行係 に 限 定 して進 めさせ てい た だ

く とい うこ と で・了 解 を頂 き た いと 思 いま す。

この 報告会 の 進 め方 で す が， 外 部評 価委 員の かた と相 談 を しま した。 ま ず， 全体的な 評

価に関 して評 価 でき る 点， ある いは 改善 を要す る点 等に つい て 各委 員 か ら報 告 をしてい た

だきま す。 その 後， ７項 目 に わたっ て の評 価のお 願 いを しま したの で， そ の項目 ごと に 評

価 委員の かた か ら報 告 を 頂き， そ れ に対 しての 皆さ ん からの 質 問 を受 け付 けた い・と思い ま

す。

それ では， 報 告会 を 始 めさ せ てい た だき たいと 思い ま す。 先 ほ ども 言いま したよう に，
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全 体的 な評 価という こと で， 各 外 部評 価 委員 から５ 分程 度， 評 価でき る 点や 改善 を要する

点 につ いて ご報告 をお願 い したい と 思いま す。

（細川） では， ま ず 私 から 感想 を お話 しした いと 思 いま す。 分野 と して， グロ ーバル な

立 場 から の留学生 教育 と いう 観 点か ら評 価を させて い ただき ま した。 ま ず 金沢 大学の留 学

生 教 育は， ある意 味 では 非常 に 総合 的に 行わ れて いる・とい う点 で評 価 でき ると 思います。

一 般 的に， 留学生 教育 は大 学 の 国際 化 を映す 鏡で ある と昔 か らい われて いま すが， そ うい

う 意 味で， 北陸 で早くセ ンタ ー を立 ち 上 げた とい うこ とも あり ま す し， 留学 生教 育に 対 し

て い ろい ろな 方法を 講 じてい る と いう 点が評 価で きる と思 いま す。 具 体的に は， 後の それ

ぞれ の項 目に 沿っ て意 見 が出 さ れ ると 思いま すが， 教 育及 び研 究と いう点，
’

そ して 全体の

セ ンター のあり 方の 点に つ いて，私 の感 ず るとこ ろを 述べ させ て いた だきた いと 思いま す。

教 育 に関 して は， 総合 的 なカ リ キュ ラム が組ま れて おり， 多様 な 教育活動 が行 われ てい

ると 評価 します。 特 に地 域 との 連 携， あ るいは プロ ジェク ト活動 等 には見 るべき も のが あ

る と 思いま した。 た だ， 地 域と の 連携 は， 特に 金沢市 の 場合 に は地 域の目 本語 ボラ ンテイ

ア の 歴史 が昔 からあ りま すが， こ れが どのよう に生 かさ れて いる か という 点にや や曖 味 な

とこ ろが あると 思いま した。 金 沢 と いう 地域に 限定 しま すと， 伝 統 文化 という 点が 特徴 で

す し， そ れが同 時に 現代 杜会， 目 本の ’ つと位 置づ け られま す。 そ の辺 を大学の 教 育プロ

グラ ムと して どのよ うに 生 か して いく か という 点が， こ れは 金 沢だ けの 間題で はなく， 日

本申 の問 題でも ありま す が， そ う いっ た 言語と 文化 の問 題を どのよ うに 考えて いく かと い

う点 に少 し見 え難い とこ ろ が ある と 思い ま した。 た だ， それ が 同 時に， 先生が たが なさ っ

てい る 教育と も連携 して い て， 研 究 と 教育の連 携と い いま しょ う か， 教育と研 究 の結び つ

き と い いま しょ うか，」
少 しずつ い ろ いろ な共 同研究 も なさっ て いま すが， 具 体的 には目 本

事情 と 目本語 教育を どの よ う に結 ん で いく かという 点が よりＩ明 ら かにな ってく る と， 今 言

っ たよ うな地域 との 連携 と い うテ ー マが， 金 沢と いう とこ ろを 基 に しなが ら明 確 になっ て

いく と 思いま す。

先ほ ど畑副 学長の ご紹 介 に も あり ま したが，留学 生教 育と い うと，留 学生を 抱え 込ん で，

留 学 生に手厚く する 二方 で， どう して も目 本語母 語話 者と 目本 語 非母 語話 者の 対立を 生み

が ち です。 これは金 沢 だけ の 問 題 では なく， 目本 中の 問題 でも あり ま す し， あ る意味 では

世界 中の間題 でも ありま す が
， 母 語話 者と 非母 語話者 の対 立 を越 える とこ ろか ら本当の章

味の 国際化 が始ま ると 私 は考 え ま す。 そ ういう意 味 で， こ れ は留 学生 教 育とい うより も大
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学 教育 になる と思 いま す が， どうやっ そ 留学 生と 目本 人 の境 をなく していく かとい う形 で

の 留学 生教育 が望 ま れて いく と 思いま す。 そ の点 に 関 して， 金沢 独自 の方 法が 具体 的に 提

示 され ていく と， 目本 の 中で も 先進 的な 役割 を果 た して いけ ると 思い ます。

あと 幾つ かあり ま すが， ま と めの よう な形 で申 しま す と， 学内 共同利 用 機関 と してのセ

ンタ ーと して の役 割 と同 時に，私 は，やは りセ ンタ ーと して の自 立 性も 必要 だと 思いま す。

した がっ て， セ ン ター と して 自 立 レた運 営を どの よう に して 行っ ていく の か。 それ は同時

に， 大学 全体に 対 して セ ンタ ー が どのよ うな発 言力 を持っ て いく かと いう 点 にも大き く関

わっ ていく 問題 だ ろ うと 思い ま すの で， その 点に 関 して も留 学生セ ンター の 活躍 を期 待 し

た いと思っ ていま す。

（中山） あ り が と う ご ざ い ま し た。 古 城 先 生，・お 願 い し ま す。

（古城） 今 朝 か ら， 施設 見 学 も含 めて， 金 沢大 学留 学者 セ ンタ ーが 置 かれて いる 状況，

ある いは活動 され て い る 現状 を 見せ てい ただき， ま た， 立派 に自 己点 検評 価書 を発刊 さ れ ．

ている 内容 を基 に， 私 なり の 簡 単な 印象 をま ず述 べた い と思 いま す。

ご承知 のよ う に， 法 人化 を 控 えて， 各 大学 は どう いう 戦略 で自 分の 大 学を 特徴づ け， 魅

力 ある 大学と 世の 中 に ア ピー ル して いく かと いう こと に 苦心 して いま す。 中 でも ほとん ど

の大 学がいっ てい ま す とこ ろ の 国際 化， ある い はそ うい う交 流活 動を 促進 していく 流れ に

つ いて は， 私 自身 が 特 にと や かく い うこ とで は ありま せ んが， 本 金沢 大 学に おか れても，

世界 に開 かれ た研 究， 教 育と い うこ と で明確 に示 さ れて いる と 思いま す。 た だ一 方で， 何

のた めにそう して い く の か， あ るい は， どうい うこ とを 最終 的 な目標 と して， そ のこと を

して いかな けれ ばな ら な いの か と いう
．
こと も同 時に 考 えてい か なけ れば な らない と思？ て

いま す。これ は特 に 議論 を して いる わ けで はなく，フ リー トー キ ング のよ うに なりま すが，

や はり 従前 から いわ れ て いま す よ うに， そ の大 学が 活動 を通 して魅力 的 で なく て はいけ な

いと いう意 味で は， 留 学 生セ ンタ ー， ない しは そう い う関係 者 の努力 で， 国 際 交流活動，

学 生交流が 盛ん に なる こ と に よっ て， そ こで育 つ大 学 生， 大学 院生 が豊 か な資 質を持っ て

世 の中に 出ていく。 そ して， とて も 有用 な人材 と して 育成 され たと い う評 価を 得てい かな

けれ ばな らない。 そ う い う 観 点 は， しっ かりと 見 据え てい かな けれ ばな らない と思っ て い

ま す。 そ ういう 意 味で， 留 学 生セ ンタ ー で留 学生 をたく さ ん受 け入 れ た， 語学 教育が うま

く いっ ている，地域 と 連 携 しな が ら 地域 の国 際化 にも貢 献 して い ると いう 面も 大事 ですが，
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○

手

金沢大 学 の学 生さ んや 院生 さ んが， そ の 活動で どの よう に意 識 改革 を し， どのよう な力 を

さら に付加 さ れて いる の か， そ して どの ような 人材 を世 の中 に 皆さ
．
んが 送り 出そ うと して

いるの か， そ うい う観 点 での 戦略 的 な流 れがや はり 必要 であ ろ うと 考 えなが ら聞 かせてい

た だ き ま し た
。

現状 の施 設等 を 見せ て いた だ いた 印象 でいう と， 保健 菅理 セ ンタ ー が留 学生課 等の建物

のす ぐそ ばに あっ て， 恐 らく そ こで の連 携も非 常に 緊密 なの だ ろ うな とい うこと が感 じら

れま した。留 学 生セ ンタ ー の先 生 も， そ こに貢 献を され てい る と聞 い ていま す。そ れから，

図書館 に行 きま した ら， 留 学 生用 の 書架 があっ て， な かな か高 価 で買 えな いよ うな本を た

く さ ん 揃 え て 留 学 生 に 貸 し 出 し て い る。
ｒＢｏｏｋｓ ｆｏｒ ｉｎｔｅｍａｔｉｏｎａ１ ｓｔｕｄｅｈｔｓ」 と 書 い て あ

り ま した から， 目 本人 学 生も い いの だ ろうと 思いま す が， 非常 に 整備 された 感 じを持 ちま

した。 そ の中 では， 当 然， 中 国 華や 韓国 語の ワー プロ 等も 整備 さ れてい ると いう こと で，

き め細 や かな， 留 学生 課 の方 針 もあ るの で しょうが， 事務 的な 体 制 も含めて， 図 書館あ る

いは保 健 管理セ ンター が 留学 生セ ンター の活 動の支 援， あ るい は協調 体制 を執つ ている 印

象を非 常 に受 けま して，、
いい 印 象を 持っ た次 第で す。

併せ て 大学会 館， ある い はゲ ス トハ ウス等 も見 せて いた だき ま．した。 いず れに おいて も

同様 の印 象で した。 ゲス トハ ウろ に入っ て いる人 と入っ て い ない 人 の差も あると 思いま す

が， そ こで は， い ろ いろ な目 本 文化 に触 れる 企画 な ども活 発 にや ら れている よ うです し，

どち らかと い うと 使い や す い国 際交 流会 館 といいま す か， そ うい う 形と して整備 をさ れて

い る と い う こ と も
．
非 常 に よ く 分 か り ま し た。

現状 のイ ンフラ 整備 が， そ の よ うに 非 常に厚意 に基 づい た， ある い は留 学生 課の適切 な

予算配 置 に基 づい た形 で， 学内 的 な， 組織 的な動 き を構築 して いる とい う印象 に加 えて，

これ は外部 評 価の こ とで す か ら， 少 し他の 面も いうと い う意 味 では， ち ょっと がっ かり し

た面 もあ りま した。 留 学 生セ ンタ ーに 非 常勤講 師の人 が いろ い ろと 情報 を取っ た・り準備 を

され る調 査研 究部 と いう 部 屋 です が， あ の部屋 の乱 雑さ です。 ある 意 味では， 物 をたく さ

ん置 かな けれ ばな ら ない と いう 必 然的 な 状況の 中で は しかた が ない の かなと 思い ながら，

整理整 頓 の次 元を こ えて， 基本 的 にそ のス ペース が 枯渇 して い る こと は明白 であ ると台 わ

ざる を えない。 協 力 をさ れ一て いる 図 書館 や保健 管理セ ンター， ゲス トハ ウス， 大 学会館の

流 れを 見たとき に、 非常 に 残念 で ある と いう印 象を この 部屋 に 感 じた 次第 です。

併せて， 目 本人 学 生と 留 学 生と を 区別 なく， 金沢 大 学の 学生， 院生 であ ると いう形で捉

えている， そ れ は大変 結 構 な こと で， そ れに 越 した こ とは ない の です が， その 場があり ま
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せ ん。
ｒ場が ない」 と言 い切 っ て しま う と，

ｒい や， ある」 と い ろい ろな反 論も出 ると思 い

ます が， 少 ないと いい ま しょ う か。 確 かに， ゲス トハ ウス の 多目 的 室等 はそれな りの効 果

を上 げて いて， Ｋ ＩＳ Ｓ とい う 学生 ボラ ンティ ア グルー プの 活動 本 拠に もなって いる よう

＾
です が， 基本 的 に留 学生 課や 留 学生 セ ンターが どこ か にま とま っ た 形で あって， もら と日

本人 の 学生 も外国 人 学生 も一 緒 に金 大 の学生， 院 生と して 集 う， あ るい は情報 を取れる 場

所が 早く 整備 され な けれ ばな らな いと思 いま す。 そ れ は， 何 か 年計 画な どは待っ てい られ

な いよ うな 状況で ある と 評価 を させ て いた だき ます。 この こ と は、 総論 では美 辞麗句 が並

べ られて も、 実際 に大 学 全 体 でそ のこ とを どのよ うに 具 体化 しよう と している かの確 認を

留 学生セ ンタ ー自 身が 行 って い か なけ れ ばいけな いこ とと、 一 方 で、 留 学生セ ンター の組

織 がその こと の切 実 さと 実情 を どのよ うに して働き か けて いく かを 考 えなけれ ばいけ ない。

留学生セ ンタ ー が 法人 化 を迎 え て， どう いう戦 略の 一 翼を 担 って いく かと いうこと につ

いて 最初 に述 べま したが， こ こ で 若千 それ に戻っ て， 最初 の 話 を 終わり たいと 忠いま す。

先 ほ ど来 言って い ます よ う に， 明 ら かに目 本人 学生， 自 分た ち が育 てる 人材 のため にそ う

して いる ので あっ て， 受 入数 を多く す るた めに してい る ので は ない。 ま して や留学 生がい

い 教育で あると か， 留 学 生が い い 評価 を与 える ような プロ グラ ム をたく さ ん作ると いうこ

と ではな いの です。 もち ろ んそ れ に越 した こと はな いけ れ ども， そ う いうこ とで はなく，

や はり留 学生 の目 本 語教 育 でい えば， これ はヒ アリ ン グでも 言 いま したが， 指導 教官， 学

部， 研 究科 の先 生 に ｒよく ぞ こ こま で協 力 してくれ た。」 と， い つて みれ ばお礼を 言うと い

う か， そ うい うふ う に認 識 を して も らう ような 評価 体制 を 作る こ とこ そが 大事な のです。

話せ な かった 留学 生 が話 せ る よラ、に なっ て，感 謝をす る のは 当 たり 前 とさ え思って います。

そう いう観 点 で， 大きく は， そ の よう にお願 い したい の です が， さり とて日本 語教育 部

門， ある いは， そ の ほ かの 部 門 の活 動 を見せて いた だく と， こ れ以 上 時間がな いという ほ

ど 密 に
， そ し て ま た

，
多 彩 な プ ロ グ ラ ム が 展 開 さ れ て い ま す。 こ う・い う 多 彩 さ と

，
そ れ ぞ

れが， よく 考え られ た機 能 を 持 つて 提 供さ れてい る実 情を 見 て みる と， これ は結構ほ かの

留学 生セ ンタ ー がそ れ に倣 う こ と は大 変だ と思うく ら い， トッ プク ラス の実績 を上 げてい

ると 思いま す。 そ の こと に つ いて は本当 に敬 服 しま す。 た だ， 間題 と して，
「そ れでい いの

です か」 と い うこと も あり ま す。 ある 意 味では， 多彩 な プロ グラ ムと 多様な 教育の積 極的

展 開 を標榜 する とい う か， ア ピー ル して いく だけでい い の で しょ う かとい うこと があり ま

す。 また， 後 ほ どお 願 い した い と こ ろの 留学セ ンター が， さ らに 学内 の学部， 研 究科， あ

る いは 執行部 に認知 さ れ て ゆく 流 れ に対 して， それ だ けで は必 ず しも有 効では ないと も思
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い ま す。

いず れに しても， 平成 ７ 年 に留学 生セ ンター が できま した。 実 は， 大阪大 学 は平成６年

にでき ていま す。 １歳 だ け 年上 です が， とても か なわ ない 多く の 実績 を上 げてお られる と

いう ことで， その こ とに つ いて は本 当 にそう いう評 価 のも と に， 以後， ご活 躍 していた だ

きた いと思 います。 最初 の 話 はこ の１く．らいに させ てい た だき たい と思 いま す。

（中 山） ありが と う ご ざいま した。 尾 崎先 生， お願 い しま す。

書

（尾 崎） 名 古屋 大 学の 尾 崎 です。 私 も留 学生セ ンタ ー に所 属 して， 目本 語教 育を担 当 し

ていま す ので， 先生 が たの ご苦労 は， まさ に自分 の こと のよ う に感 じられて， 外部評 価と

いう こと自 体も どう い うス タ ンス です るの かと， 悩 んで いま す。 ま ず， 評 価疲 れとい う言

葉が 大学 の中 でよく 聞 かれ て いま す。 ほ かの部局 か らも， 立 派 な自 己点検 評価 報告 書が 来

ます。 金 大か らも立 派 な報 告 書が 送 られてき て， こ れ を作る ま でに どれ だけの 時間 をか け

られ たの かな， これ の ため に 何 十回 のミーテ ィ ン グを したの か なと 身につ まさ れて しまい

ま す
。

身 につま される と い うの は， 実は 我々 も同 じよう なこ と をや って きて いる からで す。 名

古屋 大学 では９５ 年 に留 学 生セ ンター が できて いま す。 そ して， ５ 年め に自己評 価を やりま

した。 そ のとき は学 内 の部 局 長 の先 生４ 人と副 総長 に 来て いた だ いて， 公開 の内部 の外 部

評価 とい うもの をや り ま した。 そ れ から１Ｏ 年め に今 度は 外部 評 価と いうこ とで， ちょう ど

昨 年１２月 ２０目 過 ぎに 今 回の よ うな こと をやり， 今 年 の３月 に報 告書 を出 しま した。 と に

かく 疲 れま した。 でも， 終 わっ て みて 良かっ たな とい うの が 実感 です。

どう して， そ う いう ふ う に 思った か という と， 目 ごろ は， 目常 的な 教育活 動 に追わ れて

い て， 落ち着 いて 振り 返っ て み る 時間 がな かな か取 れませ ん。 取 ろう と しない といっ たほ

う が正 確かも しれま せ ん が， あま りそ ういう 時間 を 取っ てき ませ ん で した。 も う一つ， 私

の 職場 の場合 は目 本語 教 育 の部 門， 指 導相談 の部 門， 短期 交 換留 学 の部門 と
， そ れぞ れ，

かなり 独立性 が高く， そ れ ぞ れが 仕事 をやっ てお り， お 互い の こと を じっく り 話 し合 う時

間が ありませ んで した。 情 報 交換 は目 常業務 の レベ ル ではや っ てい ま したが， 自己評価 を

する ことで お互い にや っ で い るこ と を認 め合う 場が でき て、 セ ンタ ーと して の一体感が 強

く なったと 思いま した。

自 己評価 も外部 評価 も や る プロ セス で 随分メ リ ッ トがあり ま した。しかも，やった後 で，
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い ろいろ コメ ン トが いた だ けま した。 例 えば， 短期 交 換 プロ グラ ムの よう なこと をや る の

であ れば， 当 然 海 外 の， 特 に留 学生受 入先 進国， 例 え ぱアメ リ カ のよ うな受 け入れ 国 の プ

ロの評 価を受 ける よ うで な けれ ば， こ れ はお手 盛り の外 部評 価 と いわ れても しかた がな い

とお？ しや つた 先 生が い て， この 次 は海外 から 呼 ぼうと 思 つて い たら， 金大 が海外 か ら 呼

んだ ので， 先に や られ ちや っ たと いう感 じも あっ た ので すが （笑）。 しか し， 我々が つい つ

い見 落と してい た こと を外 部 評価 では 指摘 して もら いま した。 目本 語 教育に 関 して は， 目

本 語の 先生 は頑 張っ て いる け れ ども， 意外と 自 分た ちの 中 ばか り見 てい て外が 見えて い な

い という 批判 も あり ま した。 それ から， 独 法化以 降 の大 学の あり 方 を見 ていっ たとき に，

語学教育 も含 め て 大学 で 教え るべき こ と， そ れ から 外に 出す べき こ とと いう 仕分け は当 然

起き るは ずで， そ うい うこ と につ いて 目本 語の先 生 たち はあ まり に も 見えて いないと い う

批判 も受 けま し た。 そ うい う こと を改 めて いわれ て みる と， 悔 しい けれ ど， そ れはそ う だ

なと 思わ ざる を得 な い 面が あり ま す。 そ うい うこ と もあっ て， 評 価疲 れ でう ん ざりす ると

同時 に， や って 良 かっ たな と。 それ を 基に して， こ の次 の外 部評 価 でも っと しっかり やろ

うと今 は言っ て い る の です が， ま だ疲れ が尾 を引 いて いま す。

今回， 金 大の 先 生 がた が 自己 評価 報告 書を お作 り になっ て， 今 目も 午前， 午後 とヒア リ

ングが あって 大 変 お疲 れ だ と思 いま すが， こ れを ぜ ひ生 か してい た だけた らい いなと 思い

ま す。 以 上 は， 評 価 で はなく て， む しろ 評価 をす るこ と につ いて の私 の感 想と いうか， 経

験 談にな りま す。

さて， 報告 書 の タイ トル は ｒ金大 キャ ンパス の 国際 化 を考 える」 です。 これ は留学 生セ

ンター だけの 問 題 で はなく，む しろ大 学 全体が この 問題 を どう 考 える かと いうこと の中 で，

セ ンター が どの よ うな 役割 を果 たす かと， そ うい う観 点の 評価 を すべ き だと思いま す。 セ

ンタ ーの 教官 ス タ ッフ は ９人 しかいま せ ん。 留学 生と いう と留 学 生セ シタ ー， 留 学生 教育

と いう と留 学 生セ ンタ ー と い う こと に なる の です が， これ は， 本 当は 大間 違 いだと 私 は

常々 言って い ま す。 留 学 生 教育 とい うも のは， 留 学生 を指 導 して 学位 を授 与する， それ ぞ

れ の学部 研究 科 の 責任 で 行 われ てい るは ずで す。 した がっ て， 留 学生 セ ンタ ー でやっ てい

る 活動 は， 学位 を 取る と い う留 学目 的が うまく 達 成 できる よう に 下支 えを する 仕事だ と思

いま す。 ある い は 短期 交 換 留学 の場 合， いろ いろ な目 的 を持っ て １年 間大 学で勉 強を する

学 生が いるわ け です が， や はり， こ れも 大学 全体 が支 えて いく， そ の一部 を留 学生セ ンタ

」が 担うは ずで す か ら， 当 然， 大学 全 体が どうい う 方向で， これ ま で何を 具体 的にやっ た

か。 そ のこ とと の 関わ り で 留学 生セ ンタ ー は どう いう 貢 献を して き たか。 貢 献すべき であ
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った にも かか わら ず， ま だ でき て いな いこと は何 かと い うこ と で評 価を されな ければい け

ない と思 いま す。 特に， 指 導相 談 部門 の報告 を拝 見す る と， い わ ゆる留 学生の 学習 面 での

相 談が 多 いと いうこ と が出 て いる わけ ですが， こ うい う 間題 は 本来， 指 導を引き 受けて い

る学部 ある い は学 科， 講座 が 責任 を持 ってや るよ う な事 柄 で あって， 専門 で はない留 学生

セ ンタ ーの 教官 がそ う いう 問題 を 持ち 込まれ て どうや っ て解 決 して いく のかと。 とて も大

変 だ な と 思 い ま す
。 ．

第 ２点目， 全 体 的な こと と して は， 頂いた 報告 書 を見 る 限り， 金沢大 学の 全体像が 見 え

ない とお 話 ししま した。 そ う した ら， 早速資 料が 頂 けま した。 平 成８年 に金沢 大学の基 本

理念， 目標 が 作ら れて いて， す でに 第３次 の具 体的 な計 直 が進 ん でいる。 そ の中に国 際交

流事 業の 推進 に関 わる ４項 目，さ らに は具 体的 にこ れを やる ぞ とい うこと が書 かれて いて，

や はり金 沢大 学は 進ん で いら つ しや るこ とがよく 分 かり ま した。 ただ， この種 の文章 は 具

体性 がな いの で， 個々 の施 策 につ い て具 体的に どう いう こ と があ つた か，
ぞこ を含め て 留

学生セ ンタ ー の活 動を 評価 しな けれ ば， これ はセ ンター に とっ て ア ンフェ ア であると い う

のが 私の 立場 です。

そ うい うふ うに 言つ て しま うと，
ｒで は， お ま えは外 部 評価 委 員会 で， どうい う立場 で評

価す るん だ。」 と 聞 かれて しま いま すが， 一つに は自 分自 身 が 目本 語教 育を専門 と して いま

すの で， セ ンタ ー の目 本 語教 育 につ いて 関心 を持っ セ読 ま せ てい た だき ま した。 ９名 のス

タ ッフの うち，実質 的 に目 本 語教 育 をやっ てい らっ しや る 先生 が たは，そ れより も少な い。

その 限 られた 教官 数で， ６ 種 類 の違 った タイ プの学 生 の教 育 を して いらっ しゃ る。 しか も

過去 ７年 間， いろ い ろ工 夫を して教 材 を作っ たり， プロ グラ ム の見 直 し等を なさっ てい る

こと がよく 分 かり ま した。 自 分 自身 の職 場で の活動， ほ かの 留 学生セ ンター の様子 な どを

個人 的に 聞い た限 り でい え ば， 金沢 大 学の留 学生セ ンター の 目 本語 教育は立 派で ある， ５

段 階評価 で５ と言 って い いと 思 いま す。 それ か ら， 指 導相 談 部 門につ いては， 実 質的 には

担当 の先 生 はお一 人 だと 思い ま す。・と ころ が， 活動 の 種 類が と ても 多い。 非 常に多 様 な活

動 に取り 組 んでい らっ しやい ま す。 こ の点 でも， 私 は５ 段階 評 価の ５ だと 思ってい ます。

５ をつ けるこ との 意 味で すが， 限 られ たリ ソース を使 っ て， や れる 範囲内 で目一杯 やっ て

い ると いうこ とで す。

そ して， この次 に 問題 にな る こ と は， では， そ の 限 られた リ ソー スを 使って今後 何を や

る べき かと いうこ と です。 こ れ は 今回 の評 価で はなく， 次の 評 価 でテス トされ ること です

が，そ してす でに，こ の先 どう だと いう 議論 があ る程 度 は内々 に な されて いる はずです が、
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そ ういっ た こと が自 己 点検 に 入って いて も良 かっ た かも しれな い， そ の点 があま りは っき

り見 えな いとい う感 じは します。

特に， そ のこ と を感 じる のが， 地域 に対す る貢 献 です。 す で に， 文科省 の地域 貢献 特別

支援 推 進事 業で ２年 前 か ら予算 がつ いて， そ れを 留 学生セ ンター が主 体的 に申請 を して，

金沢 学の コ ース を 作ら れた， これ は非 常に評 価 できる と 思い ます。 た だ， こ の予 算は 継続

的 に文科 省 から 取れ る保 証 はな い ので， 予算 が途 切れ た 途端 に外 部の 人が 呼べな い事 態に

なる で しょう。 そ の とき に， セ ンタ ーと して は， 限 られ た三 千数 百万 円の予 算で一 体 どこ

ま で こう いっ た事 業 を続 け て いける の か， 大 学と して どのよ うな バ ック ア ップが 行わ れる

のか とい うこ とが あ ると 思 いま す。 主 体的に 地域 貢献 の ため の予 算獲 得に進 まれ たこ と は

大変 素晴 ら しいこ と で， こ れ は評価 でき ると 思いま す が， さ らに もう少 し考 えて いく と，

そもそ も目 本 杜会 が どう い う 方向 に動 いていく か。 目 本 の杜 会が 変容 していく 中 で， 留 学

生セ ンター の先 生 が たが， それ ぞれ 専門 にな さっ てい る 仕事 を どうい う形 で， 大 学の 中だ

けでは なく， 外 に 還元 して いけ るの か。 そう いっ た問 題意 識 をもっ と明 確 にお持 ちに なっ

て， 次 の自 己評 価， 外 部 評 価に 臨ま れる とい いの では な いか と思 いま した。

それ から， 地 域 だ けで なく
．，

実 は大学 も一 つの コミ ュニ ティ で す・ キャ ンパスの 国 際化

は 全学 の課題 です か ら， 留 学生 セ ンター と して， どう いう 形 で他 部局 の先生 がたの 珪 解 を

得 ていく か， こ れ は古 城 先 生が おっ しゃ った こと とつ なが っ てい る間題 だと 思いま すが，

そ ういっ た こと も 少 しず つ 意識 して やっ てい かな けれ ばな ら ない と名 古屋大 学で も話 を し

て いる 状況 です。 次の 自 己評 価 の時 に は， そ ういっ た こと へ の取 り組 みも入 れていく と い

い と思っ て いま す。

全体 的に は， 本 当 によく やつ てい らっ しや ると いう の が私 の印 象で した。

（中山） あり が と う ご ざいま した。

それ では， ご紹 介 が遅 れ ま した が， 公務 で忙 しい 中 をお 願 い して います の で… 。 今，

参加 を され ま した， 金沢 市 教育 長 の石原 多賀 子先 生 です。

（石原） 遅く な りま して す みま せん。 よ ろ しく 牟願 い しま す。

（中山） そ れで は 越 前谷 先 生， お願 い しま す。
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（越 前谷） 東 京農 エ大 学の 越前 谷で す。 本学 には留 学生 が ３４０～３７０名 ぐら いいます。 目

本 人 学生 を含め， 多く て ５０００人 ちょっ との， 金 沢大 学 に比 べる と はる かに中 小の 大学に属

する ところ の留 学生 セ ンタ ー にいま す。大阪大 学と は同期 で，平成 ６年 に設 置されま した。

今， 大 体１０ 年です が， 学 内 ある いは 学外， いろい ろ なと ころ で の活動 で， どう してもセ ン

ター が越 えられ な い壁 とい いま す か， 目 に見 えな い壁 に当 たっ て いま す。 各セ ンターに も

いろ いろ な課題 が ある と聞 きま す が，こ の 自己 点桧評 価 を読 ま せて いた だいて，
ｒ金沢は 凄

いな， 私た ちが 当た っ てい る 壁 を越えて いる な」 と 思っ た とこ ろ が三つ あり ます。

そ の一つ は， 今， 尾 崎先 生 の話 にも ありま した が， 学内 の 専門 教官 の協力 を組 織化 して

いる とこ ろです。 私 どもの よ う な小さ い大 学で， ほ かの。学 部 の先 生 に科目 提供 な どをお願

い しま す と，「僕 はもう こ れ でい っ ぱいだ。 留 学生の 面倒 を 見る 時 間は ない」 と 言われる の

で， そこ を何と かお 願 い しま す と説得 を かさねな けれ ば， な か なか 協力が得 られ ないと い

うこ とが ありま す。 セ ンタ ー の先 生が た， あるい は留 学生 課 の 皆さ んの努カ があっ てこ そ

と は思いま した が， そ れに して も考 えら れない数 の 専門 教官 か らの 留学生 のため の科目 が

提供 され ている と思 いま す。 こ れは， 金沢 大学 のほ かの部 局 の 先生 がたが留 学生セ ンタ ー

をあ る点 できち んと 評 価 して いる， つ まり 留学 生セ ンタ ーを サ ポー トして いこう， ある い

は留 学生セ ンタ ーと 一 緒 にい い 仕事 を して いき たいと い うこ と の表 由のよ うに私 には 思え

ま す
。

そ の 意 味 で
，

大 変 そ こ の と こ ろ は 評 価 が で き ま す。 そ し て， そ れ を 上 手 に と い う か，

適切 に組織 化 して いら つ しや るセ ンタ ー の皆さ んの力 に 大変 感 銘を 受けま した。

も う一つ の壁 です が， こ れ は 地域 の人々 です。 金 沢と いう と こ ろは本 来， 大 変文化 的な

素養 の高 い都 市で す。 ある 意 味 で， 外国 人にそ うい うも の を広 め よう， あるい は外国 人に

知っ ても らお うと いう 強 い気 持 ちが ある のかも しれ ませ んが， や はりこ れもセ ンター が持

って いる 組織力 でき ち んと カ リ キュ ラム 化 し， 取り 込 んで いく と いうこ とは素 晴 らしいと

思い ます。 私 の大 学で は残 念 な が ら地域 的な 交流 はほと ん ど行 わ れてお らず， もち ろん国

際理 解と いう こと で地 域 の 学校 な どにも 行っ ており ま すが， こ う いう 形でカリ キュラ ムの

中に， あ るい は支援 事 業 の 中に， き ち んと地 域の人 を 取り 込 んで とい う形で は行 われてい

な い の で す
。

もう一 つは， 組 織や カリ キュ ラ ムを 弾力的 に変 えて い らっ しや るこ と です。 例 えば， 新

部門 を 作って， 専任 教 官 を一 人 増や す， ある い は相 談 指導 部 門で も， セ ンター ではあり一ま

せ んが， 工学部 な どで サ ポー トを してく だ さる方 をち や んと 手当 て してい らっ しやる。 そ

れ か ら， 古城先 生 のお 話 も あり ま した よう に， 例 え ば図書 館 と留 学 生課， ある いは保 健管
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理セ ンター とセ ンタ ー と の協 力 体制が 取 られ， 人が少 な けれ ば， 人 が少 ない のでこ この と

こ ろ は何と か してと い う よう に， きち んと 組織が 少 しず つ変 わ って い けると いうこ とは 素

晴 ら しいこ とで す。 変 わる た め には財 政的 な裏 打ち もな けれ ば いけ ない しゴ 大学 全体の 人

の 配分 のよ うな こと も ある で しょ う。 そう いうと こ ろがセ ンタ ーで 実現 できる なんて， 羨
．

ま しい 限り です。

私はセ ンタ 」の 目本 語 教 師 を していま すの で， 後 で， 教育 活動 の とこ ろで報 告をさせ て

いた だき ます が， そ のほ か の 点で一 つ， これ だけ は言 わな け れ ばな らな いと思 うこと は施

設で す。 私 どもで は， セ ンタ ー が できて １０年 がた ちま すが，やっ と 来年 の４月 に， エ学 部

の総 合棟 の中 に面 積 １３００ 平米 の留 学生セ ンタ ーの 建物 が 造 られ るこ と になりま した。
ｒな

ぜ留 学生セ ンタ ー は建 物， 建 物と よく 言う のか」 と， 学 部の 先 生 によく 言 われる のですが，

考えて みると， 学 部の 先 生 に は初め か ら建物が ある の です。 自 分 の研 究室 がな いとか， 自

分が講義 をす る 部屋 が な いと い うこ とは，一学部 の先 生 は恐 らく 経 験が ない ので す。 わた し

の 大 学 で は 研 究 室 が， て ん で ば ら ば ら に
，

こ っ ち に 一 人
，

こ つ ち に 一 人 と 分 散 さ れ て い て，

共同研究や 教 育の 指 導 の 打ち 合 わせ を行 なうの にも 大変 困り ま した。 個 人 的， 研 究室単位

での色彩 の強い 専 門 の 教官 群 より も留 学生セ ンター ρ 教育研 究 は， は るか に連携機 能が 重

要 であるこ と は皆 様 に 理角翠してい た だける こと と思 いま す。 建 物 がな いと いうこと はアイ

デ ンティティ が な い と いい ま す か。 建 物はアイ デンテ ィ ティ を 作っ て いく た めの基本 的 な

条件 のよう に思 う の で す。 先 ほ どの時 間の 中で， セ ンタ ー建 物 を 造ると， あ る一意味 で教官

や留 学生を そこ へ 閉 じ込 め て しま うよ うな気 持ち を持 つ 土と も ある か も しれ ないとい う指

摘が ありま した が， 実際 は， そ う いう こと は絶 対に ありま せ ん。 セ ンタ ー 教官は忙 しく，

多種 の仕事 をや っ てい る わ け です から， そこ に閉 じこ も るこ と はま ず 考え られません。 ま

た， 目本人学 生 と 留 学生 と の機 能 的な 交流の 場と して もセ ンタ ー建 物 は必要 と考えま す。

先ほ ど古城先 生 が おつ しや って お られ た非 常勤講 師が 利用 さ れ る調 査研 究部 という部 屋で

すが， 私のよ う に目 本 語 教 育 をやっ て いる者 か ら見る と， 一 生 懸命 にや れ ばこうなる よね

と （笑）。 多分， み ん な目 をテ ンテ ン させて やっ てい る から， こ うなっ て しま うのだと 思い

ま した。 理 想的 に は， 非 常 勤と 常 勤が 一緒 に授業 の準 備 がで き たり， 新 しい 教材を作 った

り， あるい は， カ リ キ ュ ラ ム の変 更な どを， 同 じ立場 で自 由 に 話 し合 える具体 的な場 がや

はり必 要です。 どう して も 場が 必 要な のです。 こ れ を読ま せ て いた だい て ｒああ， 専有 の

建物 がな いのか。 そ れ な の に どう して こんな に仕 事が でき る の」 と， 改 めて皆 さんの 努力

と間 断な い向上 の気 持 ち に 対 して， 私 は本当 に頭 が 下が る思 い です し， 同僚と して 大変素

夢

墨

凄
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晴 ら しいこ≒ だと 思いま 丸 本 当 に・ 今 回・ 外部 評価 を させ て いた だいて・ いろいろ な勉

強 をさ せて いた だきま した。 あり がと う ございま した。

（中山）
・石 原 先 生

，
お 願 い し ま す

。

（石原） この ｒ金大 キャ ンパ ス の国 際化 を考 える」 とい う自 己 評価 の報 告書 を拝 見してノ

非 常にた く さんの 資料 で
， こ れ だけたく さんの 仕事 を してい る の だとい うこ とを 改めて認

識 しま した。 た だ， 内 部 だけ の資 料 であ ればこ れで 分 かりや す いの です が， 留学生セ ンタ

ー の存 在の 杜会的 な認 知度 を 高 めるこ と が私 は自 己点検 評価 の 基本 的な 一つ の方向性 だと

思 う の で
，

そ う し た 場 合
，

今 や つ て い る カ リ キ ュ ラ ム の 現 状 と 資 料 編， ま た， そ れ に 対 し

ての 学 内留 学生セ ンタ ーの 自 己 卓検 の評 価と， 現状 と評 価 と資 料と が混 在 してい るので，

そ れ らを分 けた ほうが 外部 の か たに は見 やす いと 思いま す。 こ れ は非 常によく できて いる

と 思いま すが， 将来， 独 立行 政 法人 化に なる と， 独 立行 政 法人 と しての 留学セ ンタ ーの位

置 づけ にお ける 全学的 な いろ い ろな 中期 目標 に対 して の到 達度， 評 価と いうも のが入 つ て

く ると 思 いま 丸 大学 の先 生 が たは 書類 を書く め に非 常に 時間 を 取って おられ 亭の で， そ

う いう とき に効 率的に， こ う い うも の をそのま まス ッ と入 れ られ るよう な仕組 み を考 えて

お いた ほう がいい ので は ない か と思 って いま す。

た だ， 少 ない人 数の 中 で非 常 にたく さんの 事業 を展 開 して いる こと には大麦 感 心 しま し

た。 ま た， 杜会貢 献と い うこ と で は， 金 大の 留学 生セ ンタ ー に地 元は ある意 味で 頼って い

る とい うと ころ で， 留 学 生 な どもい ろ いろ な形 で市 民との 交 流を して いるこ と から， 私は

市民的 な認 知度 も高 いと 思っ て いま す。 しか し， 全国 レベ ル でい ろい ろと評価 さ れる 時代

になっ てく ると， ここ の 留 学生 セ ンタ ーの 特色 と して， 今 も そう いう 点で は金沢 とい う地

域 に根 ざした一つ の 文化 的 な交 流 を していま す が， そ う いう 部分 をさ らに続 けて いた だけ

れば， 地 域か らの交 流が しやすく なる の ではな いか なと 思っ て います。

留 学生セ ンタ ーを い ろい ろな 意 味で 今後， 大 学と して きち ん と位 置づ けを考 えてい かれ

たほ うが いいと 思う こと は， 資 料 の１６９ぺ 一 ジに留 学生セ ンター の 規程 があり ますね。 そ

の中 の第 ４条 に ｒセ ンタ ー に次 の 職員 を置く」 と書 いて あっ て，
ｒセ ンタ ー長」 ｒ教官」 と

あり ます。 そ して， ２項 で ｒ前項 各 号に 掲げる 者の ほ か， 必 要 に応 じ， 事務職 員およ び技

術職 員 を置く ことが でき る」 とい う 書き 方は， ある 意 味で， 留 学生セ ンタ ーの 全学的 な位

置づ け を非常 に端的 に表 して いる の では ない かと 思いま した。 そ して， １７１ぺ 一ジ， 第１８
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条 に ｒセ ンター の 事務 は， 学 生部 留学 生課 におい て処 理 する」 とあり ま す。 先 ほ ど私 は，

全 学的 な位 置 づけ の中の 留 学生 セ ンタ ーの担 うべ き位 置づ け ど言いま した が， このと き 国

際 交流 関係 図 をお 出 しい た だい て， い ろい ろな委員 会 が ある こ とは分 かる のです が， 留 学

生セ ンター と留 学 生課， 本部 事 務局 の 関係と役 割， ま た は， セ ンター 長と 教官 がいる の は

当た り 前で すが， そ れ を担っ て いく 事務 局職員 を どう して いく かとい うこ とが， 私 はか な

り 大き な問 題に なっ てく るの で はな い かと思っ て いま す。

金 沢 の小 中高 等学 校， 学校 教 育 にお いて留 学生セ ンタ ー と い ろいろ 交流 させて いた だく

と い うこ と で， なく ては な らな いと いう 評価 を して いま す が， 今 後は 留学 生セ ンター が特

化 した 形で， 金 大の 中で しつ か りと した 位置 づけ がさ れる こ とが さ らに必 要と なってく る

の では ない で しょ う か。 同 時に， 留 学生 が減少 してく る 中で， 厳 しい 状況 も予想 され ると

思っ ていま す。 そ う する と， １０ 万人 留学 生構想 と いっ てい ます が， こ れ は金大 だけで なく

日本 全．体が す で に留 学生 の市 場 と して あまり魅 力 がなく なっ てい ると いう こと も一つ の 事

実なの で， 留 学生 が 減少 してく るこ とに 対 して， 大学 と して は， 留学 生の 質も含 めて， ど

う いう ふう に獲 得 でき る のか。 ある い は留学 生に選 ぱ れる 特色 あ る教 育課 程， さらに は目

本 語教 育で も， 目 本の 文化 で も そう です が， そ う いう もの につ い て どうい うプロ グラ ム を

積 極的 に提 起 して いく の か， こ うい うこ とが 大事 になっ てく る と思いま す。

ただ， 留 学生 は 目本 の 文化 や 金沢 の文 化を 学びま す が， 金 沢大 学の 目本人 の 学生は およ

そ そう いう 素養 が ない まま 卒 業 して いく とい うこと で すの で， や はり 大学 と一 緒にこ うい

う こと に取 り組 ん で， 留学 生 と 目本 の学 生が 一緒 に研 究す る 場で あれ ばい いな と思って い

ま す。

（中山） あり がと う ご ざいま した。

今 ま での ご報 告 に対 して，
ご 質問 等が あれ ば受 けた いと 思 いま す。 何 かありま すか。 よ

ろ しい です か。 で は， 各項 目 に つい ての 報告 のと きに また 受 けた いと 思い ます。

＊ ＊ ＊ 休 憩 ＊ ＊ ＊

（中山） それ で は， 後 半を 始 めた い と思 います ので， よろ しく お願 い します。

今目 ご出席 され てい る外 部 評 価委 員 の かたは， 全員 紹介 を させ てい た だきま した。 お話

の 中 にも ありま したが， 協 定 校 のアメ リ カ， タ フツ大 学 のチ ャ ール ズ・ 井上 先生 にも外 部
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評価委 員をお 願い して いま す が・ 残念 なが ら・ ま だ 授業 期 軍中 と いうこ とで 渡目する
、
こと

ができ ません。 井上 先生 に は，１１目 に渡 日 して いた だ き，１２目 の 午後 に講演 会とい う形 で

報告 を して いた だく こと に なっ ていま す。 事前 の報 告 書 はす でに 頂いて いる の ですが， 時

間 の牟るかた は１２ 目に も ご出席 い ただ けれ ぱと思 いま す。

そ れでは， 後 半に 入り た いと 思 います が， 評 価の 項 目と して７ 項目 をお願 い しま した。

当初 の予定 ではこ の 項目 順 にと い うこ・とで考 えた ので す が， 少 し時間 が押 して いま す。 で

は， どうい う項目 で 評価 を して い ただ いた かを申 し上げま す。 １ 番はセ ンタ ー のあり方 と

目 標
，

２ 番 は 教 育 活 動 ・ 教 育 シ ス テ ム
，

３ 番 は 相 談 指 導 活 動
，

４ 番 は 研 究 活 動
，

５ 番 は 地

域 ・杜会貢 献， ６番 は 組織 ・ 管理 運営， ７ 番はそ の他 と して 点検 評価 システ ム・ 将来 ビジ

ョ ン等と なって いま す。 こ れ らの 項目 をす べて 取り 上 げると， あと ２時間 ぐら いか かるの

で はない かと 思わ れま す ので， 外 部評 価委 員の かた と相 談 を して， 特にセ ンター にと って

重 要で ある，また こ こに 来 られ て いる人 に も重要 であ ると 思 われ る項 目と して， 教 育活動・

教育 システ ム， 相 談指 導 活動， 地域 ・杜会 貢献， こ の 三つ をま ず取 り上 げさせて いた だき

た いと 思います。 そ の 他 の項 目 につ いて は， 時間の 許す 範 囲で ご報 告をお 願い したい と思

い ま す
。

最初 は， 教 育活 動・ 教 育 システ ム につ いて報 告 をお願 い した い と思いま す。

（越前 谷） そ れ で は教 育活 動 ・ 教育 システ ムに 対す る評 価 につ いてお 話 ししたい と忠 い

ま す。 センタ 」は 今， 六 つ のコ ース を 運営 していま す。 そ の 六・つ の一つ 一つ を話 すこと は

時間の 関係 もあり ま すの で，主 に目 本語 教育 の観 点か ら取 り 上げて お話 した いと 思いま す。

大 学院留 学生予 備 コー ス， いわ ゆる 目本 語研修 コー ス， あ るい は６ か月 の研修 コース と

呼 ばれて いるもの が あり ま す。 こ れ は週１５ コマ で１７ 週 ぐ らい連 続す る， 大 変集 中的 なプ

ロ グラム です。 こ こ に ご出 席 の かたの 中 で， こ れに 関与 して い る先 生も多 かろう と思 いま

すが， これ は大変 上 手 に システ ム が 作ら れてい なけ れ ぱ， なか なか 教育効 果を上 げ られる

もの では ありませ ん。 ま た， ６ か月 研 修 コース に入 って くる 学 生はそ の後， 大 学院 でマス

ター なり ドク ター に 入り， 学位 を取る こ とを目 的と して いま す。 そ うい う人 のための， 予

備 の６ か月 の目 本語 教 育と して位 置 づけ られ ている も ので す。 もち ろ ん目本 語教 育だけで

なく， 目 本事情 等そ の 他， 異 文化 間 コミ ュニ ケー ショ ン等 もそ の中 にカ リキ ュラム と して

報 告 されていま すが， 主 に目 本 語教 育 で６ か月 が 運営 され てい る， 大変 集中 的な コースで

す
。

こ の ｒ金 大 キ ャ ン パ ス の 国 際 化 を 考 え る」 の 中 に 報 告 が あ っ て
，

こ の ７ 年 間
，

毎 期，
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教 育内 容 に対応 を加 え たと簡 単 に書 かれ て います が， そ の後 ろに は， 先 生がた の不 断の努

力 が あっ たこ とは容 易 に推測 でき ま す。

ま た， こ の６ か月 研 修コー ス は， ほと ん どのセ ンタ ー で中 心的 な 教育 プロ グラム の一つ

と な っ て い ま す。
と こ ろ が

，
大 変 制 限 が 多 い

。
ま ず

，
人 的 な 制 限 が あ り ま す

。
週 に １５～２ｑ

コマ の授 業 を開 いて いる の に， そ れ に投 入 できる 先生 の数 は 常勤， 非 常 勤を合 わせて， 大

変少 な い数 で仕 事を して い かな けれ ばな りま せん。 ま た， 時間 的 な制 限と して は， 大 学院

に軍 式 に入る ま での ６ か月 間 と いう のは， 長 いと 思わ れる か も しれま せ んが， 実質， 目本

語教 育が密 に でき る の は１５～１７週 間 の間 です。 さ らに， そ れ だけ 集中 して 毎目 同 じも のを

繰り 返 し積み 重ね て いく にも か かわ らず， 専有の 場所 が ない。 研 修コ ース は， 大学 教育開

放セ ンタ ーでや っ て いる とい うこ と で した けれ ども，こ のよ う に空 間 的な制 限も あります。

その よう な中 でプ ロ グラ ムを 運営 して いく に は， どう して もよ り 合理 的 な， よ り効率 を求

めて 内容 を変化 して いか ざる をえ ませ ん。

なお かつ， 学 生 の能 力 に非 常に 差が あ りま す。 つま り， 大学 院に 入 る学 生と， これ はた

しか 教員研 修も 一 緒に 引き 受 けて い らっ しや いま すか ら， モチ ベ ー ショ ンか ら何か ら全く

異 質 の 学 生 た ち を … 。 お 考 え く だ さ い， 毎 目 ３ コ マ あ る い は ４ コ マ， 月 曜 目 か ら 金 曜

目ま で， ∵ つの 部屋 に 入れ て 教育 をす る わけ です。 そ れは 本当 に 教師側 の 忍耐カ ーつ が勝

負 の決 め手 と言 って も いい ぐらい のも の です。

それ に当 たっ て 常勤 の先 生が た は システ ム を作り， 問題 が起 きた とき に は学 生一人’ 人

に対応 し， また 非 常勤 の先 生 がた にも 問 題が起 こ った とき に は， そ の悩 み を， あるい はそ

の か たた ちの いろ いろ なアイ デア な どを 聞く とい うこ とも しな け れば なり ませ ん。しかし，

問題が あっ て， ど うな って いる かとい う こと が分 かっ ても， そ れ に対 処す るこ とは， ま ず

でき ないと 多分 い える と思 いま す。 つ ま り， 先ほ ども申 し上 げま した声㍉ あま りにも制 限

が多い な ど， 荷 重 が負 担 だか らで す。

しかし， 金 沢 大学 は， そ の 中で も プロ ジェク ト専門 への 橋渡 しとい うこ とを 企画； 運営

し て い ま す。 ま た
，

後 期 に は
，

ハ イ ブ リ ッ ド・ ド ラ マ プ ロ ジ ェ ク ト と い う も の が あ り ま す
。

こ れ は金沢 大学 の６ か月 研 修 コー ス を特 徴づ ける， 大 変 いいも の です。 も とも と金沢 大学

の 先生 は， ５ か月 間専 門入 門 で した か， そ うい う全国 的 な教材 を きち んと お出 しになっ て

い ます。 わ ずか １ か月 しか日 本 語を勉 強 してい ない 学生 に， 専門 の発 表が でき るため の力

をつ ける には， こ うい う順 序 で こう いう ふ うに やれ ば， こう いう ふう につく と いうこ とを

教材化 したもの をお 出 しにな って いま す。 そ う いう優 れ た教材 を 基 に して， こう いう企 画
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が でき たの だと 思い ます が， 並々 な らぬ 努力の 結果， 今， 大 変い い成果 を上 げて いると 拝

見 し ま し た。

た だ
，

こ れ か ら 予 算 な り
，

い ろ い ろ な こ と が 出 て く る で し ょ う
。．

今 の ま ま と い う こ と は

恐 らく あ りえま せ ん。 その 中 で， これ だけ 時間と 労力 を 使 う教 育が， 果た してセ ンター 全

体の バラ ンス の中 で どれ だけ 認め られ ていく の か，、
ある い は どれ だけ正当 性がき ちんと 評

価さ れる のか とい う こと は， 大 いなる心 配 の一つ で す。 こ れ から の状況 に応 じて， ６ か月

研 修コ ース の 中に い ろい ろな 工 夫を， さ らに内容 や 時間 配 分に して も変更 を加 えて， 弾力

的に 運用 がで きる よ うな 形に してい かな ければ なら な いの で はな いかと思 いま した。

次 に， 目本 語・ 目 本文 化研 修 コー スで す。 目 本文 化 を教 える コ ースと して は， まさ に理

想的 に運 営 をさ れて いる と 思いま した。 二一 ズの多 様 化 にこ たえ るた めには， いろ いろ な

試行 錯誤 をお 続 け になっ たと 思 いま すが， 大変 成功 した プロ グラ ムが でき てい ると 拝見 い，

た しま した。 こ れ は， プロ グラ ム をコー ディネ ー ト して いる 専任 教官 の能力が 非常 に高 い

と いう こと と， プロ グラ ム ヘの 学外， ある いは学 内か ら の大 き な支援 があって のこ とと 思

いま す。 い ずれ に して も， それ をき ち んと シス テ ムと して運 営 して いく ため に教官 がや っ

て いら っ しゃる 仕 事内容 と い うの は， 敬服 に値す るも の であ ると 思 います。

先 ほ どの 午前 中 のセ ッシ ョ ンの 中で， 目 本語教 育の 比 重が 軽 いの ではない かと いう 提案

を 問題 提起 と いう 形で させ て いた だき ま した。 題 の 中に も あり ま したが， このコ ース はほ‘

と ん ど目本 語 で行 われ てい きま す。 そ れ から， 合 宿 や里 親制 度 な ど， いろ いろな 活動 の中

で， 目 本 語を 実際 に使 わ ざる を えな い状 況に学 生を 追い 込 ん でいま す。 そ うする と， 実践

から 学ん だ目 本語 の ほうが， コー ス で学 ぶ目本 語よ り も， も しか した らコミュニ ケー ショ

ンカ が っく かも しれな い とい う こと も拝 察でき るの で， 今 後， も し何 かできる こと があ れ

ぱ， 日本 語の， 特 に 実際 のコ ミュ ニ ケー ショ ンの場 で 培 われ る力 ξ は違った目本 語 能力，

そ れ も かな り上の レベ ル の目 本 語 め授業 が でき れ ばい い なと 思い ま した。

最後 は， もっ
．
と も 瞠目 すべ き 総合 目本 語コ ース です。 信 じられ ませ ん。 これは目 本語 教

育に 対す る 一種 の挑 戦で すね。 と いう のは， 目本 語 教育 とい う もの は原則 的に二一 ズベ ー

ス で 行 われ ていま す。 つま り 目 韓 プロ グラ ムの学 生 であ れ ば， こう い．う 二一 ズだから， そ

れ に合 わせ た目 本語， 目 韓 に合 っ た目 本語 を教 青 しよう。 短プ ロの 学生 であれ ば， こう い

う 目的 で， こう いう ふう に 目本 語 を学 び に来て いる のだ か ら， それ に合っ た能力 をつ けて

や ろう。 あるい は， 大学 院 生に は こう い う能力， 例 え ばう ちの 場合 で は， 工学 部と農 学部

で は要 求 され るも のが違 う の で， 農学 部 に合っ た目 本語 能力， 工 学部 に合った 目本 語能力

一 ４７ 一



と。 つま り， 二一 ズに合 わせ てそ れ ぞれの コース を提 供 する こと が， 原則 と して 今の 大学

で 行 われ て いる目 本 語教 育で はな い かと思 いま す。

それ を とに かく， 先 ほ どの ６ か月 研 修コ ース以 外， 初 級 以外 の 学生 を全部 ひっく る めた

の です。 そ して， 総 合 目本 語 コース と した ρです ね。 今 の とこ ろ レベル が七つ あり ま す。

そこ に 来た 初級 の 学生 は６ か月 に 入れ るわ けはな い です ね。 そ こ でも初 級は開 いて いる の

です ね。 そ うす ると， 先 ほ ど６ か月 のと ころ では 言 いま せ んで した が， ６ か月 は数 が どん

どん 減っ て いる はず です。 なぜ かと いう と， こ の 地域 に も どん どん留 学生セ ンタ ーが でき

て， そ こ の学 生を 預 かっ て６ か月 をや ると いう シス テ ム自 体 がも う崩 れて いる からで す。

そ う する と６ か月 研修 コ ース は，２０名 ぐらい の定 員 にな って い ると 思いま すが， とて も 定

員 を満 たす こと は でき ませ ん。 そ こ で， 集 中と いう 形 で初 級 が行 われ ます。 そ して， 総合

目 本語 コース で も， こ れ は毎 目１ コマ ずつ ５回， そ れ が初 級 か ら上級ま で あると。 これ は

始 ま っ て， そ れ ほ ど の 帯 間 は た っ て い な い で し ょ う。
ま だ

， ３ 年 ぐ ら い で す か
。

’

（ル チラ） ５年 で す。

（越 前谷） そ ん な にたっ て い ま したか。 す みま せ ん。 本当 の とこ ろ， どうな のか なと。

何 か， とて も面 白い こ とが 起き て いそ う だなと （笑）。 でも， 本当 に基 本的 な姿 勢を 全く 変

え た， 恐 らく 新 しい教 育が 何 か行 わ れて いるの で はな い か。 ある いは， そ こで の トライ ア

ル でや られ てい る いろ いろ な 試 みは， も しか した ら私 た ちに 教 えてい ただ ける ので はな い

かと い う期待 を 非常 に 抱 かせま す。

つ まり， 先 ほ ど私 が 目本 語 教師 と して勉 強さ せて い た だい たと 言った の は， ま さ しく こ

こ です。 今ま で二 一 ズベ ース 以 外 のコ ース づくり を しよう と は考 えて いませ ん で した。 苦

しい 中で， 目 韓が 来 れ ば目 韓の た めの 日本 語， 短期 が 来れ ば 短期 のた めの目 本語 をとい う

ふう に， 個 別 に目 本 語コ ース を設 営 してきま した。 そ うす る と大 変お金 が かかりま す し，

全学 に負 担を お願 い しな け れ ばな らな い、 頭 を 下 げな けれ ば ならな い部 分が 非常 に多く な

る わ けで す。 それ を一 気 に， こ う いう形 で解 決 牟さ いま した。

た だ， この 評価 の 中で も指 摘 を させて い ただき ま したが， こ れ は， 所詮 は補 講 です。 で

す か ら多 分， 謝金 べ一 ス の財 政 的な 裏 づけ で しかあ りま せ ん。 そう する と， 先 ほ どもお 話

が あり ま した よう に， 今後， こ の大 学と いう 環境 の 変化 の 中で， こ の補 講謝金 とい うも の

が どれ ほど配 分さ れる の か。 も しかする と多く な る かも しれま せん。 どんと 一ま とめ に大
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学に 配分 される わ けです か ら， その 中の 分捕り 合 戦で 留学 生セ ンタ ー がたく さ んのもの を

取れ る可能 性も あり ます が， 大 変財 政的 に弱 いも のを べ一 ス に， 全学 に対 しての 目本語 教

育を 提供 してい る わけ です。 だか ら今後， こ この とこ ろ で新 しい 教育 方法 なり何 なりを 確

立 していく ため に， それ か ら私 ども， 後 につく 者 にお 教 えい た だく た めに も，
ぜ ひ財政 的

な裏 打ち をもう 少 し しっ かり お 取り にな って， こ う いう ふう にや れ ばこう いう ことができ

るよ という こと の先 鞭 をつ けて いた だけれ ば，私 ども と しては 大変 あり がた いと 思います。

こ のほ かの教 育活 動と して， 目韓 共同 理 工系学 部 学生， あ るい は短期 留 学プロ グラム，

教養科 目と して の 目本事 情 な どが ありま すが， と に かく この ８年 の間， 極め て高 い水準 の

教育 を維 持な さって いま す し，実践 され てき たこ とは，こ の資 料の 中 からも・う かが えます。

さま ざま な困難 を抱 え なが ら， 留 学生 のい ろい ろな 能力 を向 上 させる ための 教 育活動 を展

開 な さっ てきた こ とに 心か ら敬 意 を表 しま す。本 当に 全国 の留 学 生セ ンターと 比較 して も，

極め て高 い教育 水 準のセ ンター で ある こと は間 違い ない と思 っ ていま す。

（尾 崎） 越 前谷先 生が 今 おっ しゃ っ たこ とに 私も 全く 同感 で す。 ただ， 外 部評 価とい う

立場 で， 二つ だけ取 り上 げてお 話 を したい と思 いま す。

まず， 目 本語 教育 の総 合 目本 語 コース と いう もの です が， そ もそ も総合日 本 語コース が

生 まれ たき っか け は，短期 プロ グラ ムが 始ま って，目 本語 教育 をや ら なけれ ばな らないと。

と ころ が， 短期 の学 生 だけ の目 本 語プ ロ グラム を作 る にはリ ソー スが 足り ない。 人の面 で

も， 予 算の 面で も足 りな い と いう こと で， 総合 目本 語コ ース と いう もの は， ある 意味， 教

育 理念 に 基づい てス ター ト した の では なく， 対 症療 法的 に選 ば ざる をえな かっ たこと では

な かろ う かと思 いま す。

多く の大 学で は， 大学 院 等 で勉 強を して いる 学生 のた めの， いわ ゆる補 講と いう形 で目

本 語授 業 を設定 して いて， そ こで はい ろ いろな 背景 を 持った， いろ いろ な専門 の学生 が集

ま って， 一 般的 な目 本語 の 授 業を 受 けて いると いう こ とが 実態 と してあ るわけ です。 私た

ちのと 二ろ もま さに そう で す。 名 古 屋大 学の 場合， 短期 交換 留 学をス タ ー トさせ た９６ 年の

段 階 では， やは りこ の 学生 た ちに 単位 を 認定す る， そ れだ けのカ リ キュ ラム をきち んと し

なけ れ ばま ずい とい うこ と で， 独 自の コ ース を作り ま した。 そ のた め に目 本語プロ グラ ム

の予算 がつ いた わ けで はなく て， 結局， ６か月 の 予備 教育 の予 算等 をや りくり すると いう

形 で， 一 方を削 って 一方 を 作 ると いう 対 応をと っ たわ けで す。 同 じよう に目 韓の プロ グラ

ム につい ても， 目韓 の 学生 だ けを 対象 と した もの を作 り， これ は 工学部 等全 学的 なバック
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ア ッ プを 得て， 別 コー ス とい う形 でやっ て きて いま す。

です か ら， 留学 生の 留 学目 的や 特性 に応 じて， グルー プ ごと に目 本語 教育 を設計 して，

細 かに 対応 する と いう 伝統 的 なや り方 と， もう 一方 で は， いろ いろ な背 景の 学生 を対象 に

す る一 般的 なコ ース が あっ た わけ です。 と ころ が今後， 予算 等 が厳 しく なるこ とは もう月

に 見え て います。 どこ の大 学 でもこ れ以 上， 学 生の 二一 ズが 多 様化 して いく こ とに対 応 し

き れ な い から， 金沢 大 学の よう な総 合・目 本 語コー ス を 作ら ざる を得 ない だろうと いう議 論

が， こ こ数 年の間 に 広 がっ てき て いると 思 います。 そ う いう 意 味で， 金沢 大学の 総合 目本

語コ ース が どうな っ て いく の かと いうこ と に非 制こ関 心を持 っ て見て いま す。

こ のコ ース を どう 評価 したら いい かと いう こと で すが， 今 回 の報告 書を 見る 限り， いろ

いろ と工 夫をな さ っ てい ます。 例 えばＣ １と い う， 初級 と中 級 の間の よう な レベルを 設定

しな けれ ばうまく い かな いと， 実降 に教 育を した と ころ から 間題 を発 見 して， 新た にレベ

ル を 作ると。 と こ ろ が， 教材 が 無い ので す。 市販 の 教材 で対応 できる もの があり ませ ん。

名 古屋 大学 も全く 同 じ間 題 を抱 えて いま すが， 金 沢の 場合 は Ｃ１ とい う レベル で教材 開発

を して いま す。 こ うい う とこ ろ は非 常に 評価 でき ると 思 いま す。

ただ 同 時に， ど れ だけ の教 育成 果 が上 がっ たか とい う こと で我々 は評 価 をされ ます。 で

す から， 教 育め 成果 を どうい う形 で測 っ て報 告を する・か。 それ から， 誰 に 対 して という 問

題が ある と 思いま す。 一つ は， 我々 はテス トをや って 成績 管理 を して います。 こ の成績 管

理の 面 で， 金 沢大 学 は 非 常に シス テム が整 って お り， 学生 の成 績 をき ちんと 出 している と

いう 面 では素 晴 ら しい と思 いま す。 例 え ば， ６ か月 の 予備 教育 で日 本 語能力 試験 ３級 を受

験さ せて 何人 通つ た と か， Ａ， Ｂ， Ｃ の グ レー ドで出 して いる な ど， こうい うや り方 を今

後 もお 続けに なる と 非 常に 説 得力 が ある。 こ れだ けの 成果 が 上がっ て いると， ある程度 言

える と思 いま す。 そ れ か ら， 古城 先生 が おっ しや った， 留 学生 の行 き先 のと こう で先生 が

たが どう 評価 する か， これ も 大事 なと こ ろだと 思 いま す。 何年 も続 けてく る と， 多分， 学

内的 には そろ そ ろ評 価 が決 まつ て いる の では ない で しょう一か。 恐 らく， 良く やっ ている と

いう 評価 を 得て い らっ しや る と思 いま す が， 時に は外 部評 価， セ ンター 外の 先生 がたの 目

本 語 プロ グラ ム に対 する 評 価 も必 要 にな ると 思いま す。

総 合 目 本 語 コ ー ス に 戻 る と， 成 績 は く， Ｂ， Ｃ， Ｄ と な つ て い て，
何 人 合 格 し て ど う だ

と い う数 字が 出て いま す。 そ の数 字 につ いて どう評 価 する か， これ でい いの か どうか とい

う こと を書 かな けれ ば， 自 己評 価 にも な らな い し， 外 部評 価も でき ない とい うの が実感 で

す。
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今 朝， いろ いろ な追加 の 資 料を 頂きま した。 報 告書 を読 ん で分 か らな かったと ころ を中

間報 告に 書いて お いた ら， 私カ…知 りた かった 情報 は全 部頂 けま した。 今朝， 頂 いた情報 の

意 味合い は， 私に はま だ読 み 取れ な いのです が， 例 え ぱ 短期 留 学生の 目本 語の 成績の 結果

がき ち んと数 字で 串て いま す。 これま で２４６名 の かた が 短期 交 換留 学生で目 本語 のコ ース

を 取 っ て
，

優 が ９３
，

良 が ７２， 可 が ４３， 不 合 格 ま た は 放 棄 が ３８ と な っ て い ま す。 こ の 数 字

を どのよ うに 考え てい く かと い うこ とは， 先 生が たが 評 価な さ るこ とだ ろう と思いま す。

た だ， Ａ ＢＣ の ばらつ き を 見た とき に， 短期 の留 学 生に とっ て Ｃや Ｂと いう成 績は決 して

ハ ッ ピー なも ので は ない の では ない か， 本当はＡ を も らって 当 たり 前 ぐらいの 気持 ちで来

て いる ので はない かと い う こと もち ょっ と考 えて しま．う の です。 そ うす ると， 短期 で来た

学 生が 総合 目本 語コ ース の 七つ の レベル， ある い は七つ 全 部と は いわ ないま でも， 五づ な

どに ばら ばらに出 て いっ た とき に， その すべて の学 生 の目 本語 の習 得状 況を どの よう にモ

ニタ ー し， 個 人的 に ケア してい ける の かな どと， や はり 総 合目 本 語コ ースを運 営す るう え

で の ご苦労 はす ごく ある と 思い ます。 ある部分 はう まく い って い て， ある部 分は課 題 であ

ると い うとこ ろ を教 えて い た だける と 良かった。 と て も大 事 なお 仕事 を してく だ さって い

る ので， ぜ ひもう 少 しク リ アな 評価 が頂 けれ ばあり が たい と 思い ます。

それ から， 予備 教 育の 学 生数 が減 って きて どう なる かと い う間 題 は， 将来 構想 に関 わっ

てき ま す。 名 古屋 大 学 も どうす る かは頭 が痛 いの です が， 選 択肢 の一 つと しては， 非 常に

密 度の濃 い， 非常 に効 率よく 成 果 が上 げられ る目本 語 教育 は， グロー バルに 見た とき に売

れ るの では ない かと。 こ れ ま では 文部科 学省 の縛り の 中 で， 文科 省が 送ってく る 学生 を受
．

け入れ て， 後 は若 干 学内 の 学 生を 拾う ような 形で 何と か 定員 を埋 め なけれ ばい けない とい

う こと で したが， そ う では な しに， も う少 し戦略 的 に生 かす 道 はな いかなと いう こと を考

えたい。 金 沢大 学も 十 分な 実 績が おあ りです か ら， む しろそ う いう 教育成果 をア ピー ルな

さ っ て
，

そ れ を 一 つ の 売 り に す る よ う な 可 能 性 は な い の か と
。

富 山 や 石 川，

．
新 潟 で も

，
北

陸地域 で， も しかす る と短 期 決戦 で， 非常 に効 率の いい 教育 を して いる機 関に留 学生 を集

めるこ とも 有り 得る わ け です。 言 い換 える と， 大学 によ って は， 国 費研 究留学 生の６ か月

は自分 のと ころ で はペイ しな い から どこ かにお願 い しよ うと い うとき に， 民間の目本 語教

育機 関にお 願い する か， そ れ と も大 学で， 専門 の先 生が いる と こ ろにお 願い をする かとい

うこ とは 多分， 大 学を 越 えて 起き る 可能性 が十 分あ ると 思 いま す。 そ の辺り のことも 含め

て， 研修 コース の 将来 を検 討 してみて はどうか なと 思 いま した。
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（細川） 私 からは， 教 育活 動 関係 と 地域 の問題 も含 めて コメ ン トをさ せてい ただき たい

と 思い ま す。 初め に紹介 が あり ま した が、 私も ８６～９０ 年ま での ５ 年間， 金 沢大 学の当 時の

教養 部 にいま した。 今の 留学 生セ ンター の 前身の， 学 内措 置 と しての 留 学生教 育セ ンタ ー

の さら に前 身の， 学 生部 日本 語 講座 の設 立 に関わっ た 記憶 が あり ます。 そ のとき は， ま さ

に総 合 目本 語コー ス のよ うな も のが発 端 になっ て いま した。 つ ま り， 当 時の教養 部が 教養

部 と しての 日本 語・目 本 事情 と いう 講座 を始 めた ので すが， そ こ に全 学の 大学院 生から受

講 した いと いう希 望が あっ た の です。 と ころ が， 当 時 は非 常 に強力 な 教養 部だっ たので，

それ を 突っ ぱねて，
ｒ教養 部以 外 のこ と はや らない」と いう 経緯 が あった わ けです。そ れで，

どう する かと いう こと を 学生 部長 が 中 心に なっ て 考 えて， 学生 部 に日 本語 講座と いう全 学

的 な組 織を置 か ざるを 得な く なり， 私が 日本 語教 育が 専門 だと い うこ と で， その コーデイ

ネ ー ター を引き 受 け， そこ か ら だん だん と留 学生セ ンタ ー 構想 が 生ま れた とい う経緯が あ

りま す。 そこ で行 われ てい た こと は， あ る意 味で は， 話題 に出 た 総合 目本 語コース と ほと

ん ど同 じような もの だ ろう と 思い ま す。

今， ちょ う どそ の こ とが 話題 に なっ て います。 こ れが 今 回の 外部 評価 と連 動する か どう

か分 かりま せん が， 私 に律， 貿学 生の た めの目 本 語教 育が 常に 専 門教 育へ の橋渡 しであっ

て い いの かとい う思 い がず つと あ りま した。 つ まり， 一 種の 教 養 教育， 言 語教育 と して，

自 立 してい かな けれ ば なら ない の で はな いかと いう 思い が ある わ けで す。 もちろ ん専門 教

育 を無 視す ると いう わ けで は ありま せ んが， ある目 標が あっ て，
毛 の目 標 に役立 たせる た

め に目 本 語教育 をす ると い う発 想 に立 って いる ξ， 日本 語 教育 は い？ま で も下請 け機関 で

な けれ ばい けませ ん。 学部 の入 試 尋を は じめ当 事者 能力 を持 っ て いな いと いう宿命 を目 本

語 教 育自体が 持っ て いる わ けで す が， そ こを どうや って 越 える かと い うこ とを， 目本語 教

育 の人 が考 えな けれ ばい け ない と 最近 思っ て います。 です から， 先 ほ ど学 習者 二一 ズ論 が

出ま し・たが， 私 は現 在， む しろ 反 二一 ズ論 者と いっ た 方が いい か も しれま せん。 つまり，

二一 ズ がある か ら目 本語 教 育を や ると い う立場 に 立って いる と， 巨本 語教 育自 体の非自 立

性 をい つま でも越 えられ な いと い う こと です。 も ちろ ん， 何の た めに やる のか。 確かに そ

う いう 要 求があっ た らコ ース は作 ら なけ れ ばいけ ない。 ある 程 度， 制 度的 なシステ ムと し

て の要 求 には応 えな けれ ば い けま せ んが， そ れは それ と して 行 いつ つ， 結 局， 言 語教育 は

何 のた め かとい うと ころ を 考 えて い かな けれ ばな らな いと 思い ま す。 そう いう意 味で は，

こ の 総合 目本語 コース と い うも の を どう いう ふう に位 置づ けて いく か とい うこと は， 留 学

生 セ ンター と して の 自 立性 に かか って い る し， 非 常に 大きく い え ば， 教育 スタ ッフー 人一
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人 の言 語観 なり 言 語教 育観 とい うも のに 支え られ て いく ので は ない かなと 思いま す。

そ こで， 私な り に方 向性 と して， 地域 との 連携 を 考 えるこ と ができ ると 思って います。

と いう の は， や は り目 本語 母語 話者 と非 母語 話者 と の連 携と い うか， 単 に教える， 教 えら

れる 関係 では なく， と もに 学ぶ と いう関 係を 作っ て いく ため に は， やはり 大学の 中でも，

大学 の外 との 関係 もそ う です し， 目本 語学習 者 が目 本 語を通 して いろい ろなこ とを発信 し

てい けるカ をつ け る。 金沢 の 場合 は，・そ うい う こと が でき る可 能性 の土 壌が十 分にある と

考えま す。

しかも， 金沢 で は， この こ とを 一っ の目本 語 教育 と して位 置 づけ よう とする試 みが具 体

的な活 動と して，す で にな され て いるこ とが 午前 中 のヒ アリ ン グのと きに 紹介 されま した。

そ れ をぜ ひ， 形に して 発信 して い ただく。 金沢 に はこ うい う教 育 実践が あると いうこ とを

もっと 世 界に開く とい いま しょう か， 全国 に開 いて い ただく こ と によって， 目 本語教 育そ

のも のの位 置 づけ を考 え 直 していく， 問い 直 していく よう なき っ かけに 十分にな りう る，

そう いう意 味 で私 は評 価 を して います。 た だ， それ が 現在 のと こ ろ， ま だ明 確な 形で 現れ

ていま せ ん。 潜 在 的な 形で は ある よう です が， 明確 な 形で 現れ て いない ので， ぜ ひ形 に し

て い た だき たい と 思っ てい ま す。

１
、

（中山） あり が とう ございま した。 以 上の ご報告 に つい て， ご質問 はあります か。 後 か

らで も， 何 か ありま した らお 願 い した いと 思い ま す。

そ れで は次 の項目 と して， 相 談指 導活動 と いう 項目 につ い て， ご報告 を頂き たいと 思い

ま す
。

（古城） 朝 ９時 から 頑 張っ て いま すと，
」そ ろそ ろ疲 れ てき ます。 皆 さんもお 疲れの．よう

で す の で， 話 を 簡 潔 に さ せ て 戴 き ま す。
Ｉ

金 沢大 学留 学生セ ンター の 相 談指 導部 門が 全国 で も トップ クラ スの 活動実績 を上 げて い

るこ とは， 午 前中 から 午後 の ヒ ァリ ン グ等で すで に確 認 がで きて いま すの で， そのこ と に

ついて は 詳 しく 繰り 返 さ ない こ とに しま す。 ポイ ン トと して，．
や はり 少 し広 い意 味での相

談支 援活 動と いう もの に は， あ る意 味 では自 然 な形 で外 国人 と 共生で きる 杜会， 文化， そ

うい う仕 組み を広 めて いく と い うこ とが 基本 に なけ れ ばいけ な いの ですが， その こと を明

確 に して いる とい う意 味 で評 価 を してい ると い うこ とを 申 し上 げたい と思 います。 地域杜

会 との連 携や，目 本人 学生 と の 種々 の交 流活 動，ある い はＫＩ ＳＳ の活 動支援 につ いても，
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そ の こ とが 大 事な わけ です。 金沢 大 学の 学生， 院 生， ある い は金 沢 大学 を取り 巻く 地 域の

皆 さ んが， 留 学 生 ある いは外 国人 研 究者 をリ ソース と した 相 談支 援 を中 心とする 活動 によ

っ てそ う いう チ ャ ンスを 得て いる と評 価す れ ば， 少 し広い 意 味で， こ うい う活動 が重 要で

ある と さ らに 認識 が され ると 思っ ていま す。

一 方 で， 学 内に お いて は， 追加 資料 で頂 いた相 談 件数 の 多さ も さる こと なが ら， 留学 生

か らよく あ る相 談 の一 つ は， 学 習 や進 路問題 だと。 私も 工 学部 ・ 工学研 究科 にいた ことが

ある ので よく 分 かり ま すが， や はり 自分 の指 導教 官 には 言 えな い悩 みが， どこ で， どう い

う 形で， ある 意 味 では 解決 され たり， 方 向づ けさ れた り して いる か とい うこと を， このデ

ータ は よく 示 して い る と思 いま す。 留学 生が， 行 き詰 ら ない とき は何 の 問題も なくそ の研

究 活動 を進 め てい る と 思いま すが， 少 しつま ずき そう と か， 見通 しが 璋く なっ たとき に，

や はり 自分 の指 導 教 官に はな かな か言 え ない 面が ある と いうこ と をこ のデ ータ は示 してい

る と， 金 沢大 学 の 関係 者 は認 載 してい る と思 いま す。 また， そ の こと は， ある 意味 で相 談

指導 部門 が機 能 して い ると も いえる と 思 います。 もち ろん 経済 問題， 住 宅 問題な ど通 常の

問 題も あり ま す が， こ の件 数の 多 さが， 決 して 飛 び抜 けて 多い わ けで はな いです が， 機 能

してい るこ と を表 して いる と思 いま す、

また 一方 で驚 く べ き は， 目本 人 からの 相談 の内 容 です。 しか も目 本人 の教 官か らの相 談

もお よそ ３００件 中 ６０～７０ の件 数 が あると い うこ とは， 逆に， 各部 局の 先生 がた， 留 学生 に

関 わる いろ いろ な 教 育関係 の 人が， 留学 生と の問 題 で相 談部 門と 連携 している こと を表 し

て い ま す
。

ご の こ と も
，

実 は け っ こ う 全 国 レ ベ ル よ り も 高 い よ う に 思 え て，．
あ る 意 味 で は，

留 学生セ ンタ ー が か なり 信頼 され て いる こと を実 証 して いる と思 いま す。 さ らに， 事務官

か らの相 談も けっ こ う 多 いよ うで す し， もち ろん 目本 人 学生 か らの相 談も 多 いとい うこと

で， この デ」タ は， 何 を 強調 して， 何 を どう 読む かと いう こと を示 唆 して いく 流れ もぜひ

作っ ていく 必 要が あ る わ けで すが， 地 域杜 会， あ るい は金 沢大 学 の中 で教 官に 対 して， 留

学生 に対 して， 目 本 人 学生 に対 して， それ ぞれ， この 部門 が十 分 に機 能 してい ること を表

して いると 思 いま す。

あと 更 に感 激 した こと は， 留 学 生課 等の 配慮 も あっ て， 大学 会館 に ＬＡ Ｎの 端末を引 い

た う えで の海 外 留学 フェ ア とい っ たも のが 非常 に活 発 にな され てき つつ あり ます。これ は，

日本 人 が海 外 へ雄 飛 して 行く 流 れ にす ぐに はつ なが りま せ んが， き っと こ のチャ ンス を利

用 して， そう い うも の かと いう こと が 分 かった う えで， 検 討を しは じめる 学生， 院生 が大

変多 いこ と だろ うと大 変 う らやま しく 思い ます。

匿
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各 大 学と もいろ いろ なオリ ェ ンテ ー ショ ンをや って いま す し， 学 んでい る留 学生をリ ソ

ース と した大 学紹 介， ある い は留 学か ら帰っ てき た目 本 人を 活用 した 講演会， ス ピー チ，

ブー ス を設 けた活 動は して いま・す が， 先 ほどの岡 沢先 生 のパ ワ ーポイ ン トによ る説明．な ど

を 見て います と， 目に 見え て活 発 に， この 海外 留学 フェ アが な されて いる こと も， 十 分，

金沢 大 学の学 内の 人に知 っ ても ら わな け ればい けま せん。 ま た， そ のこと でもっ て， 本当

の意 味 での国 際的 に通用 す る人 材 に 学生が なっ ていく と いう こ とを認 識 しな けれ ばい けま

せ ん。 私も含 めて です が， す でに 大学 の 教授な い しは助 教授 に なっ ている 人 は， ほと ん ど

が外 国 へ行っ て生 活を した り， 勉 強 を した経験 を持 って いま す。 そ のこ とで自 分の人 生が

大き く 変わっ て， 自分 の考 え 方も 生き 方 も変 わって， 積 極 性も つい て， そ して 今目 がある

とい う こと を十分 に知 って いま す。だか ら，なお さ らその チャ ンスを たく さ ん作っ てや る。

そ して， 金 沢大学 へ行 け ばそ う いう チャ ンスが たく さ んあ る， そう いう 大学に なって い か

な けれ ばな らない こと は はっき り してい ます。 そう い う意 味で， 海 外留 学フェァ 等 に かか

る企 画 は， 私たち にと って 見 れ ばと ても う らや ま しく もあ り， また， どうか大き な 成果 を

上 げて いって ほ しいと 願う 結 果 にな って いま す。

今 ま での話 で私 の評 価結 果 は伝 わ って いる と思 いま す。 どう ぞ よろ しく お願 い しま す。

（中山） ほ か の 先 生 か ら， 特 に あ り ま せ ん か。

（尾 崎） 三点あ りま す。 最 初 に， 「指 導教官 懇談 会」 と報 告 書の 中に ある のです が， 現 在

どう い う状 態で運 営 され てい る かが よく 見 えませ ん。 指導 教官 の 先生 がたは お 忙 しい し，

全員 が 一同 にとい うこ と は恐 らく 無 理 なの で， 年 に何 回 か懇 談会 を開 いて， お時 間の ある

先 生に 来て も らう。 こ れ は、 留 李 生を引 き受 けた 教官 が年 に １回 は義 務的に 出る とい う形

に しな けれ ば， 出 ない 方 は一 生 出 ない かも しれま せ ん。 指導 教官 懇談 会を 何らか の形 で制

度 化す る ことが 必要 です。 そ れ から，
ｒフ ロ ン トライ ン・ミ ーテ ィ ン グ」 も （仮称） と なっ

て いま す が，でき れ ば仮 称が 取 れて，も う少 し組 織図 に位 置づ け られる とい いと 思います。

ｒ留 学生相 談指 導専門 委 員会」，こ れも 今 どうい う状 況で ある かと い うこと は報 告書 からは

読 み 取れま せ んので， 全 体と して， どう いうふ うに シス テム と して動 かすかと いう視 点が

や は り大 事だ と思いま す。

そ れ から， 先ほ ど畑副 学 長が お っ しや って いた， 送り 出 しの 課題 です が， ま ず， どれだ

けの 金大 生が 海外 に出て い る かと いう 現 状を どこま で把 握 なさっ て いる か。 実は， 資 料 の
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中 に 数字 が出 ていて， 今 朝 ほ ども数 字を 頂きま したが， 大学が 把握 して い なく て も 私費 で

出 て いっ たりと， い ろい ６な ケー スが あ ると 思いま す。 ま ず， そ の辺り の情 報 をきち んと

把握 す るこ とが 必要 です。 帰 って きた 学 生が，
ｒ留 学 は非 常に いい よ」 と， あ る種， 他 の学

生 に影 響を 与 えてい ると いう 報告 を受 けま したが， そ れも もっ と意 図的 に， そう い う学生

に協 力 を しても ら ラ仕 組 みが ある とも・う少 し日 本 人の 学生 が出 て行 きや すく なる と感 じま

し た
。 一

（越 前谷） 学生 を海 外へ 送り 出 すと き にいち ばん の 障害 にな ること は， 恐 らく 各学部 の

シス テム ではな い で しょう か。 例 えば， 短 期で 語 学学習 に 出た い。 相 手校 は， アメ リカ で

あ れ ば ５ 月 に 終 わ つ て ６ 月 か ら 始 ま る。
６ 月

，
７ 月

， ８ 月 と ３ か 月 あ る と い う 場 合 に
，

恐

らく金 沢大 学は ７月 の何 日 ぐ らいま で授 業 をや って いる。 そ の間， どう する かと いうこ と

は， 各 学部 がき ちん と対 応 しなく て は いけま せ ん。 ある い はＵ ＭＡＰ， あの組 織 のやり 方

が いい 悪い の議論 は さて おき ま して， や は り グロ ー バル な視 点 で単位 をき ち んと評 価 して

い こう という 動き で ある こと に は間 違い な いわ けで すか ら， それ を取 り入 れる に しても，

ある い は何 か改善 策 をす るに しても， 全 学 的に組 織 と してや らな けれ ばな らな いこ とは や

つ て い かない と， いく ら留 学 生セ ンタ ー が 短期 の語 学留 学の バック ア ッ プ， あ るい は相 談

に応 じた と しても， 実 際 に単 位 に関 わる 部 分， ある いは 授業 料に 関わ る部 分がき ち んと整

備 さ れて い なけれ ば， な かな か 学生 は出 たく て も出 られま せ んの で， そ こ のと ころ は全 学

で問 題 解決 に取り 組々 で いた だき た いと 思 いま した。

（中 山） あ り が と う ご ざ い ま
Ｉ
し た

。
ほ か は

，
よ ろ し い で し ょ う か

。

こ の指 導支援 に 対す る ご報 告 につき ま して ご質 問等 が ありま したら， 後 ほ どお 願 い しま

す。

そ れで は，５番 め の項 目の 地 域・杜会 貢献 とい うこ と で，
ご報 告 を頂き た いと 思いま す。

．石 原 先 生
， お 願 い し ま す。

（石 原） こ こに 書い てあ る とお り です。 地域・ 杜会 貢 献につ いて は， 多様 な 取り 組み を

し て お ら れ ま し て，
そ の 点 は 高 く 評 価 さ れ る の で は な い か と 思 っ て い ま す

。
た だ

， こ の・自
。

己評 価 表で は， １２７
’ぺ 一 ジか ら 時系列 的 に並 ん でいま す が， 例 え ば留 学セ ンター と して，

地域 ・ 杜会貢 献のカ テ ゴリ ー で， 例 え ば先生 が ある領 域 に季 画す ると か研 究す る な どと，
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書

ト

もっ と書 いた ほう が 分 かり や すい と思 います。 ただ， 実 際こ こ に書いて ありま す， 留学生

シ ンポ ジウム の 報告 や研 修コ ース の文 集， 金沢 学へ の招 待報 告 書等， この内容 そのもの に

つ いて は， 私 は 大変 いい 成果 を収 めて い ると 思って いま す。 できれ ばこういう ものに，
大

．

学 の図 書館や 関係 機 関 な どだけ では なく， 広く 市 民の かた も参 画 し， こ ういう報告書が読

めるよ うな 工夫 を して いた だけ ると， さ らに いい ので はな い かと 思っ ています。

それ から， １２８ ぺ一 ジの とこ ろ にあ ワます が， 子 供 たち の国 際 交流 の一環と して 留学生

た ちが 学校 へ来 てく だ さる とい うこ と で， 平成 １０年 度， 各 学校 が いろ いろと留 学生セ ンタ

ー にお 話 を して， ま た， ばら ばら に行っ たた めに， いろ いろ と ご迷 惑をお かけ したようで，

窓 口 を決 めよう と いう こと に なりま した。 私 ども．はそ の こと を非 常に 大事に 考えており ま

したが， ここ に ｒ次年 度 から 金沢 市教 育委員 会 での取’り 組み が なされ ず」 と 書い てあり，

これ は私 自身も どう いう意 味 かよく 分 か らない ので すが， 学 校 のほ うもカリ キュ ラムが あ

って， こ の目が 良く て も 向こ う はだめ と いうこ とも ありま す の で， そ ういう 調整 機能 があ

ると いい と思 いま す。 こ れは かな り難 しい条件 がい ろい ろと あ って， 文科省 か何 かの プロ

グラ ムを 実施 した い とい うこ と で， 難 しいなと 思っ たこ と も事 実 です。 な かな か学校 のカ

リ キュラ ムの 中に 入 れる こと が でき ない という こと も あづた かと 思います が， 留 学生 が学

校 の子供 たち と触 れ 合う こと は， 留 学生 センタ ーと して は どう い う位置 づけ， どうい う考

え を持っ てい る かと いう こ とが 明確 に なれ ば， も う少 しや り やす い部 分が出てく ると 思っ

て います。 こ れは 「平 成 １０年 度限 り」 と 書いて ありま す が， 個 別 には いろい ろな形 でや っ

て いると 認識 して い ま す。

私は留 学 生セ ンタ ー の， 特 にこ こに お られる留 学 生が 地域 や杜 会 に出て 行く 部分と， 留

学 生セ ンタ ーのス タ ッ フが 専任 教 官と なっ て， いわ ゆる 杜会 貢 献と いう形 でこ のリソー ス

を地域 に貢 献 してい く 部分，そ れ から，い ろいろ な企 画の 中に 市 民を参 画させ ていく 部分，

こ うい った こと が， よ り 体系 的 にさ れて いく と， 留 学生 セ ンタ ーの 存在 が地域 に分 かりや

すく なるの で はな い かと 思っ て いま す。 この 中の 幾つ かに 私自 身も 参加Ｉさせて いた だき ま

したが， 留 学 生の 人た ち が非 常 に生き 生 き して いる と いう こと と， お 世話 してく ださ る先

生が たや 事務の か たた ち が非 常 に熱 心 だなと いう こと を思 いま した。 地域・ 杜会貢 献と い

うも の は， 志 があ って 頑 張る 気 がな けれ ば， な かなか でき な い分 野で もあり ます。 ただ，

私 は， 留 学生 の かた たち が持 っ てい る， ある 意 味での 活気 の よ さが金 沢大 学の学 生の中 に

入っ て いく こ とが， 留学 生セ ンター の 最大 の杜会 貢献 で はな い かと思 いま す。 そ ういうリ

ソース を， ぜ ひ金 沢 大 学の 学生 たち に 影響 を及 ぽ して い た だく こと で， 大学全 体で地域 貢
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献 が でき ると いう 部分 も， こ れ から ぜひ お願 い した いと 思 って い ま す。

（中山） あり が とう ござい ま した。 １２８ ぺ一 ジの とこ ろ に， 括 弧 ｒなお 次年度 か ら金沢

市 教育 委員 会 での 取り 組 みが な され ず， 平 成１０年 度限 り」 と あ りま す が， この意 味の 説明

を どなた かお願 い しま す。

（八重 浮） 私 が当 時・ この 橋 渡 しの係 を担当 して いま した。 簡 単 にいう と ■煩不同 で各

学 校 から留 学生セ ンタ ー に依 頼が 来て い たわ けです。 そ う する と， セ ンタ ー及び 留学生 課

は 今非 制こ忙 しい， ま た， ばら ばら に来 てい たの で， なか な か， それ がさ ばきき れな いと

い う ことが ありま した の で， 例 え ば， 前 期は 何月 何 目ま で と決 め ま して， 当時 は留学 生教

育企 画係の係 長 と私 の 二人 で やっ て いま した。 そう いう ふ う に， こ ちらの ほう からお願 い

を した とき には， お そ らく そ ち らの 担当 のか たは 教育委 員 会の かた で した ので， その ほ か

の 業務 をたく さ んや っ て いら した た め， 締め切 りが 間 に合 わな かった とい うこと で， あと

は個 別 対応 になっ た と 思 いま す。 だ から， 組 織と しての や り 取り がな され なく な ったと い

う こと が現 状です。 決 して 何 か して途 絶 えた という こと で は なく て， 手続き を決 めた がた

め に， そこ に壁が で き て しま った と 私 どもは認 識 して いま す。

（中山） あり がと う ご ざい ま した。 ほ かの委 員の かた か ら， 地 域貢 献につ いて 報告 は ご

ざいま す か。 で は， 地 域貢 献 につ い ての ご質 間は ありま す か。

課長 さ んのほ う から ちょ っ と補 足 があ りま す。

（五十 嵐） 先 ほ どの 件 をも う少 し補足 させ てい ただき ま す。 国 際理 解 教育へ の留学 生の

派 遣事 業につ きま して は， そ の後 も引 き 続き やら せて いた だ いて いま す。 一度， 県の 教育

委員 会， 市 の校長 会 等 にも， こ ち らか らお邪 魔を しま して， こ うい うこ とを考 えていま す

の でぜ ひと いう 話 をさ せて い た だき ま した。 その後， 県の 国 際 交流 協会 と相談 しま して，

向 こう に 全面的 な 窓口 をや っ て いた だ いて， 小学 校， 中 学校， 高等 学校 で金沢 大学を 希望

す る 学校 があれ ば， こ ち らに 連 絡 を頂く と いうこ とで， 今 も そ れは 継続 をさせ ていた だい

て い ま す
。

（ルチラ） 目 本 語・ 日 本文 化 研 修コ ース のカリ キュ ラ ムの 一 環と して， 毎 年， 中学校，
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高 校を 訪問 して いま す。 そ の とき には 教育委 員会 に 全 面的 な ご協力 を頂いて， 大 変感 謝 し

て いま す。 石原先 生 ご自 身も お忙 しい 中， 毎年， 学 生 にい ろい ろなこ とを講 義 してく ださ

い ます。 ま た， そ の とき には 毎回 のよ うに， 高 校の 先 生と の話 し合 いや， 子 供た ちと の 話

し合い とい うこと で，学ぶ 姿 勢や 教え る姿 勢につ い て，いろ い ろと意 見交換 を して いま す。

私 自身 はす ごく 有意 義な 意見 交 換が行 われ てい ると 思 って いま す。

（中山） あり がと う ご ざいま した。 ほ かに ありま す か。

５ 時を少 し過 ぎて いま す が， 先ほ どの ７項目 の うち， ３項目 につ いて ご報告 を頂き ま し

た。 そ の他 の孕 目に つい て， ご報告 いた だくこ と が あれ ばお願 い したいと 思い ます。 ござ

い ます か。 外部 評価 委員 の 皆様， よ ろ しいで しょ う か。

報 告はこ れ で終 わりま す が， せっ かく です の で， 指 導 的な 役割 を果た して活 躍 をされ て

いる委 員の 方々 か ら， 必 ず し も評価 とい うこ と では ありま せ んが， 今後 の金沢 大学 の留 学

生交 流 について， こ う いう こと を期 待 したい とい う こと を簡 単に 一言ず つ頂い て， この 報

告会 を終 わり たいと 思 いま す。

（畑） ありが とう ご ざいま した。先 生がた か ら頂 いた ご指 摘 に関 して， ３点 ほ ど私か ら，

ｒ今 後こ うやっ て いきま す。」 と いうふ うに， 自 信 を持 って は言 えませ んが， ｒ努 めさせ て

い た だ く
。」 と い う こ と で

， 中 し 上 げ た い と 思 い ま す
。

第 １点 は， 留学 生セ ンタ ー の独 立 した建 物が ない， 非常 勤講 師の部 屋が 狭く て乱 雑だと

い う ご指 摘で す。 これ は 古城 先生 を はじ め， い ろ いろ な先 生が た からも頂 いて いま す。 本

学 は総合 移転 の１期 移 転が 終 わっ て， ２期 移転 が あと ２年 ほ どで終 わりま す。 留学 生セ ン

タ ー の建 物 に関 して概 算 要求 は 出す のです が， こ の移 転絡 みで， 留 学生セ ンター の独 立 し

た建 物 はな かな か難 しい わけ で ご ざいま す。 文部 科学省 は既存 施設 の有 効利用と い う考 え

方 で して， 本 学で も各 学部 等 の共用 ス ペー スの ２０％ を出 せと いう こと でありま す。 その 作

業 も してお りま すが， 何 しろ 各 学部 等の 建物 か ら何パ ーセ ント出 して， これ を留学 生セ ン

タ ーの ため にとい うこ と にす る とい うこ とに なり ま すと， どこの 大学 でも似 たり 寄った り

だと 思いま すが， こ れは な かな か話 が簡 単 ではな いと い うこ と
、
で す。

今， 大 学 と し て は ２ 期 移 転 が 終 わ・る と
，

旧 教 養 部 の 建 物
，

総 合 教 育 棟 と い っ て い ま す が，

そ こ の自 然系の 先生 がた が新 しいと ころ へ移 りま す。 そ うす ると， そ こにス ペー スが かな

り できま すの で， そこ を ね らって いま す （笑）。 た だ， 教養 教育の ため の演習 室 をたく さん
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造る の だと いう考 え 方 もあり ま すの で， そこ と話 し合 い を して， でき る だけ留 学生セ ンタ

ーの た めの共 同研 究 室， も し・く は非 常勤 講師 の先 生が た が集ま れ るス ペー ズを 作って いき

たい と 思って いま ナ
。

実 は， すで に先 生 がた か らお 話が あり ま したが， 留 学 生セ ンタ ーが でき たとき， セ ンタ

ーの 先 生が たは， い ろい ろな 学部 等 の建 物 に分散 して いま した。 それ を少 し動 か して も ら

って， 今の 総合 教育棟 の ほう に大 半の 先 生が たの 研究 室 を確保 してい た だき ま した。 そ れ

か ら， 非 常勤 講師 の先 生 がた の部 屋 も造 れと いう こと で動 いた の です。 旧 教養部 の人文 杜

会 の 共同 研究 室と いう も のが あり ま して， こ れは かな り広 いの で すが， そ こを人 文杜会 の

先生 がた と留 学生 セ ンタ ーの 先 生が たの 共用ス ペ ース に しよう と いう こと で話が ついた の

です。 ところ が， 実 際に 使っ て みる と， 留学 生セ ンタ ー の先 生が たが ワ ッと使う もの です

か ら， ひさ しを 貸 した つ もり でい た ら母 屋 を取 ら れ ると い う こ と に なっ て
、
しま いま した

（笑）。 こ れは いけ な いと い うこ とで， 教養 教育の 研 究調 査部 の部 屋を， 今 の部 屋です が，

何と か一つ 出 してく れ な いか とい うこ と で， そこ へ移 って も らっ た次 第 です。 このよう に

苦労 を しては いる の です が， 総合 移転 が 落ち 着きま した ら， そ う いう 形 で総合 教育棟の ほ

う へ と思っ て いま す。

第 ２点 は， 石 原 先生 か ら頂 きま した 留 学生セ ンタ ー 規程 の話 です。 これ は先 生の ご指 摘

の と お り で お か し い で す。
「セ ン タ ー に 次 の 職 員 を 置 く。 （１）・セ ン タ ー 長， （２） 教 官， （３）

前 項各 号 に掲 げる 者の ほ か， 必要 に応 じ， 事務 職員 お よ び技術 職員 を 置く ことが できる」。

こ の 規程 はお か しいで す。 「（３） 事務 職員 （４） その 他必 要に 応 じて 技術 職員 を置くこ と

が でき る」 と規 程 改正 をす ぐにや りた い と 思いま す。 た だ， 今， 学生 部の もと に留学 生課

が あっ て， 留学 生セ ンター の 事務 は留 学 生課 が担 当 して いるわ け です が， 法人化 に向 けて

全 学の 組織 の見 直 しを やっ て いま す。 現 在， 学術 交流 と留 学生 交流 を 国際 交流課 と留学 生

課 が別個 に 担当 し てい る めで すが， これ を一 緒 に して情報 国際 部と して， 学生 部か ら離 れ

る こと になり ま す。 そ の とき に規 程 を新 た に作 るこ とに なりま す ので， そ こで 規程 改正 を

や りた いと 思い ま す。

それ か ら， 第 ３点 は，目 本 人学 生 の海 外留 学 ですが， こ れは ご指 摘に あり ま したよう に，

学 部 の協力 が なけ れ ば どう しょ うも あり ま せん。 留 学生セ ンタ ー だ げが頑 張っ ても 話にな

ら ない の で， 留 学 生セ ンタ ー の ほう か ら， 各学 部に 本格 的に 留 学生を 海外 に派 遣す るよ う

な シ ステ ム を考え るよ う に要 請 すべき であ りま す。 よく うち の学 長が 話 に出す の は， ある

大学 の事 例 です。 そこ で は多く の学 生 を海 外の 大学 へ出 して いま す。 向 こう で取っ てきた
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単位 はこ ち らでも その まま 認 定す ると いう システ ムで す。 そ う いう ことも 参考 に して， 学

部等 に対 し働 き かけて， 学部 等が 積極 的 にそう いう システ ム を 考 えるよ うにも っていき た

いと 思 いま す。

（中 山） あ り が．と う ご ざ い ま し た。

そ れ では， 先 ほ どお話 ししま した よう に， 金 沢大 学に お ける 留 学生 教育支援， そ の他，

地 域貢 献等 を含 めま して， 期 待 する こと につ いて一 言ず つお 言 葉 を頂き たいと 思いま す。

（細川） 私 は５年 ほ ど金 沢 にい た経 緯も ありま す し， い ろい ろ な かたとの 交流 もありま

して，そ れ なりの愛 着 を金 沢 大 学に 持って いま す。そ うい う意 味 で，こ の留学 生セ ンター，

特に留 学 生教育 の柱 と して の留 学 隼セ ンタ ーに は， 一つ の ポリ シー を持った自 立性 を期 待

した いと 思いま す。 そ れは， 当 然， 目 本語 教育 の自立 性で も ある し， 同 時に全学 に対す る

留 学 生セ ンター の発 言力 と い うか， 留 学 生セ ンタ ー からの 発信 を全 学がま じめに受 け止 め

ても ら えるよ うな力 と いい ま しょ う か， そ うい うもの を期 待 し たい と思 いま す。

（古 城） 非 常勤 講師 の方 が利 用 さ れて いる部 屋の 状態 につ い て 随分取り 上げて い走
．だい

て （笑）， 大変申 し訳 ない と 思っ て いま す。 少 しオー バー め に申 し上 げま したが， とて も足

の踏 み入 れよ うが ない と いう 意 味で はあ りませ ん。 要す るに， 明 らか に狭いです。 そ れ か

ら， 足 りな いです。 つ まり 狭 隆 さが 明 らかに 分かる よう な状 態 だ とい う意味で申 し上げて

いる の であっ て， 講師 の 先生 や 常勤 の ご担当 の先 生の整 理整 頓 の 能力 を言って いる わけ で

は ありま せ ん （笑）。 どう ぞ誤 解 の ない よう に， よ ろ しく お 願 い します。

細川 先生 と同 じよう に， 一 言 と申 して も 三言 ぐらい にな りま す が， や はり 法人化後 の動

き に直 接参 画 して いく 部 局と して， 堂々 と 行って ほ しいと 願っ て いま す。 今 の副学 長先 生

の 真撃 なお 答え を聞い て， そ う いう こ と をさら にお願 いす るこ と は 恐縮 ですが， ある意 味

で は， どう して も大 学な ど戦略 的 な発 言 をすると き には， 各研 究 科 長も含 めて 国際化と い

う の は言 葉と して は， どん どん 出て きま す。 でも， そ れ を具 体的 に どう する かという 方策

は， けっ こう自 分の とこ ろ の動 き で はなく， 留 学生セ ンタ ー で 何と か してく れという 形で

す ぐに振 られる わけ です。 そう い うも の に対 して，
ｒそれ はそ ち ら の仕 事で しょ う。」 とき

ちん と言 ってい ける よう な 仕組 み が， も うでき てい ると 思い ま すが， さ らにそ れ をき っち

り と していく ために どう して いく かと い うこ とで， ある 意 味で は， 学内 でき ちんと 認知さ
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れ た組 織 となる に は どう した らい いか とい うこと が課 題 にな ると 思 いま す。

教 育， 研 究， 杜会 貢 献と いう 三つ の評 価 要素の うち の 教育 につ いて は， あま りに もたく

さ ん熱 心にや っ てお られ る。 教 育 に しろ， 相 談業 務に しろ， それ を 見る につけて も， 本当

に 大丈 夫です かと 言 いたく なる ぐ らい にたく さん 熱心 にや っ てお られ ます。 そ うい う意 味

で 少 し申 し上げま した が， や は り 教育 は して当た り前 と いう， 大 学 教官が 持つ一 つの しな

け れ ばならな い職 務と して教 育 の問 題を， 幾ら自 分た ち は熱 心に やっ てい るとい っても，

これ はな かな か認 知 はさ れな いと 思 いま す。 そう いう 意味 で， 研 究や 杜会貢 献も 含め た，

総合 的な力 牽 はっき り 出 して いく こ とが 大事 にな りま す。 特に， 研究 につ いて， 学部， 研

究科 でも けっこ う 業績 の ない 人 もたく さ ん いま すが， 一方 で， こ れだ け忙 しい部 局の人 に

同等 の研 究能力， ある い は研 究成 果 を求 める 風潮 もあり ま す。 で すか ら， 留 学生セ ンタ ー

の先 生が各 部局 の 教官 と して 迎 え
．
ら れる こと につ いて は， なか な か難 しい面 があ り．ます。

そ う いうこ とを 払拭 していく ため に は どう した ら いい か， これ は はっき り してい ると思 い

ま す。 要す るに 査読 論 文を 作っ て いく しかほ かはあ りま せ ん。 そう い う流れ で，。 教育は し

て 当たり 前， 研 究を さ らに 付加 的 に，．厳 しい状 況の 中 でこれ だ け研 究成 果 を上 げて， どん

どん具 体的な 成果 を 発表 してい る と いう力 を示 すこ と で しカ㍉ 大学 の中 でカ を持っ ていく ．

こと は でき な いと 私 は思 いま す。

一 方， 杜会貢 献 と して は， も ち ろん 地 域の間 題， 留学 生， 大 学の 研究 者をリ ソ ースと し

た活 動 は， 留 学生 セ ンタ ーが か な りリ ー ダー シッ プを取 れる 部 分で す から， そ の ことは い

って みれ ば優位 に 立っ て いる わ け です。 そ の点 を強調 してい っ ても いい と思 います。 私 が

思う に， そう いう こ とを 通 じた 形 で， ぜ ひ学内 でさ らに， も う すで に力 がある わ けです か

ら， それ を早く 認 めて も ら える よ うな 流 れを作 って いっ て ほ しいと 思い ます。

最 後 に， ＦＤ の こと に つ いて も少 しお願 い しておき た いと 思 いま す。 私 どもがやっ て い

る 試みで， も しも 適切 で あ れ ばと いう 意 味です が， 英語 での 授 業が これ か ら各 研 究科， 留

学生セ ンター一 の中 でた く さ ん行 わ れて いっ て， どう いう 英語 の 授業 の しかた が適切 で有効

な 教育効 果を 上 げる かと いう こ と を各 部 局の先 生や 研究 科の 先 生は 知り ませ ん。 全く そ の

点 につ いて は無知 です。 だ か ら， ほと ん どの短 期留 学の プロ グ ラム で， 恐 らく 私 が想像 す

る に，各 部局 から 出てく る 科 目 の ほと ん どがオ ムニバ ス 方式，次 か ら次と 先生 が替 わって，

学生 にと って みれ ば全 く 学習 意 欲 が わ かない授 業 か， ある いは 下を．向い て原稿 を読 ん でい

る だけ の授業 にな りま す。 そ う い う 中で， どのよ うに授 業 をす るこ とが グロ ーバ ル
ー
な杜会

の 中で の英語 の授 業な の かと い う こ とを 示 して い けるの は， こ れも また 留 学生セ ンター の
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先 生が た だけだ と思 って いま す。 そう い う意味 で， 日 本 語の授 業 を どう していく かとい う

Ｆ Ｄも もち ろん 大事 です が， 英 語に 特化 した形 で のＦ Ｄ， プロ グラム の開発， ある いは 学

内 の啓 蒙に も， ぜひ 力 を入 れて いっ て欲 しいと 思っ て いま す。

１歳 違い は， ほと ん ど同 級生 と同 じで すの で， 今 後 と も頑 張っ てい きた いと 思います。

どう ぞよろ しく お願 い しま す。

（尾 崎） 目本 語 教育に 関 して で すが， 報告 書の 中 に大 学 ら しい目本 語教育， 大 学でな け

れ ばできな いよ う な教 育と いう と ころが 何 か所 かあり ま した。 恐 らく これ は外部 委託と い

う こ とが伏 線と して あっ た の かも しれま せ ん。 少 なく と も 民間が 行う 目本語 教 育とは違 っ

た も のを追 求 してい か なけ れ ば， とい うお気 持 ちが う かが えま した。 同 じこ と を我々 も考

えて いて， どう した ら いい か なと考 え ている とこ ろ です の で， ぜひこ の点 につ いても， い

ろい ろと情 報交 換 を しなが らや って い けた らい いと 思っ てい ます。

その こと と関 連 して， 目 本 語を 教え るこ とだ けで はなく， 目 本人 学生に 対す る目本 語教

育 に 関する 教育 や， ある い はそ れ ぞれ の専門 を 生か した 形 での 教育も， 一方 で 考えら れる

と 思 います。 す でに 教 育学 部 のほ うで， ２ ～３人 の 先生 は授 業 を持っ てい らっ しゃいま す

が， もう少 しそ うい った 領 域 で仕 事が でき ると， さ ら に負担 は増 える のです が， 目本 語 教

育 の 専門家， プロ フェ ッ ショ ナル とい うこ との 意味 を追 求 する 場が もう一 つ持て ると 思い

ま す。 やは り大 学 にいる と い うこ とは， 民間の かた に比 べ れ ば， 施 設の面 でも， 研 究の 面

でも， かな り恵 まれ た 状況 に あり ます。 た だ単 に目 の 前の 留学 生の ため， ただ 単に金 沢 大

学のた めと いう こと で はなく て， 一個 の プロフ ェッ ショ ナ ルな 人間 と して どう ある べき か

とい うこと を常 に意 識 して いき た いと， 私自身 は思 っ ていま す。

そ れか ら， 最 初 に申 し上 げま したが， これ だけエ ネ ル ギーを 使っ てな さった 外部 評価 で

す か ら１ ぜひこ れを 生 かす 方 策 を今 から お考 えに なっ て ほ しい と 思いま す。

最後 に， や はり チー ムワ ー クが 非 常に 大事 だな とい うこ と を， 自 分自 身， 仕 事の 中で感

じま す。 自 己評 価 報告 書 を作 った こ とが すで にチー ム ワー ク の成 果で あると 思いま すが，

これ か ら特にい ろ いろ と厳 しいと き にお 互い の状 況が 分 かって， 助 け 合える よう なセ ンタ

ー に して いか なけ れ ばい けな いと 思っ て いる ので、 そ の気 持 ちを お伝 え しま した。

この 報告書 の中 には， そ う か と思 うこ とが いろ いろ と ありま した。 私自 身， 今 回こうい

う 役目 を引き受 け て良 かっ た と 思っ てい ます。 あ りが と う ございま した。
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（越前谷） 前に 大 き なお 三人 がみ ん な言っ て しまっ た ので， もう私 の 言うこ とは ありま

せ んとい うこ とで 締 め られる の です が （笑）。 留学 生セ ンタ ー は 教育を して いれ ばい いと い

う誤 解が， も し か した ら， ある のか も しれま せん。 で も， そ れは なぜ 大 学に留 学生セ ンタ

ーが あり， 目 本語 教 育が ある の かと いう こと の意 義， あ るい は目 的が きち んと 理解さ れて

いな いた めの誤 解 だと 思 いま す。 そ の 意 味では， 研 究が 大切 です。 た だ し， ｒ留 学生セ ンタ

ー で論 文がや け に多 い 奴 は普 段の 仕事 を してい ない 奴 だ」 と よく い わ れま す。 研 究と教 育

の バラ ンスを 取る と い うこ と は大 変難 しいこと です。各 委員 が 午前 中に も指 摘 しま したが，

査 読論 文が少 し足 り な いと い うこ との 言い 訳も よく 分 かりま す し，現実 もよく 分 かりま す。

でも， そ れを 乗り 越 え て， これ だ け教 育的 に充 実 したも の を提 供 して いる のであ れば， そ

れ に伴 う研究の 充 実 も 次に 考 えて いい ので はな いで しょ う か。

そ の際 に， 午前 中 にも 申 し上 げま したが， お一 人お 一 人の 分担 がク リ アで， 何の 仕事 を

して いるの かと い う こと が大 変 分 かりや すく なっ て いま す。 た だ， そ の後 ろ で， き ちんと

した共 同作 業が ある の か なと。 もち ろん， あるか たがメ ー ンで， それ をサ ブと して助 ける

という ことが あっ た と して も， 同 じ立場 か ら一つ のも の を見 つめ る努力 が ある の かなと，

そ こ が 多 少 気 に な っ て い る と こ ろ で す。 今 後， そ こ の と こ ろ を お 考 え く だ さ い。

そ して， 私 たち 目 本 語 教育 に特 化 しま すと， 例 えば 工 学部， 農 学部 で は研究が あっ て，

そ れを 教育する こ と が 流れ です。 まず， 先生が たの 研 究が ある。 でも， 目 本語 教育は， ま

ず 教育が ありま す。 現 場 があ る ので す。そ して， その 中 に必 ずや 研究 の シー ズが あります。

そ一ういう 意味で， 目 本 語教 育 では， や はり 目本 語 教育 方法 論と いう とこ ろ が， 恐 らく今，

私 たちが みんな で 目 指 して いる 日本 語 教 育学の 確立 につ な がる はず だと いう こと で， ぜ ひ

金 沢大学留 学生セ ンタ ー の 中で の共 同研 究」， ま た， それ を 越え て全 国の 留学 生セ ンター と

の 共同研究 とい う こと で， 限界， ある いは 限り のあ る 中で， も う少 し 私た ち自身 も前に進

ん で， 自分 たち の レベル を一 緒 に向 上 させ てい ただ けれ ば， どんな にあ りが たい かなと 思

い ま す
。

あ り が と う ご ざ い ま し た
。 、

（石 原） この 地 域 から 見ま す と， 金 大 はもとよ り， 留 学 生セ ンタ ーが ある こと は， い ろ

いろ な国の 若い 世代 の か たが こ の地 域 で生 活を し， 稗 強を して いる とい うこ と で， や はり

一つ の シンボル 的な 存 在 であ る と思 って いま す。 そ うい う意 味 では， 留 学生セ ンター は，

ほ かの学部 と違っ て， 極 めて 現 場的 な， 実 践的な 教 育機 関 だと 思っ てい ます。 そ して， そ
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う いう 部分 をき ちん と価値 ある も の と して評価 する 仕組 みも 大 事で ある と思 っています。

ぜ ひ， この 石川 県で 教育 を受 けた 留 学生 が， いわ ゆる反 目感 情 を 持って 帰る こと のないよ

う に， ここ で勉 強を した こと で絆 が 深ま るよ うなこ とも 含 めて， 留学 生セ ンターが もっと

も身 近に留 学生 を支援 し， サ ポー ト して いく， 一つ の 大き な地 域 全体 の拠 点と して 活躍 し

てく ださ ること を期待 してい ます。

た だ， 全体を 見る と， 留 学 生 の支 援と い う言葉 が少 ない です。 やは り大 人の部 分です か

ら， 生活 の相談 部分 も非 常に 大 事 だと 思いま す。 異文 化で す し， 若い 世代 のかた です し，

そ う いう意 味 では親 身に なつ て， こ こ に行 けばそ うい う専 門の か たのカ ウンセリ ングや，

いろ いろ な支援 を得 られ ると い う こと で， 留学生 にと って も， 拠 り どころ になっ てく れ る

部分 はと ても 大事 だと 思って い ます。 魯 学生セ ンター に は３６０人 ぐらいお られる と聞い て

いま すが， もっ と もっと 目本 海 側 の拠 点と なっ て， 多く の国 の留 学 生がこ の地 で学ぶ， そ

うい う受 け入れ 態勢 の充 実と と も に， 留 学生セ ンダー が充 実 してく ださる ことが， と ても

大 事 だ と 思 っ て い ま す
。

（中 山） あり がと う ご ざいま した。 今 目は長 時間 にわ たり， 本当 に貴重 な ご報 告を頂 き

ま した。 この後， 今 目の ヒア リ ン グ報 告会 を踏 まえま して， 外 部評 価に関 する最 終報告 を

出 し て い た だ く こ と に な っ て い ま す
。

我 々 と し て は，、
今 目 の 報 告 会

， 最 終 の 報 告 書 等 を 参

考に して， 留学 生セ ンタ ー の活 動， ある いは金 沢大 学全 体の 留 学生 交流， 留学 生教育， そ

の他 を大 いに発 展さ せて い かな け れ ばい けない とい う思 いを 新 た に しま した。

ま た， 外部評 価 の先 生が た には 遠方 か ら来て いた だき ま した。 石 原先 生には 非常 に公務

でお 忙 しい中， 朝と 昼 の２ 回 に分 けて 来 ていた だき ま した。 本 当 に遅くま で， 金沢 大学留

学生 交流 評価の た めに お骨 折り 頂 きま した。 これ から， ま だ最 終報 告 を書いて いた だく と

いう 作業 が残っ て いま すが， 多量 の 資料 を読 んでい た だきま して， 非 常に 時間 を かけてこ

の仕 事 をおやり に なっ てい た だい て いま すの で， ここ で我々 と して， 拍 手で感 謝の 意を表

した いと 思いま す （拍 手）。

（司 会） 長 い時間 あ りが と う ご ざいま した。 こ れを もちま して， 金 沢大 学留 学生セ ンタ

ー 外部評 価全 体報 告会 を終 わ りま す。 どう もあり がと う ご ざいま した （拍 手）。
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金沢大学留学生センター外部評価全体報告会

・（平 成 １ ５ 年 １ ２ 月 １ ２ 日 開 催）



タ フ ツ大学 チャー ルズ・ 井上 教授 講演会

目時 平 成１５年１２月 １２目 （金） １３１３０～１５：００

場所 事務局大会議室 （６階）

（三浦） 皆様， 本目 は多 数 ご来席 をたまわり ま して， あり がと う ございます。 それで は

特別 講演会ｒ協定校 か ら見た 留 学生教 育・・交流の あり方」とい う題 で始 めたいと 思います。

畑 副学長 に ごあい．さ つを お願 い しま す。

（畑） 畑で ございま す。 本目 はタ フツ 大学のチャ ー ルズ・ 井 上先生 をお迎え して講演 会

と いうこ とに なりま した。 たく さ んお集ま りいた だきま して， ありが とう ございます。 実

は この講 演会 ですが， ご存 じのよ うに， 留学生セ ンタ ーの ほう で昨年 度， 自己 点検評 価と

い うの を行いま して， それ に 基づ いて， 外部評価 とい う外部 の先 生方 から評価 をいた だく

と いう 作業を，先週 土曜目 に行 いま した。実は井 上先生 もそ のとき にと 考えていま した が，

先生 の ご都合 で， 本目，そ の 外部 評価 作業を していた だきま した。その うえにさ らに今 日，

ご講 演 をお願 いすると いう こ とで， 井 上先生に は遠路 お運 ぴい ただき ま して， ま こと に あ

りが とう ございます。

さて，ご存 じのよう に，我 が 国の 留学 生受け入 れ１０ 万人 構想 が達成 され たというこ とで，

今後 留 学生交 流につ いて， 量 か ら質 へ の転換と いうこ とが 図 られな ければ ならな いとい う

こと が言 われて います。 本 学 にお きま しても， 三百 数十名 の留 学生 が毎年在 学す るわけ で

す が， デ番大き な問題 は 土曜 目 の全体 報告会 でも話 があり ま したよ うに， 外国 から受 け入

れ た留 学生と 目本人 学生と の 目 常的 な交流 をどうやっ て いく かと いうこと です。 我 が国 の

各 大学 が抱 えている 問題 であ ろ うか と思いま すが， これ につ いて 真剣 に 考えてい かなけ れ

ばな らない という ことで す。

土曜 目に いろい ろご指 摘 を受 けま して， 厳しい指 摘も ありま した。 しか し， 私 はこの数

年 間こ の仕 事をさせ てい た だい てい ます が， 留学 生セ ンター の施 設設備 に関 しま して は，

決 してネ グレク トしてき た わけ では なく， やるべき こと はや って きて います。 ずいぶん 前

に総合 教育 棟の利用 計 画を 立て るよ う指 示 しま して， 確 かめ ま したら， すでに留 学生セ ン

ター を は’じめと して， 外 国 語教 育・ 研究セ ンター につ いても， 総 合教 育棟の部屋 割に至る

ま で 案が 全部でき ていま す。 そ うい うこ とがこの 前の 土曜目 の評 価の 際に， 果 た してき ち

んと 説明 された のかと いう 点で は， 私 は心もと ない気 が しま す。
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い ずれに しま して も， 本目 チャ ール ズ先 生に ご講 演い ただく の は ｒ協 定校か ら見た留 学

生 教育・ 交流の あり 方」 とい うこ とで， タ フツ大 と 本学 とは， い ろいろ な協定校が ある 中

で， 最も 強い絆 で結 ばれ てい る大 学だと 心得て います。

さらに 先生 は， 泉 鏡花 の研 究者 と して も名 の高 い方 で す。 午前中 も懇談 しま したが， 金

沢城 の裏 手に白 鳥路と いう 小さ な小 路があ ります が， その 入り 口に は前田利 家の像 が立っ

て います。 レばらく 行 きま すと， 室 生犀星 と泉鏡 花と 徳田 秋声 の三文 豪像と いうのが あり

ま す。 こ れか らの 季節 は， 私は あそ ごを 通ると 気 の毒 な 気が する ので す。 雪が降 ると， ３

人の 文豪が 雪にう もれ て寒 そう に して いま して， 私は 時々 手 で雪払い を します （笑）。
ｒお

気 の 毒です ね。 お 亡く なり にな られて か らもこん なと ころ に立 たされる なんて， ま こと に

お気 の毒です」 と 言っ て雪 を払っ てく るの です。 夏場 は木 陰が ありま すか ら立 つの はいい

ので しょうが， 冬場 はお 気の 毒 です。 あれ は何と か冬 場 ぐらい は移せ ないもの かと， そん

な気 持ちで時々 あそ こ を通り ま す。

よく 見ま すと，室 生犀 星は今 は 眼鏡が 付いて いま せん。最初 は 眼鏡を付 けてい たの です。

そ う した ら， いつ の 目 かそ の 眼鏡 が消 えて いま す。 理由 を聞 いて みま したら， 酔っ払 いが

眼鏡 を取っ て しま っ たら しい ので す （笑）。 実 は今も 眼鏡 がな いの です。 つまり犀 星は眼 鏡

を かけると きと かけ ない とき があ りま して， なく て もよ かろ う， 付 ける とまた 酔っ払い が

取 争だろう とい うこ とで， 今 は付 いてい ませ ん。

い ずれ にレま しても， 私 は文 豪 と呼 ばれる ような 人が 立た される とい うのはい かがか，

犀川 べり に あゑ室 生犀 星碑， 記 念 碑のよ ラな， そう いラ 碑 だけにと どめた ら どう かとい う

笑い 話 を， 朝 かミら先生 と したと こ ろです。 あま り長く しやべ るの はいかが かと思 います の

で， 井上先生 のお 話を 拝聴 した い と思いま す。 どう ぞよ ろ しく お願 い しま す。

（三浦） 畑 副学長， あり がと う ご ざいま した。 そ れで は次 に中山セ ンタ ー長 から井上先

生の ご講演の 経緯 につ いて の説 明が ありま す。 セ ンタ ー 長， お 願い します。

（中山） 今 目は お忙 しい 中， お集 まり いた だきま して， あり がと う ございます。 経緯 も

先程 の畑副 学長の 説明 でも あり ま したが，留学 生セ ンター の平 成１４ 年度自 己点検 評価を受

け て， 平成 １５年度 に外 部評 価 を 実施 すると いうこ とで， 国内 で５人 の先 生にお願 いを しま

した。 やはり 留学 生セ ンタ ーと いう の は留学 生交流 がメ イ ン です から， ぜ ひとも 海外の 協

定校 ・交流校 にお願 い を したい とい うこ とで す。 多 量の 資料 をお送 り して読ん でいた だい
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たと いう ことで， 大変 な労力 を 井上先 生にお かけ しま して， ま た遠路はる ばる来ていただ

きま して， 本当 にあり がと う ございま す。

特に・ 畑先 生が 言 われま した よ・う に１ 井 上先 生には 「協定 校か ら見た留 学生教育と交 流

の あり方」 という こと でお 話 をいた だきま すが， タフ ツ大と はか なり 中身の浪い交流を し

て います。 さら にプロ グラ ムの 不備 な どにつき 幸 して も， 井 上先 生が直接こち らに来られ

て， い ろ い ろ 要 望 を 出 さ れ た り， ま た 目・本 語 の ク ラ ス 編 成 等 に つ い て も
， タ フ ツ 大 と 打 ち

合 わせを しなが ら見 直 しを行っ てき たと いうこ とで， 非常 に密 接 な関係を持っ ています。

私もちょっ と在 外研 究 で行っ たとき に， タフ ツ大を 訪間さ せて いただいて， そこのヘ ッ

ドや井上先 生に もお 会い して， い ろい ろ意見 を交換 しま した。 私 がそこへ行っ た目的は，

とにかく 短期留 学 プロ グラ ム の科目 を 単位と して認 めてほ しいと いうことをお 願い しま し

た
。

そ う いう こと も踏ま えま して， 今 目 は非常 に貴重 な示唆 に飛 んだお 話を闘けるのではな

いかと思っ ていま す。 そ れで はお願 い します。

（三浦） それ では， チャ ー ル ズ・井 上先生 につい て簡単 に ご紹 介い た しま す。 お 手元に

チャ ール ズ井上先 生 の ご経 歴 な ど書か れたも のが渡っ ている と 思いま す。 先生は， 今 はタ

フ ツ 大 学 の Ｉｎｔｅ ｍ ａｔｉｏｎａ１ Ｌｅｔｔｅｒｓ ａｎｄ Ｖｉｓｕａ１ Ｓｔｕｄｉｅｓ の Ｃｏ－ｄｉｒｅｃｔｏｒ で， そ し て 教 授

で いらっ しゃ いま す。 その ほ かに先 程， 畑先 生もおっ しゃ いま したが， 泉鏡花 の研．究家と

し て も 知 ら れ て い ら っ し や い ま す
。 そ し て 今 年 の 春 に， ２００３ 年 度 Ｊａｐａｎ－Ｕ Ｓ Ｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐ

Ｃ・㎜ｉｓｓｉ・ｎＡｗａｒｄ と い う
，

大 き な 名 誉 あ る 賞 を 受 賞 な さ い ま し た。 こ れ は ハ ワ イ 大 学 プ レ

ス か ら 出 版 さ れ た 翻 訳 書 の 『Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｇｏｔｈｉｃ Ｔａ１ｅｓｂｙ 泉 鏡 花』 と い う 著 書 が あ る の で す

が
， その本 を書か れた こと で受 賞さ れま した。

井 上先生， それ で は ｒ協 定校 か ら見た 留学 生教育 ・交流 のあり 方」 という題 で ご講演 を

お願 い しま す。

（井 上） 井 上チャ ー ル ズです。 ま ず自 己紹 介を簡 単にさ せて いた だきま す。 アメリカ の

目素 ３世です が， お じいさ んの 代 から 向こう に行っ ていま す。 もとも と は太宰府の山の 方

か らです。 真珠 湾の とき に 西海 岸 からワイ オミ ング州 の収 容所 に行き， それ から酉海岸に

帰 らずに， ユタ 州の 山 の申 で育 って きた 者で す。 お じい さんと一 緒に 住 んでいたので目 本

語 を聞いたり したの です が， 大 学 を出て か ら目本語 の勉 強を始 めたの で， ま だちょっ と目
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本 語が 分か らない とこ ろが ありま すが， 今 目はよ ろ しく お願 い しま す。

説明 して いた だ いた よう に， 泉鏡 花の 研究で 金沢 に初 めて来 ま した。 それ はもう２０ 年前

の 話で， 何 回金 沢 に来 ている か分 から ないく らい です。 いろ い ろ泉鏡 花のお かげで， 金沢

大学 との 関係 ができ て， うち の大 学が留 学の プロ グラム を考 えたと き に， 金 沢という とこ

ろに 作つて みた いと いう 希望 があり ま した。

う ちの大 学は タフ ツ （ＴＵＦＴＳ） 大 学で す。
ｒジャン ボ」 と いう 言葉 がありま す。 ジャン ボ

と いう のは 大き いと いう意 味 です。 ジャ ンボは象 の名 前で した。 ジ ャンボ・ エ レファン ト

と いう象 がいま した。ジャ ンボ を飼っ てい た人がタ フツ 大学 にお 金を 出 して 作った めです。

バ ー ナ ム ア ン ド ベ イ リ ー サ ー カ ス （Ｂａｍｕｍ ａｎｄ Ｂａｉ１ｅｙ Ｃｉｒｃｕｓ） の こ と で す
。

タ フ ツ の シ

ンボルは象 です。 タ フ ツジャ ン ボとい いま す。 ジャ ンボとい う言 葉 はでかい とい ラ意味で

すが， 今だ れで も使 うよ うに なっ てきま した。

タフ ツ大 学は 国際 的な 大学 です。 ５，０００ 人の 学生の ３ 割 く らい は英 語以外 の言語 を母 国

語に して いま す。 ３ 年生 にな ると， 学 生の 約４０％が 留学 を しま す。 外国 語をま じめに勉 強

し な け れ ば 卒・業 で き な い よ う に な っ て い ま す し
，

日 本 語
，

中 国 語
，

ロ シ ア 語
，

ドイ ツ 語
，

ヘ ブ ラ イ 語
，

ア ラ ビ ア 語
，

ス ワ ヒ リ 語
，

フ ラ ン ス 語
，

ス ペ イ ソ 語， イ タ リ ア 語， ヒ ン ズ ー ．

語 な ど の 習 得 を 基 盤 に し て い る 国 際 関 係 学 （Ｉｎｔｅｍａｔｉｏｎａ１Ｒｅ１ａｔｉｏｎｓ） と い う 専 攻 が あ り

ま すが， こ の 専門 は有名 で， アメ リカ で 一番優 れてい ると 認め られて いま す。 Ｉ Ｒを専攻

して いる 学生が 大 体４００人 ぐ らいいま す。

留 学 生 プ ロ グ ラ ム は ７ つ あ り ま す
。

Ｔｕｆｔｓ ｉｎ Ｊａｐａｎ は そ の 一 つ で す
。

目 本 語 の プ ロ グ ラ

ム は 大 体 １９８０ 年 ご ろ に 設 立 さ れ て， Ｔｕｆｔｓ ｉｎ Ｊａｐａｎ は １０ 年 前 か ら で す
。

毎 年 約 １０ 人 ほ

どが 目本 に来て勉 強 を します が， そ の半 分 ぐらいは金 沢に 来ま す。 タ フツ の目 本での留学

プロ グラム を設 立 しよう と して いたこ ろ， 金沢 大学以 外の とこ ろも検 討 しま した。 京都や

東京 な どい ろいろ 回 って きま したが， 結 局， 金 沢大学 に しま した。 そ の理由 は いく つかあ

り ま す。

ま ず， 留 学 プロ グラム がす で に多く 存 在 して いると ころ を避 けたい と思 いま した。 そ し

て勉 強に いい環 境を 求めま した。 面 白く， 住 みやすく， 文化 的 基準 の高い とこ ろがいい。

古い もの も新 しいも のも ある 町 が好ま しい。 言って みれ ば， ボス トンのよ うな 町を探 しま

し た
。

泉 鏡花 の研究 家で もあ る私 に とっ て， 金沢 はゆ かり の ある町 です。 何度 も訪問 したこと

が ありま す。 家 族で 滞在 した こ とも あり ます。 日本の 留学 プロ グラム を 作ると きに， ぜ ひ

星
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金沢 に した かった のです が， 町はよく ても， その 町に ある 大 学が プログラムの 必要条 件に

合 うか どう かは， また別 問 題 です。 何年間も検 討 した結 果， タフ ツ大学と金 沢大学が 協 定

を結 ぶよ うになり ま した。 ご存 じのとおり，
パー トナー に なりま した が， 金沢大学の 留学

生セ ンタ ーを評 価一する に あた って， 私たちの 感謝の 気持 ち をま ず述べ たいと思 いま す。
パ

ー トナー と して， 私た ち がお 互い に頑 張り 合ってき た ので すが， よく やったな と思わな い

で は い ら れ ま せ ん
。

‘

国際的 な交流 は決 して 簡 単な もので はありませ ん。 特に， 教 育の 面におい ては， 文化 的

な違いが 多く， それ を何 と か乗り 越 えるには， 非 常な 努力 と忍 耐が必 要だと 思います。 こ

れか らも努力 しよ うとい う 意図 から，今 までの問 題点 を挙 げつ つ考 えてみた いと思いま す。

か な り 具 体 的 な 話 で す。
ま ず 英 語 で 言 う と， ｒｅｓｉｄｅｎｔ ｄｉｒｅｃｔｏｒ の 間 題 に つ い て 話 を し

ま す
。

う ち の 大 学 は
， 留 学 プ ロ、グ ラ ム が 多 い の で す が

，
い ず れ も 質 の 高 い も の で

，
ア メ リ

カ で はよく 知 られて いま す。 そ の理由 は何といっ ても， 外 国 の勉 強先にタフ ツが雇っ た学

生の世 話をする 人が いる と いう こと です。 金沢 ではこ の ディ レクタ ーは松田園 子とい う方

ですが， 何年間 もお 世話 に なっ ていま す。 学生 たち はみ んな松 田さ んのこと を ｒＴｕｆｔｓｉｎ

Ｊａｐａｎ の 宝 物」 だ と 言 つ て い ま す。

タ フツ の学費 はと ても 高 いで す。 そ のため留 学する 蛙
， タ フツの 留学プロ グラムより 安

い プロ グラムを 学生が 選 択 する 可能性 があるの で， 原 則と して， ほ かのプロ グラムより 自

分 のもの を優れ たもの に しな け ればな りま せん。 協定 校が 設 けている 学生セ ンターの質 は

国 によって かなり 違い ま す。 ほと ん ど何もないと ころ もあ れ ば， 金 沢のよう な立派なセ ン

ター もありま す。 外国 人 をよ く 世話す る目本人の 意識 が表 れて いる わけで しょうが， タ フ

ツ 専任の人 を雇 わなけ れ ばな らな いこ とは， セ ンタ ー の方々 に とって は理解 しにくいこ と

かも しれま せん。 そ・の た め， 松田 さん の仕事とセ ンタ ーの 仕事 をでき るだけ はっ きり分 け

たほ うがよ いとい うこと で， 彼女 は日 常的な助け はする け れ ども， 学 間的な勧 告は しな い

とい うこと になって いま す。 この 妥協 を納 得 した うえ で， タ フ ツと金 沢大学が 協定を結ん

だわ けですが， それ ゆ え松 田 さん とセ ンタ ーの方々 が 協力 し合っ ていた だき， 生活の面と

勉強の 面の総合 的な 関係 を相 談する 機会が あれ ばよ いと 思い ます。

第 ２点と して は， 金沢 大 学 の目本 語教育 法とタ フツの それ と はかなり 違って いる ように

思いま す。 どちらが いい と い うわ けではなく， まず 使う 教科 書が 違いま す。 文 法の説 明の

しかた も違いま す。 試験 の 回数 とフ ォーカス もかな り逢 いま す。 そ のた め， 学 生が困 る場

合も あります。 優秀 な学 生 は， どの 方法で でも目本 語を 問題 なく 学ぶけ れども， そう でな
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い 学生は， 慣れ てい ない も のに は耐 えられ ないとい うこ とも ありま す。 漢字に な じんで い

る留学生 と， そ うで ない 学生 も います。 韓国語 を知っ てい る から， 目本 語の文法 が分かり

や すいと いう学 生もい ます。 こう いう 学生を同 じク ラス に 入れ て， 同 じ教授法を利 用する

と， いい 結果が出 るか どう か は疑 わ しい。 とはい え， そ れ ぞれの 文化 に合っ たクラ スを作

るの も大変 なこと です。 こ の点 にお いても， これ から解 決でき る 可能性 がある けれ ども，

その ために は先 生方 の交 流の 道 を開 かなけれ ばなりま せん。

第３ 点は，こ ちらの要 求 が 多い よう に思われる かも しれま せ んが，国際 交流を するには，

どう レて も従来の やり 方で は 対応 しきれ ない傾向 があり ま す。 必 要 に応 じて， 私の 教育の

原理 や方 法も変化 して いき ます。 例 え ばアメ リカ では， 高校 で目 本語 を勉 強す る学 生がだ

ん だん増えて いるに も かか わ らず， 目本 語で講義 を聞け る学 生は まだ少 ない。 その ためＫ

ＵＳ ＥＰが生ま れま した。 この 点も ありがたく 思っ ていま す。 しか し学生に聞く と， 先生

によっ て英語のカ が一 買 してい ないそ うです。 これ は しかた がな い問題 です。 昔か ら目 本

人の外 国語の受容 は音 よ り形 と 意味 を重ん じた結果， 話 す力 が読 み書き の力に 比べて劣る

わけです。 しか し， こ れも 人 材 の交流 によって 改善 でき る点 でも ありま す。 将 来， 協定校

同 士の先生方 の交 流を させ る 道 も考 えたら どう かと 思いま す。

第４点 は， 組織 の違 いが 問 題 になる ケースが 多い。 例 えば， 目本 で は学校は４月 か ら始

まり ます。 アメ リカ で は９月 か らです。 夏の間 休む国 も あれ ば， 休ま な い国も あります。

金沢 大学 の暦が多少 こ のず れ に合 わせ るよう になった こと もあ りが たい と思いま す。 おそ

らく 中 でも一番大き な 問題 は受 け入れ のタイ ミ ング でしょ う。 金沢 に行き たい 学生は， ２

月 に申込 書を出 しま す。 しか し自 分が受 け入れ られる か どう か分 からな い。 ほ かの留学 プ

ロ グラム のほうが 早め にわ か るの で， 金沢か らの返 事を待 たず に違 うと ころに 行って しま

いま す。 ある年 は， ９ 人も 金 沢 に行 く ことを希 望 して いま した け れ ども， 結局 ２人 しか い

か なかっ たのです。 しかも， その ２人 は最も優 秀な 学生 では ありま せん で した。

これに ついてセ ンタ ーの 皆 様 に相 談 したと ころ， 金沢 大学 は国 立大学 です から， 官僚 主

義 的なと ころが あると 言 われ ま した。 新 しい ことを やる のが 難 しく， 間 題が出 てきたと き

の 対応 が鈍い。その 反面， 安 定 性が あっ て， 何かをや るとき に 中途 半端 なこと をや らない。

何 回か金 沢に足を 運ん でこ の 問題 を 解決する ことが でき ま した。 受け 入れるタイ ミ ングと

人 数と 奨学金のこ とも， かな り よい 条件 にしていた だき ま した。 やはり 目本の 国際化 が進

む につ れて， 柔軟 性を 持つ 大 切 さが よく 分 かりま した。
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このよう に， 間題 点ば かり出 して はいい評 価になり ませ んの で・ 留学生セ ンターの長所

もいく つ か挙 げてみ たいと 思 います （笑）。 概 してい えば， 短期 間 でセ ンタ ーが かなり有効

な組織に なっ ている と思 いま す。 多面的 で需要に 応 じて発 展 して います。 有能 なスタッフ

がそろっ ており， 一 生懸命 に 仕事 を して おられま す。

私の一 番感 心 している とこ ろは， セ ンターのス タ ッフが留 学生 を案 際に 教えていること

です。 や はり 大学 にお いて は， 事 務員 と教員 を別々 に考えて はい けま せん。 いい会杜にも

同 じこと がい えま す。 アメ リ カ での欠 点は， 大 学で あろうと 会杜 であ ろうと， 管理職が仕

事の 現場 か ら離れ て しま う 場合 が多す ぎると いうこ とです。 金沢 大学留 学 生セ ンターの サ

ー ビス 精神は す ばら しいも のだ と思い ます。 個 人的 な レベ ルはと も かく， 組織的な レ
．
ベ ル

で は， 金沢大 学 はタフ ツ大 学よ り充 実 した ものだと 言わ なけれ ぱなり ませ ん。 情報機 関が

豊 富で， 学生 の満 足感 が高 い。 これ からも いろい ろな問題 が出 てく るで しょう けれども，

この歴 史の ある豊 かな 金沢 が，世界 中の留学 生が集ま るメ ッカ になる こと を望 んでいま す。

そこま で発展 する 可能 性が ある と私 は信 じていま す。

昨 目， 学 生 に 会 っ て， い ろ い ろ 質 問 を し ま し た。 そ の 結 果 を 簡 単 に 述 べ た い と 思 い ま す。

まず 学生は， こ の留学 生セ ンタ ー は住 宅問 題， ク ラスの 登録， 何 か個人 的な問題 でもそ の

と き に 必 ず セ ン タ ー の 皆 様 が 助 け て く だ さ る と 言 い ま し た。
‘‘Ｗｅ１１ ｏｒｇａｎｉｚｅｄ” と か

“Ｈ６１ｐｆｕ１’’ と か あ り ま し て，
一 般 的 な 評 価 は か な り 高 い と 私 は 聞 き ま し た。

住 宅問題 ですが， 問 題点 の一 つ は学生が 会館 にいて， 英語 圏の 学生が 英語 で しやべった

り， 中国圏の 学生 が中 国語 で しやべ ったり しま す。 当 然のこ とで しょう が， 目本語を学 ぶ

に はこれは あまり よ い条件 で はあり ませ ん。 で すか ら， 学生 たち は， も っと目 本人に留 学

生会 館に居て も らいた いと い うこと を提 案 しま した。 今， 目 本人 はいる ことは いますが，

ま だまだ足り な いとい うこ と で， 授 業の ときも， や はり目本 人と 接す る機会が少 ないよ う

で す
。

Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｐ の 授 業 も で き て， 日 本 の 学 生 が 出 て い る Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｐ の 授 業 も あ り ま す が
，

学 生はそち らの ほう を 高く 評 価 していま す。

最後に暖房 の問 題 です。 こ れ は特にアメ リカ め学 生は どこへ行 って も暖 かいこと を期 待

す る の で す が
，

そ れ は し ょ う が な い’と・思 い ま．す て笑）
。

そ して， ク ラ ブ活動 です。 学生 によっ て， ク ラ ブ活動 に積 極的 に出 てい る人も いれば，

そうでな い人もい ます。 う ちの ボウ さん は，
ｒク ラブ活動 を しない かぎり， 全然目本の友 達

が できない ぞ」 と 言 われ， 彼 は頑 張って 友達が できま した。 昨目 の話 で， ク ラブ に出て 頑

張っても， そ の中 に入れ てく れ ない ので 辞めると いう 学生が ３～４ 人いま した。 バス ケッ ト
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ボー ル のク ラ ブに入 ろ うと してい た学 生も いま した。 目 本人 にも負 け ない ぐら いバスケッ

トは でき るけれ ども， ドリ ブルの 説明 を目 本語 でやる しかない の で， コー チか ら ｒ面倒 く

さ い から， 君た ち は辞 めたほ うが いい」 と 言われ たそう です （笑）。

私自 身， こち らが 頑張 らない と目 本 の友 達が でき ないと いう のは 当然 のこ とで， いつも

タ フツ の学 生に は絶 対クラ ブに入 らな けれ ばいけな いとい うこと を 言っ ていま す。 昨目 も

面 白い こと に， 留学 生が目 本人の 友 達を 作れ ないとい うこと につ いて 話 したとき に， 目本

人 同 士 でも あまり 友 達にな らない こ とが あるそ うで， これは もう少 し検討 する必 要がある

かも しれま せ ん。

チ ュータ ー の件 ですが， 私 が聞 いた とこ ろ によります と， 学生の ク ラブ で ｒＫＩＳＳ」 と ｒ友

達」 という ク ラブ を通 して決 める わ けです が， チュータ ーによ って は， す ば らしい体験を

して いる留 学生 も いれ ぱ， 全然役 に 立た ない という 学生も いま した。 ある学 生は，
ｒ私のチ

ュ ータ ーは 恥ず か しがって もの を言 っ てく れな い」 と言 って いたり， また， 一方 では，
ｒ毎

目 のよ うに会 って 話 を して 何で も 打ち 明け て， 問題でも いろい ろカ ウ ンセリ ン グをしてく

れる」 という チュ ータ ーも いる そう で す。

同 じこ とで すが・ ホス トファミ リ ー の件 につ いても話 しま し た ホス トフ ァミソ ーはみ

ん なす ごく い い体 験 だと言 いま した。 今 年 の秋 に金沢に来 て１ 回だ け目 本人 の日常生 活を

自分 の目 で見 たこ とが あり， そ れを 非常 に感 謝する けれ ども， もう 少 しそう いう機会 を作

れ ばよい と提 案 しま した。 うちの ボ ウさ ん も， だれかのお かげ でホ ームス テイ は でき たそ

う で， 私 にそ れ は非常 に貴 重な体 験 だっ たと 言って います。 大 学生 です から， 同 じと ころ

で ず つと ホー ムス テイ した いとい う 人 はほと ん どいま せん。 と いう こと は， 自分の自由 が

欲 しい， 小学 生扱い され たく ない， 門 限な ど守り たく ない， と いう こと です が， 時々 は行

って もい いなと 言い ま す。 家 族の 中 に入 って， 目 本の家と いう もの を理 解す るには， 非常

に大 切な 体験 だと みん な言っ てい ま した。

授 業の こと です が， ＫＵ ＳＥＰ は 本当 に ありが たいもの だと 言っ てい ま した。 問題 は，

英語でやるということですが， 韓国や中国の学生は必ずしも英語が達者というわけではな

く， 困る 学生 もい るよ うです。 し か し、 全 然な いよりいい とみ んな 賛成 して いま した し，

す ぱら しいコ ース もあ ると いう こと は 言つ でいま した。 岡 沢先 生が 教 える金 沢の紹 介とい

う コ ース は評判 が 高く， それ に よつ て 金沢 とい う町を知る こと がで きま した し， 目 本人学

生 が出 ても いいと いう ＫＵＳ ＥＰ の コ ース も， 高く 評価 されて いま す。 そ れはなぜ かとい

う と， 目本人 を知 るこ とが でき る から です。
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目本 語のクラス です が， いろ いろ 話を聞きま した。 学 生に よって， 成績 を心配する 学生

もいれ ば， そう ではな い学 生も いま す。 授業 に出なく て いい とい う学生 もいま すが， タ フ

ツの 学生にとって はタ フツ の正 式な プｐ グラ ムです か ら， こ こで の成績 がそのま まタフ ツ

の成 績に換算さ れるの です。金 沢大 学でＢ をもらう とタ フツ でも Ｂに なります。ＡはＡで，

Ｃ はＣで， Ｄ はＤ です。 Ｄ を もら う人も 時々 いま す。 学生の モチ ベー ショ ンはそれぞれで

す が， 昨目話 を聞いた とき に，
ｒ目 本語Ｃ」 とか ｒ目本 語Ｄ」 と か上級 のクラス の方が勉 強

する動 機が強 いとか言 づて いま す。
ｒ目 本語Ａ」 は出席 しな い学 生も いると言 っています。

何 か誤解 して いる気 が した の です が， つ まり 「目 本語 Ａ」 のク ラスに 出る学 生１辛さま ざま

で， 研究する 学生も行く はず です が， 行かない人 が多 いと 言っ ていま した。 これ はあと で

話 し 合 い ま し ょ う。

そ して， 先ほ どスタ ッ フと 話 し合っ た問題 ですが， 教 え方が 逢う ということ です。 どう

違 うかとい うと， 学生に 言 わせ ると， 先生と 学生の 関係が 国 によっ て違うわ けで， 例 え ば

アメ リカ では， 講義 をする とき に途 中 で学生が手 を挙 げて 質問 を しま す。
ｒ先生， そ んなこ

と ない でしょう」 と か言 いま す。 現 在， ス トレー トに講 義す るアメ リカの 教授は ほとん ど

い ないの です。する と退届 で しょ うが ないと いう評判 が できて，授 業に来 なく なる のです。

先 生が 学生の二一 ズに応 じて， 自分 の今目 やること が変 わっ たり するケース が多 いわけで

す。 昨 目， 留学生 と話 し合っ た 時， 何 かを質問す るとき に先 生方 がそ れを無視す る傾向が

あるそ うです。 でもよく 分 かる の ですよ （笑）。 うるさ い学 生も います し。

私 はうちの学生 に， ｒ教 え方 が違 うと いうこと は文化 が違 うと いう ことであり，違う 文化

に接 することは留 学生 経験 で欠 か せな いことの一 つで ある」 と よく言 うのです が， そ うい

う点 を取り上 げられま した。

提 案と して は， まず ＫＵ Ｓ ＥＰ の授 業に目本 人を多く 入 れる こと。 第２ に， それ から目

本人 の学生とつ きあっ て友 達 にな る道 を開く こと。 こ れ は絶 対必要 だと学 生が みん な言っ

てい ま した。 と ころが， 私が，
ｒで は目 本人の友 達のい る人， 手 を挙げてく ださい」 と聞い

た ら， だれも手を挙 げな かっ た のです。 第 ３は， 京都 に 行っ て京都 の案 内を しても らって

よ かった， しか し金沢 はま だ 分 から ないと いう学 生がいま した。 です から， み んな一緒 に

金 沢の紹 介のツアー を見物 の 形 で した ほうが， オリ ェ ンテー ショ ンと していい のではない

かと いう提案で した。

第４ 点は， クラ ブ活動 の情 報 を， Ａ 組の人た ちのた めに 英訳 しても らいた いとい うこと

です。 クラブ活動が あっ ても 何 を した ら入れる か， 参加 でき る か分 からない人 が多いの で
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す。 要 する に， 量の間題 だ けで はなく 質の 問題 と副学長 がお っ しゃいま した が， まさ に組

織 の 形 はでき て いるわ けで すが， これ か らは留 学生 だけで はなく， 金 沢大 学の 学生全 体の

教 育 を考 え なく て はな らな いと いう 時代で す。 うちの 学生た ちを うまく 利用 して， 金 沢大

学 の 教 育を もう少 し豊 かな国 際化 され たも のにす れ ばよ いと 思いま す。

そ して， 学生 だけで はなく， 先 生， 教官， テ ィ ーチ ングスタ ッフ な どを交 換 した方が よ

い と 思 いま す。 これ はでき．な いこ とで はない ので， 三れ から やって みた いと 思いま す。 以

上 で す （拍 手）。

（三 浦） 井 上先 生， あ りが とう ご ざいま した。 金沢大 学の 国際教 育の 改善 につ いて， 示

唆 に 富 む講演 だったと 思 いま す。 時間 はま だだい ぶある ので すが， これ か ら質疑応 答に移

り た いと 思いま す。

先 生が ご提 案なされ たこ と は， 大きく 別け て問題 が三 つある と思 いま す。 一つ は， 組 織

的， システ ム的 なこと。 も う一 つ は， 主にＫ ＵＳＥ Ｐの 学生が タフ ツ大 学か ら来 ている わ

け です が， 目本 語の授業 と 英語 で行 われ る専門 の授 業の こと。 もう一 つ は， 目 本人 学生と

の 共学 およ び目本人 学生 と の 交流， 友達 にな ると いう点 だった と思 います。

組 織 ・ シ ス テ ム 的 な こ と
，

特 に ｒｅｓｉｄｅｎｔ ｄｉｒｅｃｔｏｒ の 問 題 な ど は 先 ほ ど 先 生 と も ヒ ア リ

ン グで かなり お話 し した の です が， その こと につい て どな た かご質問 な どあり ませ んか。

松 田 園子 さんがい ら して いま す。 どう もいつ も ありがと う ございま す。 何 かご意 見は，

お あ り で し ょ う か。

（松 田） とてもよく して いた だいて いま す。 あり がたい と思 ってい ます。 何 かある とい

つ も ご連絡 いただい ていま す し， 到 着の とき も ご連絡 いた だい ていま す。．お迎 えの・と きな

ど深 夜 なの に， 皆様 よく 温 かく 迎えて く ださっ てい ると思 いま す。 一 番心 配な のは病 気な

どで す が，そ れもき ちん と ご連絡 いた だい たり，わ ざわ ざ付 いて いって いた だい ていま す。

私 と しては ずいぶ んよく 連絡 して い ただ いてい ると 思って いま す。

（三 浦） ほかに何 か ご ざい ませ ん か。

で は， 授業 のこ とです が， 目本 語 の授 業につ いて は， 先 ほ どのヒア リ ングの とき に井上

先 生 に こ ちらか らいろい ろ ご説明 しま した。 先 生 もいろ いろ ご質問 なさっ て， 先生 と私た

ちの 間 では かなり分 かっ たの で すが， 何 か皆様 おっ しやり たい こと はあり ませ ん か。
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（長野） 先 ほ ど目 本語ρ授 業の中 で， 学生が 質問 しても それ が無 視されるこ とがある と

ありま した （笑）。 ぜ ひ実態 を知り たい し， こ ちらか ら ご説 明 する必 要もあると 思います。

これ は個々 で いろい ろなケース が あるの で，
一概 にこ う だとい うの は非 常に難 しいです。

学生によ って も違いま す し， ク ラス の教 師によっ ても 違いま す ので， 一般 的にこうだと．い

うのは非 常に 難 しい と思います が， 私が 思いま すに， 目本 語教 師は 決 して 質問を無視 して

いるので はな いと思いま す。 や はり その 時間に 教えな けれ ばな らな いことと か予定がい ろ

いろありま すの で，
一 人の学 生の ある質 間にあま りに も長 い時 間を かけるわ けにはいけ な

いと いう のは 教師の側 の事情 ですが，そ ういう ことも ある ので はな いかと思いま す。また，

教師と学 生と の人間関係 が失 われて いる という ことで はな いと 思いま す。

しか しなが ら， そう いうこ とすべ て考 慮 して も， 学 生に 教師 が自 分の質問が無 視され た

と思 わせて しま ったら， それ はや はり教 育の失 敗だと 思いま す。 そ の点は我々教 師と して

いろ いろ 考えて 工夫 して いか なけれ ばな らない なと思 って お聞 き しま した。 今伺 ったこ と

は， 目本語 を担当 してい るす べての 教師 に伝 えま して， 一 緒に 解決 策を考えていき たい と

思 い ま す。

ここ に非 常勤の先 生が何 人 かい らして います ので， も し現場 にい る方で何かおっ しゃり

た い こ と が あ っ た ら 言 っ て く だ さ い。

（井上） 大 体， 目 本語の コー ス は非常 に高く評 価 していま した。 一 人だ けが問題を提 出

し た の で す
。

（三浦） 質間 して も無視 され ると いう ことを， 私も ほか の学 生か ら聞い たことがありま

す。 その 点につ いて は， 留 学生 セ ンター の目本 語の専 任， 非常 勤全部 そろっ たときにい ろ

い ろと話 してみ ます。これ は かなり話 し合 わな けれ ばな らない 間題 ではない かと思います。

文化 の違 いとい うこと も ありま す。 それ から授 業の システ ム・ 教授 法の違 いということ も

あり ます。 かなり 根本 的な 目本 語の 授業 のあり 方と かかわ りあっ て いると 思いますので，

こ れか ら話 し合っ てい きた いと 思い ます。

（井上） とに かく つ いて いけ ない 学生 に， 先生と授 業 ではな い時 間に話 す場を作った ほ

うがよい と思いま す、
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（三浦） 壕業以 外 に， 授 業の あと で話 すと か， 先生 のと ころ に来て い ろい ろ質問を する

時間 を 取ると い うこ とで すね。 そう する とオフィ スア ワー の時間 を 作る こと になり， そう

なる と私 たち 留 学生セ ンタ ーの者 は いつ も忙 しく して いる わけで すが
．，

さら にその時 間を

取 らな けれ ばな らな いとい うこ とに なって， 難 しい問題 にな るの です が， それ も話 し合 っ

て， どうに か していき たい と思 います。 いかが で しょ うか。 それ では また あと で時間が余

り ま した ら話 すこ とに します。

次 は英 語に よる 専門授 業の こと．です。 英 語の 授業のこ とにつ いて 何 か ご質問 なり，
ご意

見 なり お あり の方は どう ぞ。

（井 上） うち ではわ ざわ ざ留学 生の ため に， こ のよう なプロ グラ ム を作る こと はまず な

い です。 目 本語 で何 か授 業をや る 必要 もな いかも しれな いけれ ども， 必 要が あっ てもやる

か どう かは 分か らない です。中 国で 杭州 とい うとこ ろで，留学生 プロ グラ ム を作りま した。

中国 語 も、日本 語と 同 じよう なも の で， 高 校で 教 えない し難 しい 言葉 なの で， 中国 語の講義

を聴 いて 分 かる学 生が 少な い。 や はり， 折江 大学 で同 じく 英語 の授 業を 作っ てい ただきま

した。 ス ペイ ンやパ リ．な どでは， 英 語 ではなく， ス ペイ ン語と かフ ラ ンス語 で授業 をやっ

て い ます。

（三浦） そ う すると 英語 の授 業が ある のは， 目本 と中国 です か。

（井 上） そ れ だけで す。

（三 浦） そ れは やはり 言 語が難 しいと いう こと と関係が ある かも しれ ませ んね。 ス ペイ

ン語 やフラ ンス 語 は比 較的つ いて い ける ので しょ う。

（斉 木） 中 国の 大学の 先生 方 は英 語で 教え てい らっ しや ると お聞き しま した が， 英 語力

と い い ま し ょ う か
。

ど ち ら が 上 手 で し ょ う か
。

・ （井 上） 似 た よ一う な も の で す （笑）。 は っ き り 言 っ て， 湖：江 大 学 に 行 っ て 交 渉 し た と き に
，

英 語 で授 業を やって いた だけ ます かと 聞 いた どき に， 間題 なく ｒで きま す」 とす ぐ言っ て
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く れま した。 したいという先 生もす ぐ出て きま した。 し かし， そ れを教 える授 業の質はそ

れほ ど高い もので はあり」ませ ん でした。 容易にできる もの では ありま せん。 解決 する問題

ではないの です。 どちらかとい うと， 今のところで目 本よ り中 国の ほうが先生 や大学院 生

をアメリカ に行 かせているとこ ろです。 斉木さんはス タ ンフォ ー ドで勉強 したけれ ども，

ちょっ と例 外的 な存在です・ 今， 中国で は， アメ リカ で勉 強 した 教授は かなりいま 丸 明

治 時 代 は よ か っ た で す ね （笑）
。．

・

（三 浦） 英語 による専門 教育のことに ついても， 先 ほ どの ヒア リ ングのとき に私たちセ

ン タ ー の ス タ ッ フ と 先 生 と で お 話 し し た の で す が
， そ め 中 で 言 っ て い た こ と は

，
Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ

Ｐの英語に よる専門教育 は， 英 語がお できになる先生 方 に頼つ て， そ ういう 先生方にお 願

い して講義 をしていた だい てい るという現状です。 す ぐにでき ること と して； 例 えば， 在

外研究にい ら した先生 方， 在外 研究の経験者にＫＵ ＳＥ Ｐ授 業を義 務づ けると か， そう い

うことが できた らなと思いま す。 また， 学内で英語 によ る専 門授 業の教 え方の トレー ニン

グ， 先生芳 が英語 で授 業を す ることは， 目本語で授 業す るこ とと ちょっと 違いま すので，

内容は別と して， 教える方法 の トレーニ ングを先 生方が 受 けてく ださ れば非常 によいので

は な い で し ょ う か
。

あと は， 例え ばスタンフォ ー ドでは， 英語を母 語と しな い大 学院生 の一部に は， 将来い

ろい ろな意味で 教える立場 に立つ人た ちがいま す し， ま た 学位 を取得 するた めの条件の一

つ をクリ アする目 的で， 自 分の 専門 を英語で教えるこ との トレーニ ングの授 業があるそ う

です。 そ ういう授 業が大学 院生 の卒業単位の一つな どにな った ら， ま た例 えば， 私 たちが

そ ういう トレー ニン グの機 会を 提供することで， ず いぶ ん金沢 大学 も国際化 される のでは

な い で し ょ う か
。

（井上） アメ リカの大 学で授 業をやっている 人が多い けれ ども， 面白く ない授 業はあり

ま す。 高校の先 生や 申学校の 先生は教え方をき ちんと習 う わけ ですが， 大学の 先生は しな

いのです。 で すから
， 僕 な どは文学の研究 をいろいろ習 いま したが， 授 業のや り方は全然

習いませんで した。 そ れはアメ リカの大学 でも普通 です。 各 大 学にお いては， センター が

そ の た め に あ る の で す
。

（三浦） ほかにこ のことに ついて 何か ご意見 はありま すか。
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そ れ で は， 目本人 学生 と の共 学， あるい は目本人 学生 との 交流 につ いて ご意見 をお願い

し ま す
。

（宮 崎） 意見と いいま す か， 井上 先生 に質問が ある ので すが， 先 ほ どのま と めで， 金沢

大 学の 目本 人学生 の国際 化 を留 学生 を使っ て して は どう かと いう 提案 が ありま して， 大 変

面 白い と思 いま したら そ こ で質問 です が， タ フツ大 学は ３ 割 が留 学生 であり， ３ 年 生ピこな

る と 学生 の４０％が 留学 する とい う環 境な ので， 学生 は外 国人と の 交流が 自然 に行われて い

る か も．しれ ませ んが， も し大 学で 政策的 にタフ ツのアメ リカ 人 学生 と外 国人学 生の交流 に

つ い て， 政 策的 にこう した ら どう かと進 めてい ること があ った ら， 教え ていた だきた いと

思いま す。

（井 上） 実 はあち こち から 学生 が来 ている ので すが，目 本の 学 生も ５０人 ぐらい はいま す。

そ の ５０ 人 は 大 体 Ｃａｎａｄｉａｎ Ａｃａｄｅｍｙ と か Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｓｃｈｏｏ１ と か Ｉｎｔｅ ｍ ａｔｉｏｎａ１ Ｓｃｈｏｏ１ と か

そ う いうと ころ に行っ てい た人 た ちで す。 小 さいとき に 両親 が派 遣さ れてアメ リカ でずっ

と 何 年間 か住 んでい た人 た ち です。 ギリ シャの 人も 多い し， 中国， 香 港， シンガポー ルか

らの 学生な どもいま す。 み んな がタ フツ に行っ て， お 互 いに 学び合 って いる わけで はない

の です。 です から， 交際 す る機 会を 大学 のほう から作 らな けれ ばな らな いとい う意識 を持

っ て い ま す。 Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ と い う 言 葉 が あ り ま す が
， い ろ い ろ な 人 が 来 て 一 緒 に 勉 強 す る，

そ れ は 大 学 で は 非 常 に 高 ぐ 評 価 さ れ て い ま す
。

し か し
，

Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ が あ っ て も
，

そ れ が 自

分 の 学 生生活 を豊 かなも のに して い るか どうか はまた別 問題 で， プ ロ グラ ミ ングがな けれ

ば な りま せん。

タ フツ 大学で もこ れか らも っと 交 際する ように， い ろい ろな プロ グラム を作る と思いま

す。 作 らないと 自然 にな らな いと 思い ます。

（宮 崎） Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ（多 様性） はあっ ても， 同 じグルー プ で固ま って いた ら， あま り交 際

して いな いとい うこと だと 言 えま す。今 どんな プロ グラ ムが ある か教 えて いた だけま す か。

（井 上） 例 え ば， ３ 年生 に なる と いろい ろな国 に行っ て， そ れが 終わっ て ４ 年 生のとき

に タ フツ に戻っ てき ます。 例 えば， 目 本でず っと１ 年間 勉強 した 人が またタ フツ に戻った

ら， 何 か 変 に 文 化 的 な ａｄｊｕｓｔ㎜ｅｎｔ が で き な い わ け で す
。 Ｒｅｖｅｒｓｅ Ｃｕ１ｔｕｒａ１ Ｓｈｏｃｋ と い い
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ま す。 逆 に帰づ たほう が大変 で， 来る とき も大変 で しょ うが， 帰っ たとき の ほうが大きな

間 題です。 う ちは， 帰 ってき たよ とい う会 を作 らなけれ ばな らな いとい う計 画を していま

す。みん な集まっ て外 国で何 を習 った かを発 表させ るわ けです。発 表す る場 を与えないと，

帰って もａｄｊｕＳｔ しな いの です。 目本 で何 を してき たの か分 から ないと いう 学生 もいます。

ですか ら， 私 は金沢 でこう いう 体験 があり， これ を習い ま した。 それ を自分 で言って， こ

れから目 本に行く 学 生に， それ をオリ ェンテー ショ ンと して 言っ ても らうと いう計画 を立

てていま す。 そ れは一 つの やり 方で す。

（三浦） それ は大変 いいと 思い ます。金 沢大学 から協 定校に 派遣 した 学生が 戻ってきて，

何か発表 を して いるの で しょう か。

（八重澤） そ の年度 で。 去年 はそ う したことが ありま した し， オリ ェンテー ショ ンのと

き には海 外派遣の 説明 を しま す。 オリ エ ンテー ショ ンのとき に， 帰国 した人たち の体験 談

という形 で話を しても らいま す。

（井上） りょ うすけ 君は 話 しま したか？ ２年間 うちの 大学 にい た人 ですが。

（八重澤） 今年 は ドイ ツ と中 国と。 また， 先 ほ どご覧に なった 留学 フェアも あります。

そのとき に協定校 の ブース に帰 国 した目 本人学 生がい て， 後 輩に 勧 めて， 留学 の情報 を得

たとザう 学生は います・

（井上）

（八重澤）

統計 を見る と， 金沢 大学 から 行く学 生はま だ少 ない です。

来てく れ る学 生た ちと 比べ ると， ３分の １ ぐらい です。

（井上） 行き たいと ころ との バラ ンス が取れ ていま せ ん。 中 国か ら多く 来る。 中国に行

く 学生 が少ない・ フラ ンス に行く 学 生が 多い けれ ども， フ ラ ンス か ら来る 学生が少 ない。

面 白 く な い で し ょ う。

（三浦） その アンバ ラ ンスの 間題 が ありま すが， 行き たいと 言わ ないの に， 無 理にその
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国へ 行 かせ る わけ．にはい かないと いう 間題 が あります。 これ か ら重点 交流 校 を決めて いき

ま す の で， その辺 で何 か考 えてい かな けれ ばな らないと 思いま す。

（八 重 澤） 検 討の余 地を残 した問 題 で しょう ね。 とに かく， 外に 出 す学 生を増 や した い

と い う のが今 の 段階 です。 です か ら， もう 少 したつ と， バ ラ ンスを 考 えるこ とが でき るよ

う に なる と 思いま すが，外に出 すこと の 問題 につ いては，セ ンタ ーと いう より は各学部 で，

例 え ば単位 互 換をき ちんと する とか， そ う した協力が どう して も必 要に なって きます。 全

学の 体 制と も 極めて 関係が 深く なっ てき ます。 また， 先発校 で ある 大事 なタフ ツ大学 から

いろ い ろな ア ドバイ スをい ただ けた らと 私た ちは思っ ていま す。

（井 上） 工学部 です が， アメ リカ ではエイ ベッ・トと いう組 織が あり ます。 エイ ベッ トが

工学 を 勉強 する学 生の必 修科目 を 全部 決 め．て しまうの です。 です から 余裕 がな いという の

です。 外 国 語を勉強 したく ても でき な い， 外国 へ行きたく て も行 けな いと いう状態 です。

おつ しや ると おり， 各学科 が単 位を 認 める か どうか， そ して， そ のコ ース課 程が １年間 休

学 する よ うな 余裕が ある か ζう かと い う問題 を 考えなけ ればな りま せ ん。

（三浦） これ は留学 生セ ンター だ けの 問題 では なく， 学部， それ か ら大学 全体の間 題か

も しれ ない です ね。

（井 上） アメ リカ で は国際 化 しなく て よい 大学 はないの です。 国 際化 して いないと ころ

へ は 行 かな い。 う ちのお 客様 は世 界中 の優 秀 な高校生 です。 よ い人を とる ので す。 どこで

も。 目本 人 であろう と， ロ シア 人 であ ろう と 一番才能 のある 人た ちを 認め て， うちに 来る

よ う にす るの です。 です から， 目本 の 学校 もそ うなる かも しれな いで すね。

（三 浦） 本 当にそ う したいと 思い ま す。 タ フツ大学 はそｇ よう なよ い シス テ ムをお持 ち

で， ま た 留学 の派遣 の受 け入れ も， 派 遣の ほう もとて もよい 留学 プロ グラ ムを お持ちな の

で， 本当 に いろい ろと教 えてい た だき たい と 思います。 これ から もコ ンタク トを取り合っ

て， 留 学 生セ ンター だけ ではなく， 大 学関 係と してもお 願い した いと 思いま す。

そ れで は ほかに目 本人と の共 学あ る い は友達 関係， ク ラブ， ホ ームス テイ な どにつ いて

何 か ご意 見 はありま すか。
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それ では ご自 由に いろいろ
．
な質間 を どう ぞなさっ てく ださ い。

（中山〉 先ほ どのお話 にも関 係す るの です が， 国際化 され てい ない大学 はうん ぬんとい

う話があり ま した。
大 学の国 際化と は何 かと いう こと で考 えてみ ると， 留 学生を受 け入れ

て教育する こと， 自分 の大学 の学生 を海外 へ派遣 してい ろい ろな ことを 学ばせる こと， そ

して， その 交流 もある と思いま す。 もう一つ は， そ う いう国 際理 解， 異 文化理解 の授業科

目を充実さ せて， 自分 の大学 の学生 もそれ を履修 し， 留 学生 もそ れを取り， 交 流の中で世

界を理解す る。 いろい ろな文化 や習 慣が， いろい ろある と思 いま すが； いろい ろな形で世

界を学ぴ， 理解 するた めの授 業科目 を充 実させる。 それ は言 語 に関係なく 履修 できること

も大事だと 思いま す。 そ うい う科目 が英 語で受け られる と か， 完 全な英語 では なく ても，

目本語が十分 では ない 学生で もさち ん・と英 語による サ ポー トが あって十 分に理解 ができる

ことも必要 だと思 います。

金沢大学 には外 国語 教育研 究セ ンタ ーが あり， 言語関 係 を教 えている 先生が集ま ってい

ま す。 例え ば， 留 学生セ ンター とそ ういうと ころが 協力 を して， 全学的 に国際化 教育， す

な わち， 単に 学生 を送る， 受 け入れる だ けではなく て， 自分 の大 学でそ ういうカ リキュラ

ムを充実させて いく こと が大切 だと 思います。 常 に言語 の授 業 があるよ うに しま チ
。 経済

学部 や文学部 での授 業の なか に世界三 国際化 教育 に関連 して いる ものが あると思 いま す。

それ らを， 一
．
か所に 集め ると いうより は， む しろ 総合大 学の い ろいろなと ころに ある授 業

がネ ッ トワーク 化 して， それ をうまく カリ キュ ラム 体系 の中 に組 み込む ことによっ て， 国

際化 教育を行 うこと が できる と思いま す。

（井 上） う ち の Ｉ Ｒ （Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ１Ｒｅ１ａｔｉｏｎｓ） は， ア メ リ カ で 一 番 よ い と 評 価 さ れ て

い ま 丸 タ フ ツ で は Ｉ Ｒ の 学 科 が な い の で す
。

Ｉ Ｒ と い う の は Ｉｎｔｅｒｄｉｓｃｉｐｌｉｎａｒｙ Ｍａｊｏｒ

という ことで・ いろ いろ な学 科と関係 のある 授業が グル ー プと してあ るわけです。 ある言

語を取 得 したう えで； 経 済と か理論 とか， そ の国， 目本 の歴 史 を専門 的にや るという学 生

がいる けれ ども１ い ろい ろな 学科 からの授 業を取る わ けです。 しか し， ＩＲの 学科はな い

で す
・

Ｉｎｔｅｒｄｉｓｃｉｐ１ｉｎａｒｙ Ｍａｊｏｒ と い う こ と で す
。 こ れ か ら こ れ も 増 え て い く よ う で す

。

（中山） どう して も学部 と か学科 とい うのは， 学部 レベ ルで すぐに 変わるの はなかな か

難 しい ので・ そ ういう 科目 を 全部集 めて 一つの学 部を 作ると い うの は非常 に難 しいと 思い
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ま す。

（井上） これは言っ て は いけ ないこ とかも しれ ません が，僕 も ディ ー ン だっ た のです が，

Ｉｎｔｅｒｄｉｓｃｉｐ１ｉｎａｒｙ Ｍａｊｏｒ を 作 る こ と は 流 行 な の で す が
，

大 学 に と っ て こ れ は 安 い 方 法 の

一 つ です。 新 しい 学科を 作 ると いうよ り， す で にある もの から適 当に つく ろうと いう， パ

ッケ ー ジの問 題です。 少々 変 える だけ で違う プロ グラム が出 来上 がる か ら安 い です。

（中 山） た だ， そ れも ば らば らのもの をと ると いうより も， や はり一 つのカ リ キュラム

体 系と して， 大 学と してそ れ を保 証する 以上 は， 科 目間の 連携 をす ると か， それ に関連 あ

る 先 生方 がお互 いに意 見 を出 し合っ て， 一つ のカリ キュラ ム体 系と して ある 分野の 卒業 証

書 を 出す という だけの 質， ク オリティ を保 証 しな ければな りま せん。 そ うい う意 味でのネ

ッ トウ ーク化 とい う意 味で す。

（井 上） う ちの マイ ヤ ー ルと いう 学長が 作っ たもの です。 学 長が 作ら ないと， 成り 立た

ない です。 と いうこ とは， 常にそ れ ぞれの 学科 の伝統 があっ て， 私た ち はこう いう勉 強Ｉを

する と か， こう いう授 業 をや ると か言 います。 上の．方 は， こ れ から国 際化 しな けれ ばな ら

な いの で， こう いうＩ Ｒ を作 ると 学長 のほう か ら言い出 した わ けです。 そ して お金を借 り

て 実 現 しました。

（中山） 学長を その 気 にさ せる努 カ を我々 は しなけれ ばな らな い。

（三 浦） 斉木先生 どうぞ。

‘
（斉木） 大学が 国際 化す るた めに は， 学生 も教 官も意 識 を少 し変え なけれ ばな らない と

い う こと だと 思いま す。 ま た学 生の 教育 とい うこ とで， 異文 化コ ミュ ニケー ショ ンとか，

い ろ いろ それにつ いて知 る と か， そ うい う体 験を 学生に させ るた めの授 業が 必要 だという

ご意 見で すが， そ れは 国際 化す るま での プロセ ス で私た ちに でき ること で， そ れを しなく

て も よ い状態 が， 国 際化 した状 態だ と私 は思 います。

私 の経 験では， ス タ ンフォ ー ド大 学で もカリ フォ ルニ ア大 学バー ク レー校 でも， 何々 人

学 生 対留 学生と．い う対立 は 全く なかつ た です。
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（中山） 私が言ったの は， それ をなく すと いう意 味です。

特別 プロ グラムが，ある意 味で は どう しても 生まれ て しま う から，全学の正規 科目・と して

設定する わけ です。 私が言っ てい たの は， そ れを集 めて一 つの 学部 を作るの はなか なかで

きるもの では ない。 でき ない か らやら ないの か。 今 もそれ に関 連する 科目が ある し， 足り

なけれ ばそれを 教焚科目 でも何で も設 定すれ ばよい のです。 卒業証 書を出す ため， 学位を

出すため のもの とするため には， やは りネッ トワーク 化す る必 要が あると 思います。

経済学 部にい て経済の勉 強はや った けれ ども， も う少 しアメ リカの 経済が， あるい は世

界的な経 済につ いて字 びたいとき に， そうい う科目 が設 けられ てい れば， 経済 学部 の学生

にとって は幅 を持たせる こと がで きま す。 別 の見方 からす ると， 同 じ科目でも， 国 際化教

育のカリ キュラ ムの中 に位 置づけ られ るとも いえま す。

（三浦） そ う ですね、 埴終目標 と して， 留 学生と 目本人 学生 の隔 たりがなく て， みん な

が一緒に勉 強でき ると いう大学が 望ま しいで すね。

（中山） 専門分 蜥の 俸系化 とい う話。 それ は同時 に特別 プロ グラ ムより は， そうい う体

系化づけると いう こと は， そ こに は日 本人も留 学生 も全部 入っ てく ること になります。

（松日ヨ） タ フツ 大学 から時々パ ンフ レッ トを送って いた だく ので すが
， タ フツ大 学に１ま

サマ ーセミナ ーが ありま す。 プロ グラ ムを見 るか ぎり で は， と ても いい プロ グラ ムができ

て い ま し て， ４ 週 固 と ６ 週 閥 が あ り
， ４ 週 間 で 費 用 が ３３ 万 円 ぐ ら い に な っ て， 大 変 い い プ

ロ グラム です・ ６ 週 問に なると 特に何 点以上 という のが あるの です が。 私 は常々思っ てい

るのですが， 学生 が第一 歩と して ちょ っとそ こに行く の は， 大変い いこと だと思いま す。

せ めて金沢大 学で も頑 張 って受 けても らいた いの で， タフ ツの ほう で金沢 大学の学生 は 半

額 と （笑）。 そう いうこと をちょ つと 考えて いただ けた ら。

（井 上） そ れ は で き な い 丁 と で は な い で す。 と い う こ と は， 大 学 と い う も の は
，

ＥｘｐｅｎＳｅ

が高いので１ 収入 をい ろいろ な形で得 る必 要があり ます。 で すか ら， 夏 の間は 教室は使わ

れていな いので１ それ をブロ グラム に貸 して， 目 本人を 呼ん で， そ こで授 業をや ればいい

ということ です１ 簡単 な経済 的な話 ですが。
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（三 浦） 少 し安く してい ただ けると すれ ば， 目 本人 学生 が短期 間 でこち らか らそち らに

行 っ て， アメ リカ の生 活と 言葉 を習っ てく る こと は， す ばら しい体験 だと 思いま す。 これ

は過 渡期 にはや らな けれ ばならな いこ とで すね。

もう 一 かた どうぞ。

（遠 藤） 私は今，共同 研究セ ンタ ーで 産学 官連携 のコ ーディ ネー ター を している 者です。

奉 は３ 年 ほ ど前に， こ ちらの 大学 院９ 杜会人 学生 と して 勉強 した こと があ ります。 先 ほど

か らお 話を聞 いて いて感 じた の は， 学 生の質 問に 対 して 先 生が十 分 に答え てく れないと い

う こ とで思い 起こ すの は， や はり 全部 の先生 で はないと 思い ます が， 金沢 大学 は特に 学部

の 授業 を私も受 けた り したの です が，．
先 生の ほう からの 一方 的な，

一 方通 行の講 義が 多い

と いう感 しが しま した。

実は 私も ３０年前， も うだ いぶ 昔で すが， スタ ンフ÷ 一 ドに２ 年間， 修士エ ンジ ニアリ ン

グ・ス テ ユー デ ントで行っ て いた のです。 そ のとき は学 生 から一 つ質 間が出 ると， それ に

対 して先 生が 今度別 の学 生に どう 思うと か， それが きっ か けにな って 話が 脱線 して いく と

いう か， 講義 の決 められ たも のか ら脱線 して でもデイ スカ ッショ ンが進 ん でいく という 経

験を した よう に思 います。 そ うい う点 で， だいぶ違 うな とい うこ とは感 じま した。

も う一 つは， 新 しい授 業が 始ま ると， 必ず 最初 に どの 先生 もス タ ンフォー ドの 場合 は，

私 の オフイ ス アワー は何 曜目 の何 時か ら何 時ま でと 黒板 に書 いてく れま して， そ のとき は

と も かく ドア を開 けて待っ て いる から， 質間 に来 なさ いとい うこ と だっ た のです。 そうい

う ふ うに する と， 学 生と して は非 常に行 きや すかっ たと いう こと があり ま した。 そ ういう

こと は， 私は 金沢大 学で 学生 を３ 年問 したの ですが， お 一人 だけ そう いう先 生が おら れま

した。 畝国 谷先 生といっ て， よく 聞いて みる と，ミ シガ ン大 学で 教え られて いたそ うで す。

そ う いう 何か 文化の 違い がある の では ない かなと 思いま す。

そ うい う点 で，オフィ ス アワ ー を作っ たり する のは，何も 留学生 のた めだ けでは なく て，

目本 の 学生 にもそれ は非 常に 有効 だと 思いま す。 そ う いう こと を感 じま した。

（三 浦） どうも貴 重な ご意 見を あり がと う ございま した。 確 かに， 先生 の ドア が開 かれ

てい る のと， いつも 閉 じられ てい るの は， 学生 にとっ て かなり 違いま すね。
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（中山） 今 ですと シラバ スに オフィス アワ ーを 書く こ とに なって います。 書 いたからや

っている かと いうと， これはま た別の 問題 ですが （笑）。 オフィ スア ワーでや らな けれ ばな

らな いと いうこ とに はなっ ていま す。

（三浦） それ で はもう ３時に なりま した。 どう して もここ で一言 何 か言いた いと思われ

る 方はい らっ しゃいませ んか。 そ れ では井 上先生 もう一 言， 最後 にょろ しい ですか。

（井上） 今の 若い 人は，
自分 はだれ か， 自 分の 才能 は何で ある かを考 えないと ころが あ

るのです。 例え ば， 今の傾 向と しては， 専攻 を三 つもや るよ うな 学生が 出てきま した、 な

ぜ三つもや らなく て はならない かとい うと，自
’
分 が何を やりた い かが分 からない からです。

結局， これ とこれ とこ れをやって おけ ば何と かなっ て仕 事に就 ける とい うよう な考え方 を

しています。 僕 はずっと デイ ー ンと して頑 張って， 君た ちは ある こと を専門的 に勉強す れ

ばいいです， エキ スパー トになれ ばい いです よ， 卒論 は絶対 に書 かな けれ ばだ めですよ と

いうア ドバ イ スを しま した。

それはなぜ かと いうと， 自分と いう ものが 分 からず に教養 を得 て， 杜会 人に なって しま

え ば， もう 終わり で はないですか。 で すか ら， 留 学生 間題も そう ですが， もう 少 し今の 若

い人たちにま じめ に自 分の才能を 生か して， 何 かに貢 献 した いと いう気 持ちを 持っても ら

わなく ては なり ま せん。 これはアメ リカ の 学生の 状況 ですが， 日 本の 場合 は分 からな いで

す。 大体似 たよう なも のではない かと 思いま す。

（三浦） 最 後に 大変 よいお話 をあり がとう ございま した。 それ では井 上先 生の 特別 講演

会をこれで 終わら せて いただきま す （拍 手）。
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編 集 後 記

この た び・ 金 沢大学 留学生 セ ンター は・ １９９５年 の省 令化以 来初 めて の外 部評価 を受 けま

した・ 外部評 価委員 の先 生方 には・ 資料 をお 読みい ただき， ・… 年 ・・ 月 ・日 に全 体評価
報告 会・１２月 １・ 目に 米国 協 定校の 委員 の報 告会を経 て， 評価 報告 書 を出 していた だきま し
た・ た いへ ん貴 重な 評価 と ご意 見 を賜 り， 留 学生セ ンタ ー一 同 の励 みと なり反 省と なり ま
し た。

２００４年 ４月 から国 立大 学法 人と して 生ま れ変わ る前 にこの 外部 評価 を経たこ とは， セ ン
ター の足 跡を振 り 返り・ 将来 の展 望 をも つ ため に， 非 常 に有 意義 であ った と思 いま す。 評

価 委員 からの様・ な ご指 摘を 肝に銘 じ・ セ ンター は具 体的な 改善 へと進 み は じめま した。
本 報告 書を広く 関係 者 諸 氏 にお 読み いた だき， 留学 生教 育の 更 なる発 展 のた めに 活用 して
い た だければ幸 いで す。

平成 １６ 年３月

金沢大学留学生セ ンター

三 浦 香 苗

ｒ
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